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序

上田市の北東部に位置する殿城地区には、古 くから私たちの祖先が暮 らし、数々の遺跡や古墳、

城館跡、社寺等の文化財が現在に伝えられ、往時を偲ばせています。

このたび、この殿城地区にもほ場整備が始まり、また新たな歴史をこの土地に刻むこととな り

ました。このことは同時に、現在の私たちの祖先の足跡を根底から消 し去ることでもあ り、一概

にそのどちらを選択するか、単純な議論で済まされる問題ではあ りません。現在の私たちは過去

と未来に対 して責任を追わなければならないからです。

現在、各種の開発行為に際しては、この点を充分に検討し、遺跡の保護 と開発をどのように並

存させていくべきか常々苦慮している次第ですが、この度のほ場整備については、次善の策とし

て、「記念保存」という方策を選択しました。無論、この方策は万全ではありません。埋没して

いる文化財をたとえどのような方法と理由であれ、自日のもとにH西すことは破壊行為であり、発

掘調査 といえどもその難を免れないからです。

このような責務を負って、調査団の顧間の先生方や調査員、作業員の皆さんには夏の猛暑のな

か、たいへんな御尽力をいただき、林之郷遺跡が平安時代の集落遺跡であることが解明でき、上

国市の歴史に新たな一頁を加えることができました。

林之狙I遺跡の大部は未だ上の下に眠り、今回の調査でその全てが明らかとなったわけではあり

ません。将来の調査、研究によってその全貌が明らかになると思われます。今回の調査がその一

助となれば幸いです。

最後となりましたが、この度の調査では地元のほ場整備実行委員会の皆さん、林之郷自治会の

皆さんには終始絶大な御協力を賜 り、殊に、調査対象地区となった地権者の方々には秋の実 りを

断念して頂 くという無理なお願いに対して、深い御理解と御協力を頂きました。ここに記して哀

心より御礼申し上げる次第です。

平成元年 3月 25日

上 国 市 教 育 委 員 会

教 育 長 赤 羽 衰



例    言

1 本書は長野県上田市大字林之郷における県営ほ場整備事業及びふれあい農園整備プロジェク

ト事業殿城地区に伴 う、昭和 63年度林之郷遺跡発掘調査報告書である。

2 調査は、上田市教育委員会が上国市教育委員会教育長赤羽寮を調査団長 として、林之郷遺跡

発掘調査団を編成 し、調査 を套託 して実施 した。なお、事務局は上田市教育委員会社会教育課

においた。

3 発掘調査は遺物整理、報告書刊行 まで含めて 1988年 (昭和63年)8月 2日 から1989

年 (平成元年)3月 25日 まで実施 した。この間の調査は調査主任川上元の指導の下、主に中

沢徳士があたり、調査補助員・作業員の協力をいただいた。

4 遺構の実測は倉沢正幸・中沢・河上純―・川崎康子が行い、 トレースを中沢 。河上 。大原宏

枝・青木国江が行った。

5 遺物の実測は、猪熊啓司・倉沢 。中沢・河上 。大原が行い、 トレースを猪熊・倉沢 。中沢 。

河上 。大原・青木が行った。

6 本文の執筆は川上 。猪熊・倉沢・中沢が行い、文責は日次に記した。なお、遺物の観察は実

測者が行い、執筆者が確認 した。

7 版組は主に中沢・河上が行い、大原・青木がこれを補佐 した。

8 遺構の写真撮影は中沢が、遺物の写真撮影は中沢・河上が行 った。

9 本調査の基準点及び標高の測量は有限会社写真測図研究所に、航空写真の撮影は株式会社富

永調査事務所に業務委託 して実施 した。

10 遺物の復元作業は清水閲二が行った。

11 本遺跡の資料は上田市教育委員会の責任下、上田市立信濃国分寺資料館に保管している。

12 本書の編集作業は、事務局 (上田市教育委員会社会教育課)が担当した。

13 本調査にあた り下記の皆さんにご協力、ご助言を賜った。記して感謝する次第である。

(地権者等)酒井潤太郎、酒井澄幸、春原新二郎、春原春太郎、春原為平、渡辺一雄、渡辺

盛長、春原穂積、酒井喜六、上原スギ、長沢準、春原通兄、春原貞治、荒井なみ江、滝沢勇、

春原武雄、佐野宏、中村壽雄林之郷 自治会長ほか自治会の皆さん、柳沢信ほ場整備実行委員会

委員長、荒井甲子次ほか委員会の皆さん

小林秀夫、児玉卓文、百瀬長秀、倉田芳郎、太田喜美子、堀田雄二、保坂富雄、宮下信子、

上小地方事務所土地改良第一、二課、上田市農村整備課、上田市農村環境改善センター

(順不同、敬称略 )



14 本調査にかかわる林之郷遺跡発掘調査団の調査組織は次のとおりである。

顧     間 五十嵐 幹 雄 (日 本考古学協会員、上田市文化財保護審議会委員)

〃    岩 佐 今朝人 (日 本考古学協会員、上田小県誌考古編編纂副主任)

団     長 赤 羽   寮 (上国市教育委員会委員長)

冨1  団  長 塩 入   恒 (上田市教育委員会教育次長)昭和63年 9月 30日 退任

〃    中 島 孝 ― (上田市教育委員会教育次長)昭和63年10月 1日 着任

調 査 主 任 川 上   元 (日 本考古学協会員、上田市立博物館庶務学芸係長)

調  査  員 塩 入 秀 敏 (日 本考古学協会員、上田女子短期大学助教授)

〃    猪 熊 啓 司 (上小考古学会員、長野県長野高等学校教諭)

〃    倉 沢 正 幸 (上田市立信濃国分寺資料館学芸員)

調 査 担 当 者 中 沢 徳 士 (上田市教育委員会社会教育課学芸員)

調  査  員 塩 崎 幸 夫 (上田市教育委員会社会教育課嘱託)

事 務 局 長 清 水 万 伴 (上田市教育委員会社会教育課長)

事 務 局 次 長 富 田   篤 (上田市教育委員会社会教育課文化係長)

事 務 局 員 中 沢 徳 士 (上田市教育委員会教育課文化係 )

15 発掘・整理作業に参加、協力していただいた方々

稲垣美麻 (調査補助員)、 井部定雄、河上純一、沓牲卜西蔵、小泉好武、小島唯夫、小山倍子、

坂口興昌、清水閲二、沼田亀治、林正治、堀内今朝次、長浜峰吉、関茂樹、岩下真、柳沢仁美、

川崎康子、山崎美津子、春原慎、池志保、春原昇、春原ます子、江原義典、山崎好明、池田隆

徳、白倉忠雄、村瀬自治男、松沢忠明、堀内節子、中沢利子、青木国江、大原宏枚

(順不同、敬称略)



几   例

遺 構

1 竪穴住居址 (SB― )、 土獲 (SK― )、 ピット (P― )、 濤址 (SD― )、 竪穴住居址

の柱穴 (P)の番号はランダムに付 した。

2 遺構の版組は北を基準に行ったが、紙面の都合により例外 もある。

3 遺構の縮尺は原図1/20を使用し、縮尺 1/3を 基本とした。なお、竪穴住居址亀については

原図1/10を使用し、縮尺 1/3を 基本とした。

4 遺構が時代の新しい遺構によって、あるいは撹乱等によって破壊を受け、プランが明確で

ない場合は古い遺構を破線で示した。

5 竪穴住居址の主軸方位は、国家座標の北と竃を通る住居址の中軸線とのなす角度で示して

ある。

6 土娠、ピット、柱穴の規模は、 (長軸×短軸、深さ)で示した。

7 遺構断面図の標高は、すべてm単位で示してある。

8 竪穴住居址の床面積の計測にはプラニメーターを用いた。

9 遺構の層序説明は本文中に記した。

10 挿図中におけるスクリーントーンは以下のものを示した。

ククク=遺構断面図 ■IⅢⅢ=焼土

遺 物

1 遺物は縮尺 1/3と した。

2 土器の実測方法は4分割法を用い、右側 1/2に 断面及び内面を、左側 1/2に 外面を記録し

た。

3 黒色処理のある遺物はスクリーントーン :工II:で表した。

4 箆削りの方向は一う で示した。

5 法量の単位はすべて飩であり、明確でない場合は (  )で示した。

6 出土遺物一覧表の器質は、胎土を「胎」、焼成を「焼」、色調を「色」と記載した。なお

色調は農林省農林水産技術会議事務局監修 財団法人日本色彩研究所 色票監4多 『新版 標

準土色帖』 1988年  を用いて判別した。

7 遺物番号は実測図版番号及び写真図版番号と一致している。
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説

第 1節 調査に至る経過

昭和62年 6月 23日 付け農村発第80号で、上田市農政部農村整備課から「県営ほ場整備事業殿城

地区における埋蔵文化財発掘調査について (協議)」 として上田市殿城地区のほ場整備事業を昭

和 63年度新規採択事業として計画している旨の協議があった。これによれば、上田市上青木地

区から赤坂地区に及ぶ神川第二段丘上の水田、畑地等 130haを 総事業費 1,820,000千円をもって

営農の近代化と作物生産性の向上を図るため、ほ場整備を実施するというものである。

この事業区内には林之郷遺跡をはじめとする周知の埋蔵文化財包蔵地 9ヶ所が存在しており、

その総面積が86,000m2に 及び、かつてない調査量が予想された。上田市教育委員会事務局 (以下

市教委 という)では昭和63年 6月 29日 付け上教社発第 100号 で、事業の実施に当たっては埋蔵文

化財の保護について十分な配慮と各事業年度ごとの遺跡保護協議を持つよう回答した。この後、

昭和63年度事業に係る林之郷遺跡の保護協議を9月 14日 、11月 6日 の 2回 にわたって長野県教育

委員会文化課、長野県上小地方事務所 (事業主体者)、 上田市農村整備課、市教委及び地元研究者

である塩入秀敏氏を交えて開催し、その結果、調査面積 1,800∬ 以上を総事業費10,000千円 (農

政部局側負担楽 7,250千 円、文化財保護部局側負担額=農家負担分 2,750千円)で発掘調査を実

施し、遺跡の記録保存を図ることとなった。

ところが、昭和62年度も押詰まった昭和63年 3月 5日 、事業主体者である上小地方事務所から

62上小土改第 162号で、新たに「ふれあい農園整備プロジェクト事業」が同地区で県営ほ場整備

事業と併せて28h封こわたって実施する旨の協議があった。これによれば、遺跡の事業に係る面積

は61,250m2に 及び、約 100,000千円にのぼる調査が必要とされた。この事業量は上田市では未曾

有の調査量であり、市教委としては、これだけの調査への対応は「不可能」であるとの回答をせ

ざるを得なかった。

この後、上小地方事務所、市教委で事業への対応策をそれぞれ検討し、昭和63年 6月 10日 、再

度文化課指導主事を交えて保護協議を開催 した。この席上で上小地方事務所から事業の縮小柔が

呈示され、一方市教委では至急遺跡の試掘調査を実施し、この結果をもとに改めて協議を行 う旨

の確認がされた。

市教委では 7月 6日 から9日 にわたって事業地区内に 6本の トレンチを設定した試掘調査を実

施した。この結果、平安時代前期を中心とした遺物包含層が地表から30～ 40cmの レベルで存在す

ること、遺跡の範囲は当初予想されたものよりやや狭いことが判明した。

7月 21日 、第 4回 目の保護協議を行い、ようや く下記の計画を以て昭和 63年度のほ場整備事

業に係る遺跡の保護協議が成立したのである。

垂早
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発 掘 調 査 地 上国市大字林之郷字金井、字狐塚

迫退 跡 名 林之郷遺跡

発 掘 調 査 の 目的 及 び概 要

開発事業、県首ふれあい農園整備事業殿城地区に先立ち、

2,200∬ 以上 を発掘調査 して記録保存をはかる。

調査報告書は昭和64年 3月 25日 までに刊行するものとする

調 査 に 要 す る 経 費 12, 200, 000円

発 掘 調 査 の 主 体 者 上田市教育委員会

経 費 の 負 担 割 合

上小地方事務所  9, 211, 000円 (75.5%)

上田市教育委員会 2, 989, 000円 (24.5%)

この計画にしたがい、市教委では上小地方事務所から調査の事業委託を受託するとともに、新

たに林之郷遺跡発掘調査団を編成 し、調査団長である赤羽衰氏 (上田市教育委員会教育長)に事

業委託 して調査 を実施することとした。 7月 28日 、調査団会議 を開催 し、各調査員に委嘱書が交

付され、調査の予定、方法等について検討を加えた。
|

これ と並行 して 7月 26日 には調査に係る地元説明会を柳沢ほ場整備実行委員長以下関係者の参

加を得て開催 した。席上、地権者からは、予想されたこととはいえ、水田・畑の作付けの途中で

耕作を中断することに対 して若千の反発があり、会議はやや紛糾 した。 しかし、ほ場整備の工期

から逆算すると、 8月 には調査に着手 しないと間に合わなくなる可能性があること、埋蔵文化財

をここで記録に残 しておかないと将来に過悔 を残すことを説明し、御承諾を願った。このことは、

開発側、文化財保護側の調整を早期から段取 り、万全の態勢で調査に臨むべ き点、反省材料 とし

て銘記せねばならない。

最終的には地元の皆さんに御承諾をいただき、 8月 2日 には作業員を対象 とした調査の説明会

を国分寺資料館で行い、同日発掘機材の搬入、テン トの設営をし、翌 3日 には鍬入式を挙行 し、

本格的に調査に着手 した。

調査の概要 とその結果は別章に掲げるとお りであるが、概ね順調に進渉 し、10月 中旬には現場

調査 をほぼ完了、漸次上田市農村環境改善センターにおいて整理作業、報告書作製へ と作業を進

め、平成元年 3月 25日 、調査報告書を刊行 して調査 を終了した。
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第 2節 調 査 の 方 法

遺跡名は長野県教育委員会作成の遺跡台帳に記載されている名称「林之郷遺跡」 とした。また、

記録の便宜 を図るため、遺跡記号 としてHAYASHI一 NO― GOUの HNGを 組合わせて与

えた。各種の記録や遺物の注記等はこの記号を用いている。さらに、各地区にアルファベ ノヽト順

に地区名を与え、例えばA地区の地区記号はHNG一 Aと した。なお、当初A・ B・ Cの 3地区

を設定 して調査 を開始 したが、途中でA地区とB地区が繋がったため、 B地区を廃止して A、 B

地区合わせてA地区とした。

この調査地区の設定については、予め試掘 ピットを掘 り、おおよその範囲は把握 していたもの

の、ピットの密度が極めて粗かったため、本発掘に際しては改めて トレンチ調査 を行い、遺跡の

性格 と土層の把握をし、併せて面的調査の範囲=調査区の設定を行った。

面的調査については、表土、耕作上の排除はすべてバ ノヽクホ~を用い、その後の作業は人手に

よった。なお、面的調査に際 しては、グリッドを設定 し、遺物の取上げ、遺構浪1量に利用 した。

このグリッド杭の設定については、国家座標のメッシュに従い、遺跡周辺の三角点の座標値から

A地区西偵]に 引張 り、この点を基準点 として30× 30mの大グリッドを設定 し、この中をさらに 3

×3mの メッシュに区切って、グリッドを設定 した。すなわち、大グリッド内に 100の小グリッ

ドが設定される訳である。

なお、基準点の座標値はX=42,942.000,Y=18,240.000であ り、上田地区は国家座標第Ⅷ

量系に属 している。

第 3節 調 査 日 誌

日召不日63F手

8月 2日 (火)曇 り

8月 3日 (水)曇時々雨

8月 5日 (金)晴れ

8月 8日 (月 )曇時々晴

午後 1100～ 作業説明会の後、国分寺資料館から発掘機材を現

地へ搬入。テン ト設営

午前 9:00鍬 入式。重機による試掘 トレンチTr-1～ 6設定

をし、平面調査区を決定する。

A地区遺構検 出作業、B地区表土崇Jぎ 。遺構検出作業、 SB-0

1検出

B地区表土禁Jぎ・遺構検出作業。字狐塚地籍の重機による試掘 ト

レンチ設定、 C地区として平面発掘するととする。

国分寺資料館夏休み考古学教室で小学生 20名ほど来訪。A地区

の遺物収集を行 う。
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8月 12日 (金)曇 り    業者に委託 した国家座標が調査区西側に取付けられる。これに合

わせてグリッドの設定 (3m× 3m)を 行 う。

8月 17日 (水)曇後雨   A、 B地区グリッド杭打ち。 C地区遺構検出。

8月 18日 (木)晴れ    B地 区遺構(SB-01～ 04)掘上げ開始。

8月 22日 (月 )晴れ    B地 区南辺に黒色の落込みがあ り、遺構が延びている可能性があ

るためこれを拡張し、A地区と繋げることとする。

8月 25日 (木)曇後雨   A地 区南側へ調査区を拡張。

8月 27日 (上)晴れ    SB-02、  03電 堀上げ。 SB-04完 掘。

8月 29日 (月 )晴れ    C地 区遺構検出。未だに遺構のプランが‡巴握できない。A地区で

は引続き重機による調査区の拡張を行 う。

8月 30日 (火)晴れ    重機による表土子Jぎすべて完了。

8月 31日 (水)晴れ    C地 区遺構検出。重機の出入 りにより崩れた畦畔の石積 を直す。

9月 1日 (木)晴れ    A地 区南拡張区遺構検出。 SB-01、  02床 面精査。

9月 3日 (土)曇時々晴  SB-03覆 土内から未焼成の須恵器辺 (底部 ?)出土

9月 5日 (月 )曇時々雨  SB-04～ 08掘上げ

9月 7日 (水)曇時々晴  昨 日来の雨でA地区水没し、この排水作業にかかる。 C地区SB

-11か ら緑釉陶器のlTN。 蓋片出土

9月 13日 (火)晴れ    SB-06床 面に繊維質の炭化物ひろがる。 C地区はサブ トレン

チを設定 し遺構検出に努めるが明確なプランは梱めない。

9月 18日 (日 )晴れ    第 1号掘立柱建物址ピット掘 り上げ。本 日から簡易遣 り方による

遺構平面図 (1/20)作成に推卜かる。

9月 21日 (水)晴れ    昨 日来の雨で再びA地区水没、この排水に一 日かかる。

9月 26日 (月 )曇 り    24～ 25日 の雨で再びA地区水没、この排水に一 日かかる。

9月 27日 (火)曇後雨   C地 区遺構検出作業、A地区遺構実測

9月 30日 (金)曇後雨   C地 区遺構掘上、A地区全体清掃

10月 2日 (日 )晴れ    A、 C地区遺構掘上作業、遺構実測

10月 4日 (火)晴れ    C地 区遺構清掃、写真撮影、遺構実測

10月 5日 (水)曇後雨   発掘機材のうち主だったものを撤収、テン トも外す。

以後、遺構実測 と遺構の細部掘上げを若千の調査員・作業員で行い、10月 17日 遺跡全景写真を

抑富永調査事務所に委託 して実施 し、全ての現場調査を終了した。

こののち、上田市農村環境改善センターにおいて整理・報告書作製作業を実施 し、平成元年 3

月25日 、調査報告書を刊行 してすべての調査 を終了した。
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第二章 遺跡の環境

第 1節 自然的環境

林之郷遺跡の位置する地域は、地形的にみると大きくは千曲川右岸に展開する上田盆地の東側

にあたる。ここはとくに上田盆地の北東部にそびえる四阿山 (2332m)に源をもつ神川によって

形成された一大扇状地形を呈した地域である。神川左岸の神川扇状地では、第 1段丘面・第 2段

丘面 。第 3段丘面および赤坂集落の谷口扇状地などから構成されている。第 1段丘面では標高約

580mの 大日ノ木集落付近を頂点として半径 4 kmの規模で南に広が り、その扇端部は500m

の等高線をもって段丘崖として終わっている。またこの押出しが第 2段丘にもおよび、新しい扇

状地をつ くっている。現在の神川は回春して下刻し、この面よりかなり低いところを流れている

が、長い年月のうちに流路が次第に西に偏したため、このように南北方向に見事な三段の段丘を

形成しているといえるのである。

第 1段丘面は現河床面より約 20～ 30mの比高をもち、森 。大日ノ木・河ヽ井田 。町吉田など

の各集落が立地する広い面で、通称吉田面と呼ばれている。この面の地質は神川の運んだ厚い砂

礫層からなり、地表面は 1～ 2mほ どの厚さをもつローム層に覆われている。古 くから周辺の神

明川や瀬沢川から、この面に水を取 り入れたり、また吉田堰 (童女堰)の開削などによる開拓が

行われたため、現在立派な水田地帯となっている。しかし、昭和 62年度この面の大字芳田字訳

口上に所在する訳日上遺跡の発掘調査を実施した地域では、水便の悪さのため、下流の水田地帯

へ田用水を公平に配分する用水堰の分配施設としての「訳口」が字名になったとみられ、水に苦

心をしたかつての歴史をみた。近年この面の段丘崖に沿って、桜台 。みすず台などの住宅団地も

でき、また浅間山麓広域農道などの開通に伴って、様相が一変しつつある。

第 2段丘面は今回発掘調査を実施した林之郷遺跡の位置する面で、第 1段丘より約 10～ 12

m低 く形成されている。この面も比較的広 く林之郷や上青木など五つの集落があり、林之郷面と

呼ばれている。地質も第 1段丘面に比べて、あまリローム質の強 くない土層で比較的通水性もよ

く、またいくつかの用水堰に恵まれているため、現在同様に広い水田地帯になっている。この面

もまた宅地化の波が押しませてきていることもいなめない。調査を行った林之郷集落周辺では、

住宅のある部分がやや高い微高地となっており、集落東側即ち第 1段丘崖下で低 くなる。いわゆ

る後背湿地の様相を呈していることがわかる。遺跡の主体部は、したがってこの若千高い部分の

集落の中で、さらに一帯に広がっていることが分布調査で確認されている。また、第 3段丘面は

全体的には神川氾濫原としての比較的狭い平坦面としてとらえられている。この段丘面に包括さ

れている久保林集落のあるところは、 2～ 3m高い微段丘を形成して安全な平坦地となっている。

この面は久保林面と呼ばれているところであるが、やはり近年宅地化が急速に進行しており、か

-5-



(

ｆ
ｔ

帯



番 号 遺 跡 名 時  代 備  考 番 号 遺 跡 名 時 代 備  考

石 矢 遺 跡 縄弥平 荒 神 田 遺 跡 平

赤 坂 将 軍 塚 古 墳 古 市指定史跡 訳 口 上 遺 跡 奈～平 1987年度調査

4 托 田 跡 縄・平 中 吉 田 遺 跡 縄弥平

北 屋 敷 遺 跡 縄・平 今 井 遺 跡 平

城 山 遺 跡 縄 い な ご 坂 遺 跡 縄

7 上 組 遺 跡 平 吉 田 原 古 墳 群 古

矢 沢 古 墳 古 中 道 遺 跡 縄・弥

9 宿 組 遺 跡 平 上 野 東 遺 跡 縄

10 平 沢 遺 跡 平 4ユ 陣 馬 塚 古 墳 古

11 下 左 口 遺 跡 42 玄 馬 塚 古 墳 古

12 下 樋 口 遺 跡 平 43 熱 泰 寺 古 墳 古

13 看 坪 遺 跡 弥 熱 泰 寺 遺 跡 縄

神 林 遺 跡 縄弥平 45 七 ツ 塚 古 墳 群 古 市指定史跡

15 下 郷 古 墳 群 古 塚 田 塚 古 墳 古

16 大 日 の 木 古 墳 古 47 野 竹 塚 古 墳 古

17 大 日 の 木 遺 跡 縄弥平 篠 井 久 保 遺 跡 弥・平

北 の 平 遺 跡 平 笹 井 塚 古 墳 古

19、  20 八 千 原 ・ 堂 下 遺 跡 縄～平 掛 の 宮 遺 跡 縄・古

大 田 遺 跡 平 掛 の 宮 古 墳 古

柴 崎 古 墳 古 染屋台条里水田跡遺跡 弥～平 '84ギ85  言胃査

井 戸 田 遺 跡 縄弥平 国 分 遺 跡 群 弥～平

尾 笠
小

遺 跡 縄、平 国 分 周 辺 遺 跡 群 縄～平

林 之 郷 遺 跡 縄～平 398 氷 沢 古 墳 群 古

日 ノ 井 古 墳 古 399 氷 沢 遺 跡 縄・平

高 寺 古 墳 群 古 407 矢 沢 氏 支 城 跡 近

生 地 場 古 墳 古 410 伊 勢 崎 城 跡 近

中 村 H 遺 跡 縄 412 岩 城 跡 近

(縄 …縄文 弥…弥生 古…古墳 奈…奈良 平…平安 近…近世)

第 1表  林之郷遺跡と周辺遺跡一覧表 (番号は長野県遺跡番号による)
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つての景観が変貌 している。

一方、神川右岸の染屋面では 25m内 外の急崖 となってお り、わずかにベンチ状に第 2・ 第 3

段丘が形成されているだけである。これは前述のとお り、神川の流路が下刻 と同時に漸次西偏 し

たため、東側の左岸では見事な段丘 となるのに対 して、右岸では浸食され段丘が形成されに くい

といえる。

第 2節 歴史的環境

上田市域の東側にあたる一帯の歴史的環境を見てみると、とくに考古学的遺跡では烏帽子岳西

南麓に分布する遺跡 として把握され、各段丘からは縄文期から奈良・平安時代に属すい くつかの

遺物・遺構が確認されている。

今回調査 を実施 した第 2段丘面の考古遺跡から概観すると、まず一連の林之郷遺跡群のなかに

包括される遺跡としては、蒼久保・林之郷・漆戸地籍にまたがる茅御堂・境田・貝戸・池田・狐

塚・松 ノ木・下 ノ畑などの各遺跡がある。また、この遺跡群の北側にも林之郷地籍の太田、漆戸

地籍の堂下・ヤチ原・北の平などの遺跡が知 られ、南側では蒼久保地籍の中村Ⅱ遺跡が分布調査

等によって確認されている。このうちとくに太田・茅御堂の両遺跡は、昭和 49年広域農道開削

に伴 う事前の発掘調査が行われ、大田遺跡からは古墳時代鬼高期の住居址 4軒、同期の高床状遺

構、また平安時代国分期の住居址 4軒 とこれらに伴 う豊富な遺物を検出した。また茅御堂遺跡か

らも古墳時代五領期・和泉期・鬼高期の各住居址および集石遺構・竪穴遺構 とそれぞれに伴 う遺

物が検出され、この地域の様相がかなり明らかにされたのである。堂下遺跡からは縄文中期加曽

利E式上器・後期の堀之内式土器片・打製石斧・石棒・土偶さらに弥生後期の箱清水式土器片、

土師器などが発見された。 また、ヤチ原遺跡からはやはり縄文中期の上器片・磨製石斧 。石棒が

出土 し、北ノ平遺跡からは若千の後半期の土師器が採集された。古墳は遺跡群の中の南側、蒼久

保字中村に高寺古墳 1・ 2・ 3号墳が、およそ 30m前 後の間隔で南北に並んでいる。いずれも

ほとんど破壊された古墳で、正確な規模は不明であるが、 3号墳の残存状態等から直径約 5m・

高さ約 lmほ どの比較的小規模な終末期古墳 とみられる。同様な規模の生地場古墳が、高寺古墳

のわずか西南部の墓地内にある。また、林之郷字塚田の段丘端部にも日ノ井古墳がある。この古

墳 も墓地内にあ り、墳丘が破壊され石室が露出しているが、直径約 9mほ どの円墳 とみられる。

なお、対岸の第 2段丘面にあたる笹井地籍にも、笹井塚古墳・警トノ宮塚古墳また第 1段丘面の社

宮寺古墳等の小規模な終末期古墳があり注意される。このうちとくに笹井塚古墳からは、かつて

直刀 2本 と刀子などが発見されている。

第 1段丘面では、小井田集落を中心 として縄文中期加曽利E式上器・石鏃・打製石斧・凹石・

砥石、弥生後期箱清水式上器および土師器・須恵器など豊富な遺物 を出土する井戸田遺跡、縄文

中期土器・土師器などを出土する尾無遺跡、平安期 とみられる土師器を出土する戎田遺跡などが
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ある。また、中吉田集落一帯に広がる中吉田遺跡群は、この面における最 も豊富な資料を提供 し

ている遺跡として知られる。この遺跡群の中心は次郎淵と無量寺の両遺跡で、前者からは縄文中

期勝坂式上器片、弥生後期箱清水式上器片、土師器・須恵器などが採集され、さらに子持勾玉 も

検出されており、注意される遺跡である。後者からは縄文中期加曽利E式上器、弥生後期土器、

土師器・須恵器が採集されている。ここからは加曽利E期に比定される台付有孔鍔付土器も発見

されており、本遺跡もとくに注意されている。

さらにこの遺跡群の西側に、いずれも後半期の土師器・須恵器を出土する荒神田遺跡、訳口上

遺跡、今井遺跡が確認されている。このうち、昨年調査を実施した訳口上遺跡からは、奈良時代

前半とみられるカマ ドを伴う住居址や濤址・土獲・ピットなどの遺構が検出された。また、この

段丘面の古墳分布をみると、南側段丘崖のみすず台団地のほぼ中央部にある下青木吉田原古墳が

現存するのみである。この古墳の墳丘は東西 15m、 南北 13m、 高さ4mの 円墳で、石室内部

は玄室と羨道の区分が明確ないわゆる両袖式で、石室の総長 6.6mを 計る横穴式石室をもって

おり、市指定史跡となっている。このほか周辺には、旗鉾塚古墳・寺沢古墳・尾無古墳など、古

墳時代後期に属すいくつかの古墳がかつて存在したが、団地の造成等で破壊されてしまった。こ

のうち、尾無古墳からは直刀・鉄鏃などが出上したという記録がある。

このように、神川扇状地周辺にはいくつかの考古遺跡が存在していること力汝田られ、林之郷遺

跡はこうした考古的環境のなかにあるのである。

第 3 節 遺跡の基本層序

林之郷遺跡の基本的な土層は第 3図に示したとおりである。

A区の上層は上から、 I層の水田耕作土が厚さ20～ 30cmを 測り、H層 の鉄分 を含む溶脱土が10

cm前後を測り、その下に黒褐色の遺物包含層が15～ 20cmの厚さで存在する。なお、遺跡の東側、

後背湿地にかかる箇所ではH層 の直下は礫層となっている。Ш層が主たる遺構検出面となった責

茶色の砂質土で、弱い粘性を持つ。Ⅳ層は50～ 60cmか ら頭・拳大の礫を分量に含む黄茶色上であ

る。

C区の土層もA区のそれと基本的には同じであるが、過去に桑園となり、耕作が深 く及んだた

め、遺構の破壊が著しく、m層の遺物包含層がA区と比べると厚 くなっている。
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A区土層模式図 C区土層模式図

第 3図 上層模式図
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第二章

第 1節

調査の結果

竪穴住居 l■

1 第 1号住居址

遺 構 (第 4図 )

第 1号住居址は、AttN O E l-76,77,84,85,96,97グ リッドにかけて検出された。南北5.Om

東西 4.5mの 隅九方形を呈 し、床面積は24.3m2、 主軸はN-13° 一Eを指す。壁高は 5～ 13cmを

残 し、周濤は検出されなかった。 ピットは住居址内において 11個確認され、主柱穴はPl(44

cm× 36cm深さ 5 cm)、 P2(27cm× 28cm深 さ25cm)、 P3(49cm× 42cm深 さ1lcm)と 思われ、 P

12(32cm× 37cm深 さ 6伽 )、 P13(45cm× 28cm深 さ 5 cm)、 P14(54cm× 41cm深 さ22cm)は 、あ

るいは壁に沿 うように建てられた支柱穴ではないか と考えられる。その他の P4(21cm× 15cm深

さ 5 cm)、  P5(55cm× 45cm深 さ 4 cm)、  P6(38cm× 30cm深 さ 7 cm)、  P7(19cm× 18cm深 さ

4 cm)、  P8(21cm× 20cm深さ 8 cm)、  P9(17cm× 12cm深さ O cm)、  P10(57cm× 32cm深さ 7

cm)、 P ll(28cm× 12cm深 さ 5 cm)、  P15(42cm× 28cm深 さ22cm)、  P16(28cm× 18cm深 さ 8 cm)、

P17(28cm× 12cm深 さ 5 cm)に ついてはその性格が不明である。なお、 P18(11lcm× 62cm深 さ 7

cm)は貯蔵穴か とも思われる。覆土は 1層 で、若千の礫 を含む黒色土層である。

竃は東壁最南端に位置するが、すでに壊減状態であ り、支脚 と火床が残存するのみで、検出面

の上層及び覆土か ら、竃の芯材に使用されたと思われる被熱 した花南岩が出土している。また竃

周辺の覆土か らは灯明皿が 3点、羽釜片が出上 している。

遺 物 (第 5図・第 2・ 3表 )

本住居l■から出土した遺物は出土量が少な く、器種が判明したのは、土師質の皿 3′ミ、土師器

不 4点、羽釜上部 1点、羽釜 もしくは鍋の底部 1点等である。 1～ 3の皿は同一の規格意図の下

に作製された灯明皿かと思われ、 3には芯材の媒けた痕跡が確認される。 1に は確認されないが、

いずれもほぼ同一の底部粘土板に粘土帯を積み上げて作製 したものであろう。 4、 5、 6、 7も

またスケールが近似値を示す土師器不である。以上の上器はいずれも製作過程において乾櫨を使

用している。 8は羽釜で、鍔の部分の接合が不完全であったためか、手Jがれるように欠損してい

る。 9は 8と 同一の器質を有し、あるいは8の底部にあたるものかと思われる。
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第 4図 第 1号住居址実測図

第 1号住居址出土遺物一覧表 (1)
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番号

器 種

種 類

位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

1

皿

土 師 覆 土

口径 94

器高 25

底径 19

底部完存

体言h～ 日縁

部 1/2

胎 :02～ 04の砂粒

含有

焼 :良

色 :外75YR6/6橙色

内75YR6/4にぶ

い橙色

底部から内彎気味に立

上がり、日縁で短 く外

反する。

日縁都横位の「撫

で」

体言卜機櫨 |こ よる

「撫で」

底部回転糸切 り

口縁部横位の「撫

で」

体部鵡櫨 に よる

「撫で」

備考 2.  3 ほぼ同様の規格の に作製か。競櫨右回転。

第 2表



第 5図 第 1号住居址出土遺物実測図
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番号
種

類

器

種
位 置 法   量 器 質 成 形 ・ 形 態

法技形整

外 内

皿

土  師

竃

日径 90
器高 42
底径 21
日縁部一部

欠損

胎 : 01～ 04の赤褐

色砂粒含有

焼 :良

色 :外内5YR7/4に ぶ

い橙色

粘土帯積み上げ、底部

及び体部中位に接合痕

が明瞭に残る。

口縁部横位の「撫

で」、体部機櫨に

よる「撫で」、底

部回転糸切りの後

「撫で」

口縁部横位の「撫

で」

体部機転に よる

「撫で」

備 考 1,  3 ほぼ同様の規格の に作製か。乾転右回転。

3

皿

土  師 覆 土

口径 90
器高 38
底径 19
完形

胎 :細砂粒含有

焼 :良 堅緻

色 :外5YR5/6明 赤褐

色 内25YR3/4

暗赤褐色

粘土帯積み上げ。底部

に接合痕が明瞭に残

る。

口縁部横位の「撫

で」、体部雑強に

よる「撫で」、底

部回転糸切 りの後

「撫で」

口縁部横位の「撫

で」

〕ド言焉詢聴革嵐|こ よ る

「撫で」

備 考 1,  2 ほぼ同様の規格の に作製か。乾櫨右回転。

4

不

土 師 竃

日径166

器高 43
底径 73
日縁 1/8

体部 1/3

底部 1/2

胎 : 04の礫含有

焼 :良

色 :外75YR7/6橙 色

内75YR7/4

にぶい橙色

競転成形。 口縁部横位の「撫

で」、体部競転に

よ る「撫 で」の

後、不 定 方 向の

「撫で」

底都回転糸切 り

日縁部横位の「撫

で」、休部～底都

乾轄による「箆撫

で」

備 考 強幅右 回転。

5

不

土 師 覆 土

口径167

残高 33
日縁～体部

1/4

胎 :01～ 02の茶色

粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR6/6橙 色

内75YR5/4に ぶ

い橙色

髄幅成形

体部内彎し、口縁部で

強く外反する。

口縁部横位の「撫

でJ

切ヽ音Б革鹿車底|こ よる

「箆撫で」

口縁部横位の「撫

で」

体部奪嘘櫨による

「箆撫で」

備 考

不

土 師 覆 土

日径154

残高 22
日縁菩Б1/4

胎 : 01未満の細砂粒

含有

焼 :良 堅級

色 :外75YR6/4に ぶい

橙色 内5YR3/4

赤褐色

口縁部横位の「撫

で」

体部競櫨に よる

「撫で」の後「箆

撫でJ

口縁部強幅による

「撫で」

体部機幅による

「箆撫で」

備考

7

不

土 師 覆 土

口径158

残高 46
日縁部 2/3

底部 1/2

胎 1 01～04の粗砂

粒・礫含有

焼 :良

色 :外5YR6/8橙 色

内5YR6/4に ぶい

暗赤褐色

底部からやや内彎気味

に強く開き、日縁で外

反する。

付け高台

日縁都横位の「撫

で」

体部雑転による

「撫で」

高台部横位の「撫

で」

回縁部横位の「撫

で」

コに言b窮鹿串鹿|こ よ る

「撫で」

備 考 底部整形技法 ぐ明。戦櫨右回転。

羽 釜

土 師

鼈

口径291

残高 87
日縁部 1/8

胴部 1/20

胎 :細砂粒含有

焼 :不良

色 :外25YR4/8赤褐色

内25YR4/6赤 褐色

回縁部やや内彎する。 「撫で」 刷毛状工具による

「撫で」

備 考 9と 同一個体

9

羽 釜

土 師 竃

残高 70
底径134

B同苫卜1/8

底都完存

胎 : 02～ 06の礫含

有

焼 :不良

色 :外25YR4/8赤褐色

内25YR4/6赤褐色

平底

粘土帯積み上げ

胴部中位右上～左

下、胴部下位縦、

胴部と底部の接合

部左上～右下へそ

れぞれ「箆削り」

横位の「箆撫で」

備 考 8と 同一イ団体か。

第 1号住居址出上遺物一覧表 (2)
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第 6図 第 2号住居址実測図

2 第 2号住居址

遺 構 (第 6・ 7図 )

第 2号住居址はAttN O E l-76,77,84,85グ リッドにかけて検出された。南北 3.3m、 東西

4.7mの 隅丸方形を呈 し、床面積は10.2m2、 主軸はN-31°一Eを 指す。壁高は29～ 31cmを残 し、

周濤、柱穴は検出されなかった。床は竪緻に叩き締められていた。住居址覆土は 3層 に分層され、

I層 が暗責褐色土層、 H層が礫を含む黒褐色土層、Ⅲ層が黄黒褐色土層であった。

竃は北壁中央に位置し、比較的良 く旧状をとどめているものと考えられる。両袖は明黄褐色の

粘土で心に石材を使用 している。上部は石材が露出していた。支脚は竃内の東寄 りに、長さ34cm

の角柱状の河原石が埋め込まれた状態で検出された。なお、煙道の一部が当住居址廃絶後のピッ

-15-
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お

へ

卜により破壊されている。土層堆積は I層が暗責褐色土層、H層が焼土層、Ⅲ層が若子の焼上を

含む黒褐色土層、Ⅳ層が焼土、炭化物を多量に含む黒色土層であった。

遺 物 (第 8。 9図、第 4・ 5表 )

本住居址から出土した遺物量は比較的少ないが、図上復元可能な資料が15点出土している。こ

のうち竃内からは 2, 3の辱、 5, 7, 10の甕が出土し、床面から6の甕 (椀)が出上してい

る。

2、 3の不はいずれも内面黒色処理がほどこされ、 2は丁寧な研磨痕が見られる。 3も 研磨痕

が僅かに見られるものの、磨耗が著しく、図示するに至らなかった。 5、 7は比較的小型の甕で、

5は 口縁から胴部にかけてすばまっている。 10は ごく薄い器厚の長胴甕で、胴部に緩やかな張

りをもつ。 6は器種が明らかでない。

その他、 1, 4, 14の須恵器は不完全な還元熔焼成である。 11、 12、 15の器種は明確

ではない。
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第 8図 第 2号住居址出土遺物実測図(1)
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第 9図 第 2号住居址出土遺物実測図(21

第 2号住居址出上遺物一覧表
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番 号
種

類

器

種
位 置 法   量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

1

不

須 恵 覆 土

口径121
残高 25
体部～口縁

部 1/5残

胎 :黒色 。白色の細砂

粒含有

焼 :良

色 :外5RP5/1紫灰色

内5PB7/1明青灰色

底部から内彎気味に立

上がり、体都中位から

緩く外反する。

口縁部横位の 1撫

で」

体部椛轄 による

「撫で」

口縁部横位の 1撫

で」

〕卜吉Б剰電車鹿に よ る
「撫で」

備 考

2

不

土 H豆 電

口径174
器高 44
底径 70
底部～日縁

部 1/3

胎 :0.1～04の礫・

粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR6/6橙 色

内黒色

口縁部横位の「撫

で」
体部～底部「箆撫
で」

日縁部横位の 1撫

で」

体部横位の「箆磨

き」

備 考

3

不

須 恵 覆 土

日径153
器高 42
底径 4.0

日縁 1/6

底部 1/2

胎 : 01～02の赤色

白色砂粒含有

焼 :良

色 :外N7/灰 白色

内75YR7/31こ ぶ
い橙色

能転成形。

付け高台。

体部中位に段 を有す

る。

日縁部横位の「撫

で」、体部魏櫨に

よる「撫で」

底部整形技法不明

日縁部横位の「撫
で」、体部義櫨に

よる「撫で」

備 考

4

甕

土 師 竃

口径17.0

残高 68
日縁～胴都

1/3

胎 :0,1の砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR5/6明 赤掲

色 内7.5YR6/4
にぶい橙色

粘土帯積み上げ。

口縁部で外反する。

1撫で」

頸部「箆削り」

1撫で」

5

甕

土 師 床

口径144
残高 3.0

日縁部 1/8

胎 :微砂粒含有

焼 :良

色 :外7.5YR6/4に よい

橙色 内7.5YR6/4

にぶい橙色

口縁部で外反する。 「撫で」 1撫で」

備 考

第 4表



番号
器 種

種 類
位 置 法   量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

甕

土 師 竃

口径204

残高 80

日縁音Б～河同

部 3/4

胎 :01～ 04の赤色

砂粒、細雲母含有

焼 :良

色 :外5YR7/41こ ぶい

橙色 内5YR7/3

にない橙色

直立す る月同苫るか ら短 く

外反する日縁へ至る。

日縁部横位の「撫

で」

胴吉h用J毛状工具に

よる「撫で」

日縁部横位の「撫

で」

胴部「撫で」

備 考

7

甕

土 師

竃

日径235

残高151

日縁部～胴

音る 1/2

胎 :微砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR6/6橙色

内5YR7/6橙色

粘土帯積み上げ。

緩やかに張る胴吉Бから

「くの字」状に外反す

る口縁に至る。

日縁部横位の「撫

で」

胴部「箆撫で」

日唇部「箆撫で」

胴部「撫で」

備考

8

甕

(壺 )

上 師 覆土

口径266

残高 37
日縁都 1/8

胎 :細砂粒多く含有

焼 :良

色 :外5YR4/4に ぶい妨

褐色 内5YR5/4

にぶい赤褐色

粘土帯積み上げ。 箆状工具による横

位の「撫で」

箆状工具による横

位の「撫で」

備 考

9

羽 釜

(鍋 )

土師質

覆土

及び

竃

残高 84

底径 96

月同言卜1/6

底部 1/2

胎 : 01～ 04の赤褐

色砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR5/3に ぶい方

褐色 内5YR6/3

にぶい橙色

刷毛状工具による

「撫で」及び「箆

撫で」

刷毛状工具による

「撫で」及び「箆

撫で」

備 考

甕

土 師 覆 土

残高103

底径 66

底部～胴部

3/4

打台|

焼

色 |

雲母、石英、赤色

砂粒含有

良

外75YR7/4に ぶい

橙色 内5YR5/4

にぶい赤褐色

「箆削り」

底部手持ち「箆削

り」

「箆撫で」

備 考

甕

須 恵 覆 土

残高 57

底径189

底部～胴部

下位 1/8

胎 :石英、赤褐色砂粒

含有

焼 :不良

色 :外10R5/2灰 赤色

内10R1/5赤灰色

平底から開き気味に胴

部|こ 至る。

胴部格子 目状の

「口Fき 」

底部 F箆切り」

「箆撫で」

備 考

(不 )

須 恵

覆 土

残高 1.0

底径 41

底部 1/2

胎 :白 色砂粒含有

焼 :良

色 :外25Y7/2灰黄色

内N7/灰 白色

底部「箆切 りJ

体部と底部の接合

仕上げは雑

備考

第 2号住居址出上遺物一覧表 (2)第 5表
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3 第 3号住居址

遺 構 (第 10図 ・ 11図 )

第 3号住居址は、AttN l E O-3,4,5,16,17,18,22,23,24に かけて検出された。主軸はN―

18° 一Eを指 し、平面形態は隅丸方形を呈す。規模は南北 5.lm、 東西 53mで、床面積は24.3

m2である。壁高は18～ 20cmを 測 り、遺存状態は良好であった。覆土は 2層 で、第 1層が締まりの

良い黒褐色粘質土層、第 2層がやや砂質の暗褐色粘質土層であった。

ピットは、住居址内において合計 9個検出され、このうち主柱穴と考えられるのは、 Pl(46

cm× 34cm、 深さ26cm)、 P2(67cm× 60cm、 深さ 6 cm)、 P3(75cm× 65cm、 深さ20cm)の 3個

である。その他の柱穴は、 P4(44cm× 51cm、 深さ12cm)、 P5(46cm× 33cm、 深さ1lcm)、 P

6(28cm× 38cm、 深さ18cm)、  P7(44cm× 43cm、 深さ 5 cm)、  P8(35cm× 35cm、 深さ1lcm)、

P9(57cm× 43cm、 深さ19cm)の 6個の柱穴である。この中で、住居址南側の壁中に堀 り込まれ

たP6、 P8と 、東側の壁中に掘 り込まれたP9は、住居址の内側に傾斜 して掘 り込まれてお り、

柱が垂木的に傾斜 して埋め込まれ、補助的に上屋を支えた柱穴 と想定される。

名は、西壁中央部に検出され、主軸は、N-73°一Wを 指す。規模 は全長 1,7m、 焚 口の幅

0.35m、 煙道部は細長 く、壁外に0.85m程 のびている。煙道部の深さは 5 cm～ 7 cmで、深 く遺存

していた。竃は、左右両袖の芯材に用いた河原石 と、支脚石をとどめていたが、竃を構築 してい

た粘土はほぼ全体が、破壊されていた。わずかに袖部 を形成する河原石の内側下部に粘上を貼っ

た痕跡が認められた。 また、袖部の東南隅の石は、直方体に面取 りされた砂石で、火熱を受けて

いた。支脚石は、全長23cmの棒状の安山岩で、直立した状態で検出された。

毛の堆積土層は 3層 で、第 1層 が木炭、灰、焼土を含む黒褐色土層、第 2層が木炭、灰、焼土

を多量に含む暗赤褐色土層、第 3層 は赤褐色の焼土層となっていた。なお、第 2層 の暗赤褐色土

層中より上師器甕の小破片が出土している。名の床面は、55cm× 40cm程の四角な範囲で火熱を受

けてお り、赤色の火床 となっていた。

遺 物 (第 12・ 13図、第 6・ 7表 )

図示 した 9点は、すべて覆土中からの出土で、床着遺物は出土 しなかった。 1は須恵器蓋で、

つまみ部は皿状の環状つまみで、中心部がやや盛 り上がっている。 6の土師器は、焼成が極めて

甘い土器片である。また、 7の須恵器片は未焼成で、内外 とも灰白色を呈 している。 8は須恵器

好で、底部は箆切 りがなされている。これらの出土遺物から本住居址は、 8世紀前半のものと推

定される。なお、竃内から出土 した土師器甕の小破片は、図示するに至らなかった。

-21-



川

†

e＼

θ
＼

O            Im
|

第H図 第 3号住居址電実測図

0            109n

|

第12図 第 3号住居址出土遺物実測図(1)
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番 号
種

類

器

種
位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

1

蓋

須 恵 覆 土

JIFtみ 径 28
残 高 19
Jlrkみ 部完存

天丼部 1/2

残

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 :外内N8/灰 白色

llRみ 部は皿状を呈し、

中′とヽ部がやや盛上が

る。付け狐み。

llrkみ 部「撫で」

天丼部「回転箆削

り」

競轄による「撫

で」

備 考

2

ネ

須 恵 覆 土

口径146

残高 27
口縁部 1/4

胎 : 01の 茶褐色砂粒

含有

焼 :やや不良

色 :外内25Y1/8灰 白

色

回縁部やや外反する。 「撫で」 「撫で」

備 考

3

不

須 恵

覆土

回径142

残高 25
日縁言Б1/9

胎

焼

色

細砂粒含有

良、堅緻

外内N7/灰 白色

直立 した日縁部 椛櫨による「撫

で」

強転による「撫

で」

偏 考

4

耳

須 恵

覆土

日径160

残高 2,7

口縁部1/8

胎 :黒色細砂粒含有

焼 :良

色 :外N4/灰 色

内N6/灰 色

底部方向から直線的に

立上がリロ縁部で外反

する。

樋転による「撫

で」

競幅による「撫

で」

備考 外面にl_Fか に自然釉がかかっている。

5

不

土 師

覆 土

口径144

残高 33
日縁 ～体 都

1/6

胎 : 01の 粗砂粒含有

焼 :良

色 :舛7.5YR7/41こ ぶい

橙色 内黒色

日縁部で短く立上がり

僅かに外反する。

日縁部横位の「撫

で」体部箆状工具

による「撫で」

口唇部横位の「撫

で」体 部「箆 磨

き」

備 考 国縁部に筐かな歪みがある。

第 3号住居址出土遺物一覧表 (1)第 6表
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番号
種
　
類

器
　
種

位 置 法 器 質 成 形 ・ 形 態
整 枝 法

外 内

lTN

土 師 覆 土

ロイ壬154

残高 36

回縁部～体

言Fd 1/6

胎 :精選されている。

細砂粒含有

焼 :不良

色 :外75YR6/4に ぶし

橙色 内5YR3/4

暗赤掲色

日縁部短 く外反する。 横位の「撫でJ 横位の「猟で」

備 考

7

皿

(lTN)

須  恵

覆 土

底径 61

残高 10

底部完存

据台1 01～ 02 の日音灰

色砂粒含有

焼 :未焼成

色 :外内N8/灰 白色

刷毛状T具 tこ よる

「撫で」

「権でJ

備 考

(甕 )

土 覆土

残高 41

底径 62

底言L～ 胴部

1/3

胎 : 01～ 06の砂礫

粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/3に ぶい

橙色 内5YR7/4

にぶい橙色

底部から内彎 しながら

立上が る。

体言卜箆】大工具 |こ よ

る「撫 で」底 部

「箆切りJ

「撫でJ

偏 考

9

奏

上  置耐

覆土

日縁241

残高 75

日 縁 部 ～ 胴

部上位 3/8

胎 : 02～ 04の砂粒

を僅かに含有

焼 !良

色 :外内75YR6/7橙 色

粘上帯積み上げ

口縁部「くの字」状に

外反する。

口縁部横位の「撫

でJ、 胴部 上 位

「箆肖」りJの 後横

位の「箆撫で」

横位の「横撫で」

月Π部_上位箆状工具

による「撫で!

備 考

10

刀 子

鉄製品

覆 土

最大長 46

最大幅 09

最大厚 03

重量 50g

備 考

第 7表  第 3号住居址出土遺物一覧表 (2)

4 第 4号住居址

遺 構 (第 14。 15図 )

第 4号住居址はAttN l E l-22,23,38,39グ リッドにかけて検出された。平面形態はほぼ隅

丸方形を呈 し、規模は南北 5.4m東西 4,7m、 床面積は199m2、 壁高13～ 20cmを 測 る。遺存状況

は悪い。主軸方位はN-64°一Wを指す。覆土は一層で、黒褐色土層である。

床はほぼ水平であるが、北部は 4 cm程低 くなってお り、頭大から40～ 50cmの 石が 夕く床に入 り

込んでいた。

柱穴は 2個検出されてお り、 Pl(43cm× 38cm深さ23cm)、 P2(50cm× 42cm深 さ25cm)の う

ちPlが主柱穴と思われる。
一-24-一



」        1         2m

第14図 第 4号住居址実測図

竃は西壁中央に位置 し、煙道部及び燃焼室の一部が50cm程度の石によって破壊を受けていたも

のの、その他は旧状 を比較的良好に保っている。両袖には砂岩質の石 を用いてお り、火床部は床

面をそのまま使用している。規模は焚口幅 0.6mで、支脚は存在 していなかった。竃内の上層堆

積は覆土 と同じ黒褐色上で、火床部には焼上が 1～ 2 cmの厚さで堆積 していた。

遺 物 (第 16。 17図、第 8・ 9表 )

覆土内より1～ 6の年、 7, 8,10の甕、 9の不が出土している。遺物はいずれも破片で、図

―-25-一



ゴ

0           1m

第15図 第 4号住居址電実測図

上復元となっている。 7、 8に ついては、底部が被熱 しているため甕 とした。 1、 3、 9はいず

れも不完全な還元焙で焼成されてお り、窯内が完全に密封されない窯で焼成されたものと思われ

る。

竃内からは11の 甕が出上 してお り、内面には漆が付着している。

この他、叩き日のある須恵器甕が 2個体出上 しているが図示するに至 らなかった。

~  言こ三二三
=三

二
=テ

アケ
ケ
ン

4

0            10C m
l 十 1 

…
 1

第16図 第 4号住居址出上遺物実測図(1)
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u既

9

第17図 第 4号住居址出土遺物実測図(2)

O           10C m

番号
種

類

器

種
位 置 法   量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

1

不

須 志 覆土

口径125

器高 32
日縁部 1/5

胎 :0.1～02の赤色

粗砂粒含有

焼 :良

色 :地 5YR6/1赤灰色

内25YR6/3に ぶい

橙色

体部緩やかに内彎し、

日縁部で短 く外反す

る。

口唇都横位の「撫

で」

口縁部雑櫨による

「撫で」

日唇部横位の「撫

で」

口縁部機転による

「撫で」

備考 帳鑢右回転。

2

不

須 恵 覆土

口径156

残高 31
日縁部 1/4

胎 :白 色・黒色粗砂粒

含有

焼 :良

色 :少隋.5/灰 白色

内6/灰色

体部外傾 し、日縁部で

僅かに外反する。

口唇部横位の「撫

で」

口縁部範櫨による

「撫で」

口唇部横位の「撫

で」

口縁部機転による

「撫で」

備 考

第 4号住居址出土遺物一覧表 (1)第 8表
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番 号
種

類

器

種
位 置 法 ユ

邸 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

3

ナト

須 恵 覆 土

日経131
残高 39
口縁部 1/8

胎 1 01未満の赤褐色

砂粒含有

焼 :良 堅級

色 :外25Y7/2灰責色

内口縁部10Y7/1灰

白色、体部5YR5/3
にぶい赤褐色

体部下位内彎 し、日縁

部外傾するぅ

日縁部横位の「擁

で」、体部輯嬉に

よる「撫でJ

向 縁 部 横 位 の
| 神

で」

体部髄輔に よる

「撫でJの 後、削

毛状二J二具による
'1位の調整

備 考

4

不

須 恵

覆 土

残高 21
底径 80
底部 1/4

胎 :黒色砂粒含有

焼 :良

色 1外N5/灰色

内N6/灰色

脱 幅 成 形。 休を卜競憶に よる

「撫で」底部箆切

りの 後、「箆 撫

で !

体
=b～

底醇
`樋

i臨 に

よる「棟でJ

備 考 不完全な還元烙焼成。

5

lTN

須 忘

覆 土

残高 28
底径 88
底部 1/4

胎 :赤掲色砂粒含有

焼 :良

色 :外内N8/灰白色

輯櫨成形。 「撫でJ

底部「箆切りJ

撫で」

備 考

(不 )

須 忘

覆 土

残高 19
底径 70
底著躊 1/5

丹台: 01～ 02の *且砂

粒含右

焼 :良

色 :外内N7/灰 白色

畿 櫨 成 形
`

体部雑幅に よる

「撫で」

底部静止の「箆切

り」

帷転 に よ る「撫

で」

備考

7

(甕 )

土 師 覆 土

残高 31
底径 54
底部～胴部

2/3

胎 1白 色・黒色細砂粒

含有

焼 !良

色 :外75YR5/3に ぶい

褐色 内75YR7/1

明褐灰色

粘土帯積み上げ。

平底のは部から直線的

に立上がる。

Bal喜る「1包 肖けりJ 「撫で」

備 考

(甕 )

土 師 覆 上

残高 22
底径 56
底部 1/3

01～ 04の石英
・赤掲色砂粒含有

良

ケト5YR5/4に ぶい

赤褐色 内75YR
5/1褐 灰色

焼

色

昂1毛調整 1撫でJ

備 考

(不 )

須 恵 覆 土

残高 14
底径144
底部 1/4

胎 :細砂粒・粗砂粒含

有

焼 :良

色 :外内25YR6/3
にない橙色

付け高台

歪みが者 しヽ

底 部 1回 転 箆 切

りJの 後「箆 撫

で」

強 鑢 に よ る「撫

で」の後箆状工具

による不定方向の

「撫でJ

備 考

10

甕

土 師 覆 土

口径172
残高 45
回縁言る～胴

部上位 1/8

胎 :粗砂粒含有

娩 :良

色 :外25Y4/1黄灰色

内5YR6/3に ぶい

橙色

緩やかに張りを持つ胴

部から「くの字J状に

外反す る日縁部に至

る。

頸部横位の 1箆削

り」の後「撫でJ

BΠ 部上位維位の

「箆削り」

頸部 1箆撫で」日

縁言卜 ・ 胴吉る「撫
でJ

備 考

ll

甕

土 師 竃

ロイ垂194
残高 66
口縁部～敗

部 1/8

胎 :白 雲母・粗砂粒含

有

焼 1良

色 :外25YR7/6橙 色

内10R6/8赤 橙色

口縁部緩い「くの字」

状に外反する。

軽轄による「撫

で」

乾転による「撫

で」

備 考 内面に漆が付着している。

第 4号住居址出土遺物一覧表 (2)第 9表
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第18図 第 5号住居址実測図

5 第 5号住居址

遺 構 (第 18、 19図 )

第 5号住居址はAttN l E l-24,25,26,36,37,44,45グ リッドにおいて検出された。規模は南

北 4.8m、 東西 4,3m、 床面積13.lm2を 測 り、平面形態は隅九方形を呈する。壁高は 7～ 15cmを

測る。南東 1/4程度を第 6号住居l■に、また南壁を試堀 トレンチにそれぞれ切られているものの、

遺存状態は良好である。主軸方位はN-90°一Wを指す。覆上は 1層で、砂質の黒褐色である。

床はほぼ水平で、所々に黄茶色の叩き締めた貼床が検出されている。ピットは 3個検出されて

おり、Pl(36cm× 35cm深さ23cm)、 P2(53cm× 57cm深 さ21cm)、 P3(39cm× 36cm深さ13cm)

いずれも主柱穴である。

竃は西壁中央に位置する。西壁を僅かに掘 り込んで作 り、両袖の遺存状況は比較的良好である。

芯材に河原石を用い、これを軸に周囲に粘上を張付けて作っており、天丼部及び両袖上部は削平

一-29-



0           1m

第19図 第 5号住居址電実測図

され、芯材が露出していた。支脚は13cm× 10clll X 19cmの やはり河原石を用いている。上層堆積は

I層が焼土混じりの黒色土、Ⅱ層が焼土混じりの暗赤褐色土となっている。

遺 物 (第 20図、第 10表 )

竃内から3, 4, 5, 7, 8の 上師器甕のほか、土師器の小形 (台付)甕が出上している。 3
の甕は胴部上位から口縁部にかけた 1/4周が竃の西に出土したほかは、竃内から出土している。

7は胴が球形を呈する。覆土からは 1, 2の須恵器辱、 6の上師器甕 (壼)のほか、内面を黒色

研磨した土師器好、叩き目を有する須恵器甕2種、高台付の須恵器辱等が出上しているものの、

総じて出土量は少なかった。

一-30-一
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第20図 第 5号住居址出上遺物実測図
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番 号
種

類

器

種
位 置 旦

里法 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

1

lTh

須 恵 覆 土

口径128

器高 43
底径 52
回縁部 1/3

底部完存

胎 1 01未満の黒色砂

粒、石英含有

焼 :良

色 :外内N6/灰色

底部 と体部の間に緩や

かな稜 を有 し、口縁部

外傾する。

日縁部横位の「撫

で」、体部乾幅に

よる「撫でJ、 底

部静上の「箆切

りJ

日縁部横位の「撫

で」、体部帷幅に

よる「撫でJ

備 考

2

lTN

須 志

覆 土

口径147

残高 34
口縁 1/10

胎 : 02の粗砂粒含有

焼 :やや不良

色 :外内25Y1/8灰 白

色

回縁部外傾する。 「撫で」 「撫でJ

偏 考

3

甕

土 師 電

ロイ垂196

器高255
日縁部 1/2

ほかほぼ完

存

胎 : 01～ 09の粗砂

粒、礫含有

焼 !良

色 :外75YR7/3に ぶい

橙色 内75YR8/2

灰白色

丸底の底部から内彎気

味にBFRl部 に向かって開

き、胴部上位で最 も膨

らみ、大 きく外反する

日縁に至る。

日縁部～頸部「撫

でJ 、 胴言閉」=毛】犬

工具 による「撫

で」

口縁部「撫で」胴

部上位昂1毛状工具

による「撫でJ、

胴部下位 ～底部

「箆削り」

備 考

4

甕

J二  自踊

電

口径142

残高 88
口縁部1/12

月同音Б1/8

胎 : 01～ 02の石英

粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内5YR8/4淡橙色

粘土帝積み上げ

胴部中位に強い張りを

持ち、 回縁部で「くの

字」状に外反する。

日縁部横位の「撫

でJ、 胴 部 上 位

「櫛肖Jり 」、 1同 言F・

中位「箆削り」

「撫でJ

備 考

5

甕

土 師

竃

口径238

残高 61
回縁部～肩

音Б 1/6

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内5YR8/4淡 橙色

日縁部で「 くの字J状
に外反する。

「箆 削 り」の後

「撫でJ

「撫で」

備 考

6

甕

土 師

電

回径204

残高 30
日縁言Б1/8

胎 :石英・雲母粒含有

焼 :良

色 :外5YR6/4に ぶい橙

色 内25YR7/5

淡橙色

横位の「撫でJ 横位の「撫でJ

備 考

7

甕

(壺 )

土 師

覆 土

口径202

残高 31
日縁部 1/8

胎 !粗砂粒含有

焼 :良

色 1外内5YR5/4に オし

赤掲色

口縁部外反しながら口

唇部で短 く内彎する。

横位の「撫でJ 横位の「撫で」

備 考

8

甕

土 師

覆 土

日径 58
残高 35
回縁著Б～胴

音卜 1/2

胎 :粗砂粒含有

焼 :不良 (軟 )

色 :外5YR3/4暗赤掲色

内黒色

非常に小形

口縁部緩く「くの字」

状に外反する。

横位の「撫で」 横位の「撫で」

備考 内面は吸炭 し 影ヽる

9

甕

土 師 篭

残高 41
底径 44
底部 1/4

胎 : 01以下の粗砂粒

含有

焼 :良

色 :外5YR5/4に ぶい方

褐色 内5YR6/6

橙色

底部から僅かに内彎し

ながら立上がる。

「箆削り」 「箆 削 りJの 後

「撫で」

備 考

第 10表  第 5号住居址出土遺物一覧表
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第21図  第 6号住居址実測図

6 第 6号住居址

遺 構 (第 21図 )

第 6号住居址はAttN l E l-35,36,45,46に かけて、第 5号住居址を切る状態で検出された。

平面形態は正方形に近い隅丸方形を呈 し、主軸はN-90°一Eを指す。規模は南北 2.8m、 東西

2.6mで床面積は 8.7ド で、ごく小規模の住居址である。壁高 0～ 5 cmを 浪1り 、床面の高さは第

5号住居址より僅かに低い。床面直上には繊維質の炭化物が敷き詰められたように検出されてい

る。

ピットは住居址内において 4個検出された。このうち柱穴と思われるのはPl(23cm× 23cm深

さ13cm)、 P4(41cm X 37cm深 さ12cm)である。 P2(103cm× 89cm深さ 6 cm)、 P3(58cm× 71

cm深 さ 8 cm)の用途は不明である。

竃は東壁中央に検出されたものの、遺存状態は非常に悪 く、主体部はほぼ駐壊状態であった。

両袖にあたる箇所には、芯に用いた石材の抜けた跡がピット状に残ってお り、プラン検出面から
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はその芯材 と考えられる被熱 した石が散見された。

2

0              10C m

|

第22図 第 6号住居址出上遺物実測図

遺 物 (第 22図、第 11表 )

当住居址出土遺物で図示できたのは 2点のみである。他には叩き目を有する須恵器甕片 2種 と

須恵器不、蓋、土師器甕等が出上しているものの、出土量はごく少なかった。

第 11表  第 6号住居址出上遺物一覧表

7 第 7号住居址

遺 構 (第 23・ 24図 )

第 7号住居l■ はAttN O E l-5,6,7,16,17,24,25グ リッドにかけて検出された。南北 4.5m

東西 4.lmの 隅丸方形を呈 し、床面積16.8∬ を測る。主軸方向はN-20°一Eを指 し、壁高は25

cm前後を測 り、壁濤・柱穴は認められなかった。

覆土は暗褐色の単一土層で、頭～季大の礫を多量に含んでお り、床にも頭～余大の礫及び砂が

多く検出されている。

電は住居址の南東隅に検出されたが、ほぼ崩壊状態にあり、両袖の構築プラン、火床部等は明

確ではないが、周辺に構材 と思われる石が数′ミ散在 していた。主軸は S-40° 一Eを指 し、全長

0.9m、 焚口の幅0,32m、 煙道部は焚口と同幅で壁外にのび、煙出部はやや膨 らみを持つ。堆積

番 号

器 種

種 類
位 置 法   量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

1

界

須 恵

覆 土

口径144

残高 21

口縁都 1/3

胎 1 01～0.2の粗砂

粒含有

焼 :良

色 :外内N7/灰 白色

日縁部僅かに外反す

る。

日唇部横位の「撫

で」

競転による「撫

で」

口唇部横位の「撫

で」

乾幅に よる「撫

で」

備 考

2

(不 )

須 恵 覆 土

残高 11

底径 56

底部 1/4

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外10Y1/7灰白色

内75Y6/1灰色

乾転による「撫

でJ 底部「回転

箆切り」の後箆状

工具 による「撫

で」

範幅による「撫

で」

備 考
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第23図 第 7号住居址実測図

土層は 3層 で、第 I層が焼土・炭化物を含む暗黒褐色土層、第H層が 3～ 5 cmの礫 と炭化物を含

む暗褐色上層、第Ш層が焼土層である。なお(竃内からは図示 した 3の上師器の鍋 と思われるも

のと、 4の羽釜の破片が出土しているほか、支脚が倒置した状態で出上 している。

遺 物 (第 25。 26図、第 12表 )

本住居址から出上した遺物は少なく、図示できたのは 4点のみである。 1は高台付の不で、高

台高が 1.6cmと 高い。 2の球形胴の小形甕で、胴部内面には幅 l cm前後の箆状工具による回転の

削 りが丁寧に施されている。 3は法量の大きな土師質の上器で、鍋 もしくは甕 と思われる。 4の

羽釜も法量が大きく、底部は平底で底径 も23.8cmと 他の遺跡の出土例 と比して大型である。鍔部

は接合部から欠損 している。
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第25図 第 7号住居址出上遺物実測図(1)
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番号
種

類

器

種
位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

l

lFN

土 師 竃

残高 40
底径 84
底菩躊～体著ト

4/5

胎 :細砂粒含有

焼 :やや不良

色 :外75YR6/4に ぶい

褐色 内75YR6/3

にぶい橙色

付け高台 横位の「撫でJ 争」落のため判別不

可

備 考

2

甕

土 師 覆 土

残高129

底径 74
底部～頸部

1/4

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 :外25Y7/4淡赤橙

色 内25YR7/6

橙色

口縁部「くの字」状に

外反する。

胴部下位「箆削

り」底 部「箆 切

り」胴部上位「撫

で」

胴部下位戦幅によ

る「箆撫で」胴部

上位「撫で」

備 考

3

(鍋 )

土 師 竃

回径252

残高218

口縁部～胴

部 1/7

胎 :粗砂粒、黒雲母含

有

焼 i良

色 :外10R4/8赤 色

内10R5/6赤 色

口縁部の短 く外反する

長胴の器形を呈し、最

大径を胴部上位に有す

る。

口縁部横位の「撫

でJ胴部粧位・斜

位の「箆削りJ

口縁部「撫で」胴

部「箆削り」の後

「撫でJ一部「刷

毛調整」

備 考

4

羽 釜

土 師 竃

日径396

器高231

底径238

日縁部1/20

月同とる～底吉ト

1/3

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外25YR5/6明 赤褐

色 内5YR5/6明 赤

褐色

粘土帯積み上げ

平底の底部から開いて

直立し、日縁に至る。

胴部「箆削り」の

後「撫で」回縁部

「撫で」

】同著[「箆肖」19」 の

後「撫で」口縁部

「撫で」

備 考

第12表  第 7号住居址出土遺物一覧表

8 第 8号住居址

遺 構 (第 27図 )

第 8号住居址はAttN O E l-1,2,3,18,19,20に かけて検出された。本住居址は南北 33m東

西 5.Omの 東西に長い隅丸長方形を呈 し、床面積15.8m2を 測 り、主軸方向はN-9°一Eを指す。

壁高は22～ 30cmを 測る。

覆土は 2層で、 I層が礫を含む暗茶褐色土層、 H層 が明茶褐色土層である。

床面は南西隅方向に向かって僅かに低 くなっているものの概ね水平である。

主柱穴は住居址内に 1個、 Pl(38cm× 43cm深 さ15cm)を検出したほか、住居址外、壁に沿っ

て P3(36cm× 35cm深さ23cm)、 P4(36cm× 40cm深 さ16cm)、  P5(44cm× 30cm深 さ30cm)、

P6(38cm× 40cm深さ32cm)、 P7(51cm× 39cm深 さ29cm)が検出され、あるいは本住居 l■ に関

わる柱穴か とも思われる。他にP2(74cm× 85cm深 さ13cm)が検出されている。

竃は第16号土装によって破壊されてお り、火床部 と西袖の一部が僅かに残っていた。また被熱
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した石材が P2の上に不規則に重なり合って出上 してお り、第16号土獲を掘った際に放 り出され

た宅の構材であろうと推定される。

遺 物 (第 28図、第 13。 14表 )

図示した遺物 8点いずれも覆土中からの出上である。 3の不内面は精緻な磨きを施してある。

5の不は不完全な還元贈焼成で、色調は Fにない橙色』を呈している。 6の器形は明確でないが、

盤であろう。 7の甕の内面には爪を立てて押付けた跡が 4ヶ 所見られるほか、「叩き」が底部に

まで及んでいる。なお、 2と 4の不は接合部がないため、別に図示したが、器質から類推すると

1イ固イ本となろう。

番号
種

類

器

種
位 置 旦

塁法 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

1

蓋

須 恵 覆土

残高 13
裾径178

天丼部～裾

言Ь1/5

胎 : 01～ 02の粗砂

粒含有

焼 :良

色 :外N4/灰色

内N6/灰色

天丼部「箆削り」

の後、帷幅による

「撫で」

裾部横位の「撫

で」

幌轄による「撫

で」

裾部横位の「撫

で」

備考

2

不

須 恵

覆土

口径146

残高 36
日縁部～体

音Б1/8

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 :外N6/灰色 内

75R5/2赤 灰色

体部に緩やかな綾線を

有し直線的に立上がり

日唇部で僅かに外反す

る。

強 幅 に よ る

で」

口唇部横位の

で」

撫
　
　
撫

強櫨による「撫

でJ

日唇部横位の「撫

でJ

備考 外面に火欅ある。 4と 同一個体か。

3

不

土 師

覆土

口径164

残高 35
回縁部1/12

胎 : 02の粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR7/4に ぶい

橙色 内黒色

底部方向か ら内彎気味

に立上が り、日縁部で

短 く更に立上がる。

「撫で」 「箆磨き」

備 考

4

不

須 恵

覆土

残高 16

底径 72
回縁都1/2

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5PB6/1青灰色

内5P5/1紫 灰色

底部静上の箆切 り

の後、更に粘土を

盛って「撫で」

競転による「撫

でJ

備 考 火欅ある。 2と 同一個体か。

5

不

須 恵 覆土

口径134

器高 35
底径 74
底部～口縁

音F11/4

胎 :01～ 02の石英

粗砂粒含有

焼 :不良

色 :外5YR7/4に ぶい

橙色 内5YR6/4

にぶい橙色

平底の底部から口縁部

に向かって外傾する。

底部手持ち「箆削

りJ体部乾幅によ

る「撫で」

雑幅による「撫

で」

備 考 不完全な還元招焼成、底部に火欅ある。

6

(堅肇)

須 忘

覆土

残高 22
底径141

高台部縁辺

1/4

胎 1 02以下の黒・白

色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内N8/0灰 白色

付け高台 競幅による「撫

で」

競轄による「撫

で」

備 考

第13表  第 8号住居址出土遺物一覧表 (1)
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番号

種
　
類

器
　
種

位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

7

甕

須 恵

覆 土

残高 65

底径102

底部～胴部

下位 1/4

胎 :黒色細砂粒含有

焼 :良

色 :外75Y6/1灰色

内N5/灰色

粘土帝積み上げ 胴部「叩き」の後

横位の「撫でJ

乾 転 に よ

で」

る「撫

備 考 底部の一部に叩き目、胴部下位内面に爪痕ある。

8

奏

須 恵

覆 土

残高 49

底径128

底部筐か

クに音る 1/6

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 1外N8/灰 白色

内N7/灰 白色

「撫で」 「箆削り」

備 考

第14表  第 8号住居址出土遺物一覧表 (2)

9 第 9号住居麟

遺 構 (第 29。 30図 )

第 9号住居跡はAttS l E l-21,22,38,39,40,41,42,43,59,60に かけて検出された。住居址

の南西隅が調査対象区から外れているが、平面形態は隅九方形を呈するものと思われ、規模は、

北西―南東 5.2m北東―南西 5.6mで検出床面積25.4m2を 測 り、壁高は36～ 48cmを 測る。主軸方

位はN-50°一Wである。

覆土は 3層 からなり、 I層は締まりの良い黒色粘質土、 H層は礫 を含む明茶褐色土、Ⅲ層は黒

褐色上である。

床は北東壁際 と南西壁際の比高差が14cmあ り、緩やかに南に傾斜 している。床面は黄褐色の粘

質土を叩き締めている。

柱穴は 6個検出された。このうち主柱穴はPl(40cm× 37cm深さ22c/m)、 P3(52cm× 72cm深

さ29cm)、 P5(41cm× 32cm深 さ14cm)、 P6(35cm× 33cm深 さ1lcm)で ある。 P2(39cm× 32

cm深 さ18cm)、 P4(40cm× 34cm深さ14cm)は支柱穴であろう。

電は北西壁中央に検出された。主軸方位はN-54°一Wを指す。た袖部の大部が破壊され、煙

道部先端が調査できなかったものの、他の遺存状態は比較的良好であった。規模は全長 22m、

最大幅 0.6m、 焚口幅 0.7m(推定)、 煙道長 0.2mを 測る。支脚石は右袖の 6 cm南に、電の軸

から大きく外れた位置に、直立して検出されている。燃焼室から煙道部へは垂直に立上が り、煙

道部はほぼ水平である。両袖は白色粘上で芯の石材を覆う形で構築 されていた。 また宅の左右の

壁は壁を外側に張出させ る形でテラスを設けている。宅内の上層堆積は 3層 で、 1層は締まりの

良い黒色粘質土、 2層 は暗灰褐色の弱粘質上、 3層は黒色粘質上、 4層が灰混 じりの明灰褐色土

であった。また火床部、両袖内側、煙道部壁には焼上が 1～ 3 cm堆積 していた。
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遺 物 (第 31～ 33図、第 15～ 17表 )

本住居l■からの出土遺物量は多く、22点が図示できたものの、バラエティには乏しいものであ

った。 2の蓋が床面直上から、19の 甕が竃から出上したほかは、いずれも覆土からの出上である。

1、 2は須恵器蓋、 3、 5～ 7は須恵器不、 4、 8、 9、 10は 内面を黒色研磨 した土師器好であ

る。11～ 13に ついては底部のみであるため、器種がはっきりしないが、おそらくlThであろう。13

～16は 須恵器甕である。14は 焼成が甘 く軟らかい。18～ 22は土師器甕である。21、 22は器質が酷

似しており、接合部が無かったため別に図示したが、同一個体と思われる。

0           1m

第30図 第 9号住居址蓬実測図
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番 号
種

類

器

種
位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

1

霊

須 恵 覆 土

JIRみ径 42
器高  4.2
裾径 170
択み～裾部

2/5残

胎 :黒色・白色の粗砂

粒含有

焼 :良

色 :外内N7/灰 白色

付け択みは偏平な擬宝

珠形を呈する。

天丼部機幅による

「箆削り」択み、

裾部機鑢に よる

「撫で」

競鑢による「撫

で」

備 考 嘘櫨右回転。

2

蓋

須 恵

床

残高 32
裾径14.1

天丼部～裾

音躊 1/3

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内5Y5/1灰 色

天丼部の張りが強く、

裾部に沈線を有する。

天丼部強転による

「箆削り」

裾部機幅に よる

「撫で」

雑 4FHに よる「撫

で」

備考

3

不

須 恵 覆 土

口径131

器高 37
底径 75
底部一日縁

音Б 1/2

胎 :白 色粗砂粒を多く

含有

焼 :良

色 :外内5Y5/1灰 色

粘土紐巻き上げ。体部

に螺旋状の稜線を有す

る。底部静止箆切 り。

雑 幅 に よ る「撫

で」

魏転による「撫

で」

備考 内外面に火欅、底部に箆記号ある。

4

不

土 師 覆 土

日径12.1

器高 4_0

底径 58
日縁都～底

音h 1/2

胎 : 02以下の赤色・

白色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/4に ない

橙色、日縁部黒色

内黒色

平底の底部から内彎 し

なが ら回縁言hに 至る。

帷櫨成形。

クト音卜強櫨による

「撫でJ 底部静

上箆切りの後「撫

で」

黒色「磨き」

備 考 内面の磨減激 し

5

不

須 恵

覆 土

口径151

残高 2_5

日縁部 1/8

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内N7/灰 白色

襲幅による「撫

で」 口唇部横位

の「撫で」

乾 転 に よ る「撫

で」 口唇部横位

の「撫で」

備考

6

不

須 恵

覆 土

口径146

残高 28
口縁言b1/5

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内N6/灰色

口縁部短 く外反する。 魏幅による「撫

で」 口唇部横位

の「撫で」

機櫨による「撫

で」 口唇部横位

の「撫で」
備考

7

不

須 恵

覆土

口径129

残高 34
口縁部1/12

胎 :赤褐色粗砂粒含有

焼 :不良

色 :外内5YR7/4にぶ

い橙色

粘土帝積み上げ HfE轄 による「撫

で」

乾幅による「撫

で」

備考 不完全な還元烙焼成。

8

不

土 師

覆土

日径150

残高 37
日縁部～体

音爵 1/8

胎 : 01粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/6橙 色

内黒色

体部の内彎が強く、日

縁部直立する。

「撫で」 黒色「磨き」

備考

邦

土 師 覆土

口径15,5

器高 41～

44
底径 72
日縁部～体

吉卜 1/5底 音い

完存

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外5YR7/3に ない

橙色 内黒色

丸みを帯びた平底の底

部から内彎しながら立

上がり、僅かに内彎す

る日縁部に至る。

底部「箆削り」

体部～日縁都横位

の「撫で」

「磨き」

備 考

第15表  第 9号住居址出土遣物一覧表 (1)
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番 号
種

類

器

種
位 置 法 量 質器 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

不

土 師 覆 土

口径148
器高 55
底部完存

体言躊～口縁

吉Fa 1/5

胎 :粗砂泣含有

焼 :良

色 1外10YR7/Jこぶい

黄橙色 内黒色

丸底の底部から体部か

ら回縁部まで内彎しな

がら立上がる。

口縁部横位の「撫

で」

体部～底部「箆削

り」

口縁部横位の「撫

で」

体部横位の「箆磨

き」
黒色処理

備 考

11

(不 )

須 恵

覆 上

残高 25
底径 70
底部 1/3

胎 :黒色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内N6/灰色

競鑢成形 静止箆切 り

平底の底部。

体部機櫨による

「撫で」底部「箆

切り」の後、「撫

でJ

乾鑢による「撫

で」

備 考

(不 )

須 恵 覆 土

残高 15
底径 76
底部 1/4

胎 :粗砂泣含有

焼 :不良

色 :外75YR8/4浅 責橙

色 内25Y8/4淡

責色

平 底 底部「箆切り」 椛 幅 に よ る「撫

でJ

備 考 不完全な違元烙焼成

13
(不 )

須 恵

覆 土

残高 08
底径 87
底部 1/2

胎

焼

色

白色粗砂粒含有

良

外内N7/灰色

回転「箆切り」の平底 回転「箆切り」の

後、底都中央凹部

に粘上を盛り「箆

肖Uり J

城 櫨 に よ る 1撫

で」

偏 考

甕

須 恵 覆土

口径222
残高 74
口縁部～】同

部上位 1/5

胎 :雲母、黒色砂粒含

有

焼 :やや不良

色 :外25Y8/1灰 白色

内5Y8/1灰 白色

胴部上位に強い張りを

有 し、日縁 部「くの

字」状に外反する。

日縁部刷毛状工具

による横位の「撫

で」

撫でJ

備 考

15

甕

須 恵 覆土

口径240
器高142
底径132
乏【吉L1/6 】同

部1/4口 縁

言卜1/12

胎

焼

色

糧砂粒含有

やや不良

外N5/灰色

内N6/灰色

粘土帯積み上げ

肩都強く張る

平底

魏 轄 に よ る 1撫

で」の後、指頭に

よる不定方 向の

「撫で」

税転による「撫

でJ

備 考

16

甕

須 恵 覆 土

口径148
残高 47
日縁吉卜～肩

部 1/2

胎

　

焼

色

石

有

長

含

良

黒色粗砂粒

外N6/灰色

内N7/灰 白色

粘土帯積み上げ

頸部「コの字」状に外

反する。

範櫨による「撫

で」

髄鑢による 1撫

で」粘土帯接合部

は指頭による 「撫

でJ

備 考 肩部の一部に気泡が出てい

17

(甕 )

須 恵

覆土

残 高

底径128
底部～胴部

下位

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 :外N7/灰色

内N2.5Y7/3浅黄色

粘上帯積み上げ 「撫で」 撫で」

備考 内外面 粘土帯接合痕が明瞭に残る

甕

土 師 覆 上

口径202
残高 52
回縁部～頚

音h 1/5

胎 :雲母・粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR6/6橙 色

内75YR7/6橙 色

頸言hか ら日縁部に向か

って大きく外反し、ロ

縁部で短く内彎する。

頸部「箆削り」
口縁部下位刷毛状
工具 による「撫

で」口唇部横位の

「撫で」

横位の「撫でJ日
唇部横位の箆状工

具による「撫で」

備 考

第16表  第 9号住居址出土遺物一覧表 (2)
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番号

種

類

器

種
位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

19

(甕 )

土 師

覆 土

口径256

残高 55
日縁部～頸

吉卜 1/4

胎 :雲母・砂粒含有

焼 :良

色 :外内75YR7/3

にぶい橙色

頸苫躊から日縁部に向か

って緩やかに外反す

る。

「撫で」 「撫で」

備 考

甕

土 師 竃

口径227

器高305

底径 60
回縁部～底

部 1/2

胎

焼

色

雲母・粗砂粒含有

良 (やや軟弱)

外内75YR7/4

にない橙色

月同音h上位に月同音Ьの最大

径を有し、日縁部は大

きく外反する。粘土帯

積み上げ。

日縁部横位の「撫

で」頸部横位の箆

状工具による「撫

で」胴部上位「箆

肖」り」

日縁部横位の「撫

で」頸部横位の

「箆肖Jり 」河同都に

「用j=毛 目」

備 考

甕

土 師

覆土

口径156

残高108

日縁部1/16

胴都 1/5

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR8/3淡 橙色

内5YR8/4淡橙色

粘土帝積み上げ。

胴部は球形を呈 し、日

縁部で「 くの字」状に

外反する。

横位の丁寧な「撫

で」

横位の丁寧な「撫

で」

備 考 22の上部か。

甕

土 師 覆 土

残高 96
底径■ 0

底部 1/3

月同言Б1/12

胎
　
　
焼

色

03～ 04の礫含

有

良

外5YR8/3淡橙色

内5YR8/4淡 橙色

胴部球形 を呈する。 胴部横位の「箆撫

で」及び横位の

「撫で」

底部「箆撫でJ

IΠ 部横位の「撫

で」

底部放射上の「箆

撫で」

備 考 21の底部か。

第17表 第 9号住居址出土遺物一覧表 (3)

0                    1o cm

第31図  第 9号住居址出土遺物実測図(1)
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第32図 第 9号住居址出上遺物実測図(2)
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第33図 第 9号住居址出土遺物実測図(3)
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第35図 第10号住居址出上遺物実測図
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10 第10号住居址

遺 構 (第 34図 )

第 10号住居址はAttS l E l-16,17,18,23,24,25に かけて検出された。平面形態は隅九方

形を呈 し、規模は、南北 4.3m東西 4.9mで、床面積は21.4m2である。壁高40～ 14cmを測 り、遺

構の遺存状況は悪い。主軸方位はN-33°一Eを指す。覆土は 1層 で石、礫 を多量に含む砂質の

黒褐色土である。

床面には第 7号住居 l■同様、石が多く入 り込んでお り、柱穴 も確認されなかった。西壁に竃の

痕跡が僅かに見られたが、これも壊減状態で、はっきりと確認できなかった。

本住居址のプラン検出面周囲は石、礫を大量に含む砂質土であ り、河床の様相 を呈 してお り、

本住居址が河川の氾濫原に構築 され、その後 も氾濫によって破壊されたものと推察される。

遺 物 (第 35図、第 18表 )

本住居址からの出土遺物は少なく、図示出来たのは 3点だけである。 1は土師器蓋で、器高が

高 く、内面には吸炭処理をした形跡がある。 2は須恵器の上師器lrkで、器質は非常に堅緻である。

3は須恵器不底部である。

番号

種

類

器

種
位 置 法 旦

皇 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

1

(蓋 )

上 師

覆土

残高 36
裾径160
天丼部～裾

部 1/2

胎 : 08の礫含有

焼 :良

色 :外25Y8/3淡黄色

内10R4/1暗 赤灰色

粘土帯積み上げ

裾部緩やかに大きく外

反する。

転 櫨 に よ る「撫

でJの後、天丼部

縦位の、裾部横位

の「撫で」

天丼部機転による

「撫で」

裾部横位の「撫

でJ

備 考

2

(不 )

土 師 覆土

残高 09
底径 39
底部のみ

胎 : 01未満の石英粒

含有

焼 :良

色 :外内75YR6/2
灰褐色

底都回転糸切 り 競轄による「撫

で」の後、不定方

向の「撫で」

強櫨による「撫

で」

備 考

3

(不 )

須 恵 覆 土

残高 20
底径 82
底都 1/2

胎 1 05の 白色礫含有

焼 :良

色 :外内N8/灰 白色

底部から体吉卜に緩やか

に立上がる。

透〔苦b競 轄に よる

「箆切 り」の後放

射状の「撫で」体

部乾幅による「撫

でJ

鋭嘘による「撫

で」

備考

第18表  第 10号住居址出土遺物一覧表
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第36図 第11号住居址実測図

11 第11号住居址

遺 構 (第 36・ 37図 )

本住居址はC区の最北に位置してお り、N7E3-■ ,12,13、 N6E3-8,9,10の グリッドに

わたって検出された。東壁の大部分が流失していて全体の規模ははっきりしないが、遺構はほぼ

隅九方形を呈する。主軸方位はN-31.5° 一 E、 東西方向で約 5。 lm、 遺構中央の南北方向で4.

68m、 壁高0.18mを測る。床面積は約23.9m2である。北壁中央部に竃があり、袖石は失われてい

るが、粘土郭の基部 と石のはずれたあとの穴が残 り、床面のレベルに焼土が広 く遺存していた。

床は貼 り床である。 3～ 5 cmの厚さの粘上で固く叩き締められていた。床面はほぼ水平であった。

一-53-一
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第37図 第11号住居址竃実測図

西壁中央部に階段状の段があり、入 り口と思われる。柱穴は一か所だけ確認でき、28× 26× 13

(cm)であった。西南隅に26× 20× 9(cm)、 を測るピットがあったが、その用途は不明である。

宅は、主軸方位がN-27.5° 一E、 最大幅0.98m、 全長0.54mを測る。右袖部の破壊が激しく、

焚口幅の正確な計測はできなかったが、袖残存部の突端から突端までは0.90mで ぁった。煙道長

は0,71mを測 り、煙道は北壁を掘 り込んで緩やかに立ち上がり、壁外でいったん 5 cmの深さを示

し、約 2 cmの深さで末端部に至る。

覆土は砂混じりの黒色± 1層 であり、竃部の上層は 3層 よりなる。 I層は覆上であり、H層は

焼土と灰混じりの黒色土層、Ⅲ層は焼土ブロックである。貯蔵穴は発見できなかった。なお、本

遺構の東北部分から東南部分にかけてこぶし大の礫が大量に混入しており、川砂も混じっていた。

遺 物 (第 38～ 41図、第 19～ 23表 )

本遺構からの出土遺物は多く、35´《を図示できたが、完形品はなかった。床面からの出土は 3,

14,28で、他は覆土からの出上である。竃出土は、 1,18,30である。 1～ 5は須恵器の蓋であ

る。JTNの 出土は多く、土師器のlTh10フ点 (6～ 10,12,13,21～ 23)、 須恵器も11′ミ (H,14～ 20,

24,26,27)を 数える。高台付のものは少なく、26,27だ けである。25は 皿である。内部黒色のlTh

は 8点あるが研磨されているものは 8,21のみである。口縁部が外反するものが 7, 9,10,■ ,
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13,で直立するものは 8の一つ と少ない。須恵器で底部から急に立ちあがるのが14,15である。

口径 と底径の比は1.84:1,1.66:1と 小さく土師器好は底部より緩やかに立ち上がるものが分い。

口径対底径の比が 2.7～ 3.0:1と 大 きいのが 6, 7,16であな。底部については、21が手持ち

箆切 り、26,27が 回転箆切 り、他は回転糸切 りである。28,29は須恵器の重である。30～ 33は土

師器の甕である。30は外面で横ないし斜方向の箆削 り調整が施されてお り、器肉はうすい (3～

5 mm)。 30,33は胴部を欠いているが、同一個体のものと思われる。34は須恵器の高台付小型甕、

31は 器肉の薄い小型甕であるが、胴部以下を欠いている。35は 須恵器の大型の壼である。

〔垂垂垂≡≡

==≡
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そ

1蜘

第38図 第11号住居址出上遺物実測図(1)
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第41図 第11号住居址出土遺物実測図修)

番 号
種

類

器

種
位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

1

蓋

須 忘 竃

孤み径 26
器高  22
裾径 146
Jllkみ 部～裾

吉卜1/2

胎 :黒色・白色の粗砂

粒含有

焼 :良

色 :外内5YR6/4
にぶい橙色

付けlTkみ は中央部が窪

んだ盤状を呈する。裾

部と天丼部の接合部に

明瞭な段を有する。

狐み部 1撫で」天

井部上位乾櫨によ

る「箆削り」下位

機幅による「撫
で」

乾 櫨 に よ る「撫

で」

備 考 強描右回転、不完全な遠元烙焼成。

2

蓋

須 忘 覆土

狐み径 37
器高  24
裾径 134
tlFkみ 部完存

天丼部～裾

音Ь 1/8

胎 :白 色、黒色粗砂粒

含有

焼 :良

色 :外内5Y5/1灰 色

tlRみ部は偏平な宝珠形

を呈する。

天丼部軽櫨による

「箆削り」

裾部機櫨に よる

「撫で」

機 櫨 に よ る「撫

で」

備 考

蓋

須 恵 床

狐み径 29
器高  32
裾径 153
択み部完存

天丼部～裾

言b 1/3

胎 :黒色粗砂粒を多く

含有する。

焼 :良

色 :外N4/灰色

内N6/灰色

狐み部は宝珠形を呈す

る。

天丼部雑強による

「箆削り」

裾部機幅に よる

「撫で」

魏転による「撫
で」

備考 外面天丼部に緑黄色の自然釉が多量に付着している。

蓋

須 恵 覆土

残高 15
裾径196

裾部 1/12

胎 : 01以下の黒色粗

砂粒、雲母含有

焼 :やや不良

色 :外75Y7/1灰 白色

内N8/灰 白色

髄 櫨 に よ る 1撫

で」

競 櫨 に よ る 1撫

で」

備 考

蓋

須 恵

覆 土

残高 19
裾径146
裾部 1/12

胎

焼

色

白 色粗砂粒含 有

良

外内5B6/1

槌 幅 に よ る「撫

でJ

HIE轄 による「撫
で」

偏 考 裾部の接合痕が明瞭に見える。

不

土 師 覆 土

日径112
器高 38
底径 39
日縁部1/12

底部 1/2

胎

焼

色

粗砂粒含有

やや不良

外75YR7/6橙 色

内黒色

体部外面に緩やかな綾

を 2条有する。

粘土紐巻上げか。

乾 幅 に よ る「撫

で」

底部回転糸切 り

転幅による「撫

で」

捕 考 機 櫨 右 回転 。

第11号住居址出土遺物一覧表 (1)
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番号
種

類

器

種
位 置 法 旦

皇 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

7

不

土 師 覆 土

口径159
器高 47
底径 53
日縁部～底

部 1/6

胎 :石英、細砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/6橙 色

内黒色

体部は内彎 しなが ら立

上が り、 日縁部で短 く

外反する。

強 櫨 に よ る「撫

で」

底部回転糸切 り

乾鑢 による「撫

でJの後黒色処理

備考

不

土 師 覆 土

口径162
残高 43
日縁言Б～体

部 1/8

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外25YR7/4淡 赤

橙色 (口 縁部黒色)

内黒色

体部内彎しながら立上

がり、日縁部やや直立

する。

不定方向の「撫

でJ

不定方向の「磨
き」

備 考

不

土 師

覆 土

日径169
残高 32
口縁部1/12

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR6/4に よ

い橙色 内黒色

外面に 2条 の稜 を有

し、日縁部やや外反す

る。

機幅 による「撫

で」

斜位の「撫で」の

後黒色処理

備 考

10

lTh

土 師

覆土

回径158
残高 33
回 縁 部 ～ 体

部 1/12

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外10R3/4暗赤色

内黒色

回縁部緩 く外反する。 競櫨による「撫

でJ

乾櫨による「撫

で」の後黒色塾理

備 考

ll

不

土 師

覆 土

口径164
残高 42
回 縁 部 ～ 体

部 1/6

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外内25YR4/6

赤褐色

体部外面に稜を持ち、

口縁部外反する。

乾櫨 による「撫

で」

義転 による「撫

で」

備 考

12

不

土 師 覆 土

口径164

残高 28
口 縁 部 ～ 休

音爵 1/12

胎 : 01の 赤褐色砂粒

含有

焼 :やや不良

色 :外75YR7/4に ぶ

い橙色 内10YR

7/2に ぶい黄橙色

機櫨による「撫

で」

乾転 による「撫

でJ

備 考

13

lTN

土 師 覆 土

口径148
残高 38
口縁吉Б～体

部 1/6

雲母、石央の糧砂

粒含有

良

外10R6/6赤橙色

内黒色

焼

色

体吉hは 内彎 しなが ら立

上が り、口縁部で緩や

かに外反する。

競鑢による「撫

で」

競幅による「撫

で」

備 考

14

邪

須 恵 床

口径136
器高 36
底径 74
口縁部～底

吉Ь 2/3

胎 : 03～ 01の黒色

,阻砂粒含有

焼 :良

色 :外内N7/ 灰白色

平底の底吉るか ら体著巨は

tユ ぼ直立 し、 日縁著Бに

至る。

乾転水挽 き成形

乾転による「撫

で」

底 部 回転 糸切 り

樋轄による「撫

で」

備 考 内外面 1 火欅ある。

15

17N

須 恵 覆 土

日径140

器高 37
底径 84
回縁部～底

部 1/4

胎 :石英、
'但

砂粒含有

焼 :やや不良

色 :外内N8/ 灰白色

鵜幅水挽 き成形 機幅 による「撫

で」一部手持ちの

「撫で」

底部回転糸切り

競櫨による「撫

で」一部手持ちの

「撫でJ

備 考 内外面に火欅ある。

第H号住居址出土遺物一覧表 (2)第20表
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番 号
種

類

器

種
位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

16

不

須 恵 覆 土

回イ垂104

器高 41
底径 39
口 縁 部 一 体

吉卜 1/10

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内N6/灰色

底部と体部の接合部に

明瞭な段を有する。

強 鑢 に よ る「撫

でJ一部手持ちの

「撫で」

底部回転糸切 り

魏櫨に よる「撫

で」一部手持ちの

「撫で」

備 考

17

lTN

須 忘

覆 土

ロイ垂154

残高 37
日 縁 部 ～ 体

吉Ь 1/6

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外 N4/灰色

内N5/灰色

体音卜子ま直立 し口縁言hに

至る。体部に緩やかな

稜を有する。

鞭輯による「撫

で」

椛轄による「撫

でJ

備 考

18

不

須 恵

電

口4垂 136

残高 38
口 縁 部 一 体

吉Б 1/12

胎 :白 色細砂粒含有

焼 :やや不良

色 :外内N8/灰 白色

体部は直立 し回縁部に

至る。

強幅に よる「撫

でJ

覗 強 に よ る「撫

でJ

備 考

19

不

須 恵 夜 土

口径128

残 高 41

口縁 都 ～体

音FS 1/6

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外内回辺部25GY
7/1明 オリーブ灰

色、休部N5/灰 色

体音卜内彎しながら口縁

部に至る。

乾輻による「撫

で」

範鑢による「撫

で」

備 考

不

須 恵

覆 土

日径134

残高 25
口縁言Б1/6

雲母、粗砂粒含有

やや不良

外内75Y8/1灰 白

色

焼

色

内外 面 に強 い稜 が あ

る。

範幅による「撫

で」

乾転による「撫

でJ

備 考

イ

土 師

覆土

残高 15
底径 59
底部 1/2

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/4に ぶ

い橙色 内黒色

平底の底部から緩やか

に体言卜1こ 立上がる。

「撫で」 底部手

持ちの「箆切り」

「磨きJ

黒色処理

備 考

22

不

土 師

覆土

残高 18
底径 58
底部 1/4

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外 10YR7/41こ ぶ

い責橙色 内黒色

平底の底部か ら緩やか

に内鸞する体部に立上

がる。

競転による「撫

で」 底部回転糸

切 |)

黒色処理

偏 考

lTN

土 師

覆土

残高 23
底径 57
底都 1/3

胎 !石英、粗砂粒含有

焼 :良

色 :外10R6/6赤橙色

内10R5/6赤 色

機 転 に よ る「撫

で」か

底部回転糸切 り

磯転による「撫

で」の後1条の箆

状工具による「磨

きJ

備 考

lTN

須 恵

覆 土

残高 26
底径 75
底部～体部

1/6

胎 :粗砂粒含有

焼 :やや不良

色 :外内N8/灰 白色

乾 櫨 に よ る「撫

で」

底部回転糸切 り

魏櫨による「撫

で」

備 考

第11号住居址出土遺物一覧表 (3)第21表
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番 号
種

類

器

種
位 置 法 阜

里 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

25

ナィ(

(趾 )

土  師 覆 土

器高 32
底径 72
口径131
日

'Etth 1/8底部完存

胎 : 01～ 02の 赤褐

色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内5YR6/6
橙色

付け高台は裾部でやや

外反する。

底部回転糸切 り

雑 転 に よ る 1撫

でJ

高台都横位の「撫

でJ

放射状 に丁寧な

「磨き」

備 考

26

(17N)

須 恵

覆 土

残高 24
底径 98
底部 1/3

胎 :白 色粗砂粒含有

娩 :良

色 :外内10YR5/1

褐灰色

付け高台 襲転に よる「撫

で」

底部 回転「箆切

り」

帷 幅 に よ る「撫

でJ

備 考

27

(不 )

須 恵

覆 土

残高 32
底径100
底部 1/4

胎 :糧砂粒含有

焼 :良

色 !外内N7/ 灰白色

付 I す

底部中央の器厚が薄

墟幅に よる「撫

で」 底 部 回転

「箆切りJか

乾轄に よる「撫

で」

備 考

28

須  恵

床

ロイ壬102
残高 74
頸部 1/3

胎 : 07の礫含有

焼 :良

色 :外内75Y7/1
灰白色

粘土帯積み上げ

頸著勝からラッパ状に開

き日縁部に至 る。

機轄 に よる「撫

で」

糖 幅 に よ る「撫

で」

備 考 内外面に淡緑色(75GY7/1)の 自然fHが付着。

29 須  恵 覆 土

口径 97
残高 60
日縁部～頸

きる 1/3

石夫、雲母、粗砂

粒を多く含有

良

外N3/ 暗灰色

内N7/ 灰色

焼

色

頸を卜からラッノぐ】大に開

き口縁部に至る。

帷 幅 に よ る 1撫

でJ

鵡輻に よる「撫

で」

備 考 外 面 に 自然 釉 が 付 着 して い

甕

」二  日市 亀

口径 孔98

残 高 110
日縁部1/8

肩部 1/4

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR4/3にぶい

赤褐色

内75YR4/3褐 色

口縁部「くの字」状に

外反する。

口縁部「撫で」

月同著る「箆肖」りJ

口縁部「撫でJ

胴部「箆撫で」

備 考

31

甕

土 師 覆 土

口径116
残高 61
口縁音躊～胴

部上位1/12

胎 :01～ 02の石英

粗砂粒含有

焼 :良

色 :外25YR6/6橙 色

内5YR6/2灰褐色

粘土帯積み上け 横位の 1撫でJ 乾鑢に よる「撫

でJ

備 考

甕

須 恵

覆 土

口径316
残高 47
日縁部1/16

胎

焼

色

粗砂粒含有

やや不良

外内N8/灰色

口縁部「くの字」状に

外反する。

魏鑢による「撫

でJ

競転に よる「撫

で」

備 考

菱

上 師 覆土

残高 76
底径 42
底言卜1/2 月同

部下位1/5

胎 !01の石英、粗砂

粒含有

焼 :良

色 !外25YR5/6
明赤褐色

内5YR6/6橙色

「箆削り」 箆状工具による丁

寧な「撫でJ

備考

甕

須 恵

覆土

残高 25
底径116
底部 1/6

胎 :黒色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内N6/ 灰色

付け高台 乾 転 に よ る「箆

肖」19」

税強に よる「撫

で」

備 考

第11号住居址出上遺物一覧表 (4)第22表
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番 号

器 種

種 類
位 置 法 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

須  恵 覆土

口径 202

残高 117

日縁部～月同

音巨 1/8

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR3/3

浅責橙色

内N5/灰色

粘土帯積み上げ

胴部中～上位に強い張

りを有 し、日縁部 で

「コの字J状に外反す

る。

横位の「撫で」か 口縁部横位の「撫

で」、肩部横位の

「箆削り」、 月同音る

横位の「箆削りJ

備 考

第23表  第 11号住居址出土遺物一覧表 (5)

口径20 2cmを 計 り、最大径は胴部にあって30.Ocmを 計る。外面には浅責色の自然釉が一面にうき

出ている。

13 第13号住居址

遺 構 (第 42・ 43図 )

第 13号住居址はAttS 2 E O-90,91,92グ リッドにかけて検出された。住居 l■西側が調査区

域外になったため、住居址全体のプランの把握はできなかった。平面形態は隅丸方形を呈すると

思われる。南東壁 2.7m、 北東壁 3.6mで、壁高12～ 24cm、 検出床面積は 10.13m2を 測る。主軸

はN-42°一Wを指す。覆土は黒褐色の砂質上である。

床は北側がやや高 く、地勢に沿った傾斜である。

ピットは 3個検出された。 このうちP2(40cm× 36cm深 さ 9 cm)、 P3(36cm× 34cm深さ 9伽 )

が柱穴である。 Pl(32cm× 28cm深 さ 3 cm)は 方形を呈し、使途は不明である。

竃は南東壁中央南寄 りに検出された。主軸方位は住居 と同じN-42° 一Wを指す。全長53cm、

最大幅75cmを測る。煙道は壁を1lcm外 に掘 り込み、安山岩を立てて構築 している。火床部は床面

と同一である。両袖部は安山岩の芯が露出した状態で検出された。支脚は火床部中央に倒置 して

検出されている。

遺 物 (第 44～ 46図、第 24～ 26表 )

須恵器不が分く、計15種出上している。このうち床着遺物は 3, 5,13,14の 不、 1の須恵器

蓋、21～ 23の須恵器甕がある。また、12、 15の不は焼成中に酸素に触れたためか、不完全な還元

烙焼成となっている。

竃内からは15の不と20の須恵器甕が出上している。
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番号
種

類

器

種
位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

1

蓋

須 恵 床

lltみ 径 28
器高  32
裾径 132
裾部一部欠

損

胎 ! 01の 白色粗砂粒

含有

焼 :良

色 :外内N7/ 灰白色

付けtlkみ は偏平な宝珠

形を呈する。

天丼部競嬉によ

「箆削り」

裾部帷転 によ

「撫でJ

る

る

輯鑢による「箆撫

で」

備 考 強轄右回転。

2

蓋

須 恵 覆土

択み径 26
器高  34
裾径 182
弥み部完存

天丼部完存

裾部 2/3

01～ 02の粗砂

粒含有

やや不良

外内75Y8/1

灰白色

焼

色

付け択みは偏平な宝珠

形を呈する。

天丼部強幅に

「箆削りJ

侶部覗幅に

「撫でJ

よ る

よ る

帷幅による「箆撫

でJ

備 考 税櫨右回転。

3

JTN

須 恵 床

口径128

器高 35
底径 70
底部完存、

日縁部 1/2

胎 1白 色粗砂粒含有

焼 !良

色 :外内N7/ 灰白色

体部僅かに内彎 しなが

ら口縁部に至る。

髄 転 に よ る「撫

で」

底部回転糸切り

輯 輻 に よ る「撫

で」

備 考 内外面 火欅ある。底部外面に箆記号 らしいものあ

4

17N

須  恵 覆 土

回径150
器高 38
底径 66
底部完存、

日縁部1/5

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :やや不良

色 :外内N6/ 灰白色

体部僅かに内彎 しなが

ら日縁部に至る。

体部乾幅に よる

「撫でJ口 縁部手

持ちの「撫で」底

部回転糸切 りの後

「撫でJ

体部機鑢に よる

「撫で」

口縁都手持 ちの

「撫で」

備 考

5

lfN

須 恵 床

口径140

器高 38
底径 60
底部～日縁

音巨 1/4

月台: 01～ 03の糧砂

粒含有

焼 :やや不良

色 :外5Y7/ 灰白色

内10Y7/1灰 白色

平底の底部か らほぼ直

立 し、日縁部で僅かに

外反する。

槌 幅 に よ る「撫

でJ

底部回転糸切 りの

後「撫で」

鋭 幅 に よ る「撫

で」

備 考

6

不

須 恵 覆土

日径 88
器高 35
底径 42
回縁部1/6

底部 1/4

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 :外内N7/ 灰白色

平底の底部からほぼ直

立 し、口縁部に至る。

競 幅 に よ る「撫

で」

底部回転箆切 り

機転による「撫

で」

備 考 内外面 火欅ある。

7

不

土 師 覆 土

口径148

残高 38
日 縁 部 ～ 体

部 1/7

胎 :石英、茶掲色粗砂

粒含有

娩 :不良

色 :外内10YR8/1

灰白色

体部は緩 く「 くの字」

状に内彎しながら立上

がり、日縁部で緩 く外

反する。

義鑢による「撫

で」

範転による「撫

でJ

備 考

8

lTh

須 恵

覆 土

口径132

残高 31
回縁部～体

音Б 1/10

胎 : 04の礫含有

焼 :良

色 :外内N7/ 灰白色

体部に僅かな稜 を有

し、日縁部緩やかに外

反する。

強 幅 に よ る「撫

でJ

強 櫨 に よ る「撫

で」

備 考

JTh

須 恵

覆上

口径140

残高 30
日縁害Ь1/7

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内N7/ 灰白色

体部僅かに内彎 し、日

縁部短 く僅かに外反す

る。

乾転による「撫

で」の後手持ちの

「撫で」

墟幅による「撫

で」の後手持ちの

「撫でJ

備 考

第24表  第13号住居址出土遺物一覧表 (1)
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番号
種

類

器

種
位 置 法 里

里 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

lrN

頁 恵

覆 土

口径144

残高 27
口縁部1/12

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外内N7/ 灰白色

強轄による「撫

で」

強幅による「撫

で」

備 考

11

jTN

須 恵 覆 土

残高 16

底径 66
底部 1/8

胎 :白 色lg砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR5/1褐灰色

内5YR5/4に ,ゞ い

赤褐色

強 櫨 に よ る「撫

で」

底部回転糸切 り

戦櫨による「撫

で」

備 考

12

JTN

須 恵 覆 上

残高 12
底径 62
底部 1/6

胎 赤褐色砂粒含有

やや不良

外5Y8/1 灰白色

内10YR8/3

浅黄橙色

焼

色

平 底 底部回転糸切 り 乾輯による「撫

で」

備 考 不完全な違元焔焼成。

13

lTN

須 恵

床

残高 16
底径 69
底部完存

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内N″  灰白色

手持ちの「撫でJ

底部回転糸切 り

墟 IFHに よる「撫

で」

備 考 内外面に火欅 る。

14

lrN

須 恵 床

残高 21

底径 76
底部完存

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外N7/ 灰白色

内N6/ 灰色

体言隅乾鷺 こヽよる

「撫で」体部から

底部の移行部「撫

で」

底部回転糸切 り

競転による「撫

でJ

備 考 外面に火欅あ

15

杯

須 恵 電

残高 21

底径 94
底部 1/2

胎 :茶褐色粗砂粒含有

焼 :やや不良

色 :外10YR8/1 灰白

色 内5YR7/3

にぶい橙色

粘土帯積み上げ

底部 と体部の境に接合

痕が僅かに残る。

手持ちの「撫で」

底部回転糸切 り

乾転による「撫

でJ一部手持ちの

「撫で」

備 考 不完全な還元焔焼成。

lTN

須 恵

覆 土

残高 07
底径104

底部 1/8

胎 :白 色糧砂粒含有

焼 :良

色 :外内N7/ 灰白色

「撫で」

底部回転糸切り

競転による「撫

で」

備 考

17

杯

須 恵

覆土

残高 15
底径 94
底部 1/8

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内75Y7/1

灰白色

「箆削り」

底音Б箆肖」り

「撫で」

備 考

18

不

須 恵

覆土

残高 16
底径 8_4

底部 1/2

胎 :白 色細砂粒含有

焼 :良

色 :外内5Y6/1 灰色

「箆撫で」

底部回転糸切り

範轄による「撫

で」

備 考 内外面に火欅ある。

19

甕

土 師

覆土

回4垂228

残高 59
日縁部一体

部上位1/8

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外内5YR7/4

にぶい桂色

日縁部「くの字」状に

外反する。

日縁部「撫で」

頸部「箆撫で」

胴部上位「箆削

り」

「撫でJ

備 考

第13号住居址出土遺物一覧表 (2)
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番号

種

類

器

　
種

位 置 法 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

甕

土 師

竃

口径246

残高 55
回縁部～頸

音爵 1/16

胎 :細砂粒多く含有

焼 :良

色 :外25YR7/6橙 色

内5YR8/4淡橙色

口縁部開く「コの字」

状に外反する。

口縁部「撫で」

頸都横位の「箆削

り」

「撫で」

備 考

21

甕

須 忘

床

残高 68

底径 82

底部～胴部

下位 1/8

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外N7/ 灰白色

内N6/ 灰白色

横位の「箆撫で」 競鑢による「撫

で」

備 考

甕

須 恵

床

残高 59

底径182

底部～胴部

下位 1/6

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外25YR5/2灰赤

果灰雹25YR5/1

「叩き」の後「箆

撫で」一部「箆削

り」

横位の「箆削りJ

備 考

甕

須 恵

床

残高 58

底径184

底部～胴部

下位 1/5

胎 :赤色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外10YR4/1 褐灰

色 内N7/灰 白色

「叩き」

底部「箆切り」

「撫で」

横位の「箆削り」

備 考

第26表 第 13号住居址出土遺物一覧表 (3)

0            10cm

第44図 第13号住居址出上遣物実測図(1)
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第47図 第14号住居址実測図

14 第14号住居址

遺 構 (第 47図 )

第 14号住居址はA区最南端、 S2El-59,62グ リッドにかけて検出された。大部分が調査

区域外になっていたため、住居址の北東壁のみの調査 となった。平面形態は隅丸方形を呈すると

思われる。北東壁の長さは 4.2mを 測 り、壁高は20～ 22cm、 検出床面積は 7,209m2を 測る。主軸

方位はN-47°一Wと 思われる。覆土は黒褐色の砂質上である。

ピットは 3個検出された。 Pl、 P2は壁を掘 り込んでお り、深さは床面 と同一である。 P3

(22cm× 22cm深さ13cm)は北西壁際に作られている。

宅は検出されなかった。

遺 物

本住居址覆土からは須恵器不、甕片が出上 しているが図示するに至 らなかった。
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迫逗
　

　

１

15 第 15号住居址

遺 構 (第 49図 )

第 15号住居址はCttN 5 E 3-24,36,37,38,44に かけて検出された。平面形態は隅丸方形を

呈 し、主軸はN-42°一Wを 指す。規模 は北東 ―南西 3.lm、 北西 ―南東 3.9mで、床面積

10,703m2を 測る。壁高25～ 30cmで、床面はほぼ水平である。

ピット、竃は検出されなかった。

物 (第 48図、第 27表 )

須恵器 lTh、 2.小 型の上師器甕、 3.土 師器甕が出土している。

第27表 第 15号住居址出上遺物一覧表

第48図  第15号住居址出上遺物実測図

0                     10Cm

l¬
| | に J

番号
種

類

器

種
位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

1

j7N

須 恵

覆土

残高 23
底径 70
底部 1/4

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内N7/ 灰白色

平底の底部から体部内

彎 して立上がる。

抽幅による「撫

で」

底部回転糸切り

雑 4FHに よる「撫

で」

備 考 内外面に火欅ある。

(甕 )

土 師

覆 土

口径115

残高 26
日縁 1/6

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内75YR7/3

にぶい橙色

回縁部「くの字」状に

外反する。

口縁部「撫で」

頸部「箆削り」

「撫で」

備 考

3

姿

土 師 覆 土

口径214

器高 33
日縁部1/4

胎 :雲母、白色粗砂粒

含有

焼 :良

色 :外内5YR6/4

にぶい橙色

粘土帯積み上げ 口縁部刷毛状工具

による 「撫でJ

日縁部「撫で」

備考

緯
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第49図 第15号住居址実測図

16 第16号住居址

遺 構 (第 50。 51図 )

本住居址はN5E3-75～ 77,86,87の グリッドにまたがっており、第 17号住居l■ を大きく切

り、第 14号土墳をも切って作られていた。一方南東の隅は第 15号土墳に切られてお り、さら

に西側は調査区域外にかかっているため全容を確認することはできなかった。しかし、平面形態

はほぼ隅丸方形と考えられ、主軸方位はN-28° 一Eであり遺構東端南東方向で 3.9m(推定 )

であった。床は貼 り床で 2～ 4 cmの厚さを測 り、ほぼ水平であった。

壁については、氾濫を受けたためか、あるいは何か他の原因による作平を受けているのか北壁

が第 17号住居址の床面を切って作られている部分で高さ3～ 5 cm、 一方竃部では壁が明瞭に確

認でき、高さ0.14mを計ることができたが、他の壁はほとんど確認できず、部分的に トレンチ と
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第 15号土墳の間の15cmだ け確認でき、この部分の壁高は 5 cmで あった。

覆土は 1層 からなり責褐色の砂混 じりの黒色上であった。柱穴は確認できなかった。

竃は遺構の北東隅の北壁に検出された。主軸方位はN-19° 一Eであ り、ほぼ完存 していた。

規模は全長0.82m、 最大幅は焚口にあ り、焚口幅0.39m、 煙道は確認できなかった。支脚石は竃

の軸線上に直立して検出された。燃焼室から煙道部へは垂直に立ち上が り、両側に石 を立てて、

その間の基部に平な石がおかれる構造 と思われ、左側の石は遺存 していたが、基部 と右側には石

の抜けた穴が明瞭に検出された。煙道への出口の構造は第 17号住居址およびA区第 9号住居址

のもの と同一形態のもの と思われる。両袖は粘上で石材を覆 う形で構築されていた。他の遺構の

名に比 して全長の割 りに福員が狭 く、遺構の隅にあって床部へつきだしている構造になっていた。

このことは他の竃 と著 しく異なる点であった。

遺 物 (第 52～ 56図、第 28～ 33表 )

本遺構の遺物はたいへん夕く、 42点 を図示できた① まず大まかな特徴は、第一に竃内からの

出上が夕かったこと (31点 )、 第二に遺物に占めるlThの 割合が分いこと。第二に床面出上の遺

物 も夕いこと。第四に辱については出土数が多いのに対 して完形のものが一点もないこと、第五、

器種のバラエティーがな く皿 とjTNと
甕 と鉄製品だけであったこと。第六、須恵器が極端に少な く

図示できたのは不 1点 と甕 1点 だけであったことなどである。破片から復元によってほぼ完形を

得 られたのは土師器甕 1点 であった。第 27表のとお り、土師器のlThに ついて若千まとめてみる。

表か ら分かるとお り内面黒色処理 してあるものが分い。口縁部は外反するものが多く、底面は

回転糸切 りが夕い。また底径 と口径の比が小 さいものが分い。個別に見ると暗文のあるものがひ

とつ (33)、 仕上げ粘土を用いてあり焼成が特に堅緻なものがひとつ (9)、 とがある。 1は

皿であ り、底部は完存 し、気部、口縁部が全体の三分の一残存 していた。底部は回転糸切 りのあ

と丁寧に撫でてあり高台の取 り付けが浅い。接合部の外面は箆状工具で撫でて沈線状 をなしてい

る。

甕は土師器のもの 5点 (35, 36, 37, 38, 39)と 須恵器のもの 1′点 (40)で あっ

た。 35は全体に少 し歪んでいる。 36は小型球形胴にちか く、頚部の「 く」の字状外反がやや

強い。 37は 口唇部で直立して面取 りが施されている。 39は 頚部での外反が少ない。 40は 須

恵器の甕の底部の一部である。 41, 42は 鉄製品である。 41は 木質のものを鉄で巻いたよう

になっている。 42は 鎌 と思われる。

17 第17号住居址

遺 構 (第 50・ 51図 )

本住居址はN5E3-86,87グ リッドにまたがってお り、第 16号住居址によって大きく切 ら

れている。さらに北壁への延長は調査区域外にかかってお り、遺構の北壁の一部 と名のみ確認で
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きたにとどまった。

床は難 り床であ り、黄褐色粘土を 2～ 3 cm貼 ってあったが、確認できた範囲はあまりにも僅か

であった。毛は焚口部、燃焼部 ともに破壊されていたが、燃焼部 と思われる部位に 2～ 3 cmの厚

さで焼上が遺存 していた。また、壁面の一部を掘 り込んで煙出しと思われる石組み構造が遺存 し

ていた。竃の主軸方位 N-12°一E、 焚口幅、最大幅 ともに不明。煙出しの大 きさは、間口0.14

m、 奥行き0.20m(推定)を 測る。

第28表  第16号住居址竃出土郭の法量比率

遺 物 (第 57・ 58図、第 34・ 35表 )

遺物は比較的夕(17点を図示できた。土師器好 13点 (高 台付は 12, 13)、 土師器甕 4

点である。遺物はすべて宅出上である。年は内面黒色処理を施 してあるものが夕く11′ミである。

5は 内弯気味に肥厚して、断面丸みを帯びた口縁になっているЭ 8と 9は 同様な手法による成型

のしかたと思われ、肥厚して外弯する口縁となっている。特に 8は面とりをして撫でている。 1
2の高台は断面台形を呈し、 13の高台はやや内弯気味に付けられている。 14, 15は 小型の

甕である。 14は頚部の「く」の字状の外反が強 く、外面がハケ状工具で調整されている。頚部

下部から胴部半部にかけて箆状工具の先端で左上方から右下方へ不規則な間隔で削りによる流れ

るような文様がみられる。

内面黒色処理 祟 色 処理 な し 「」 縁 外 反 口 縁 直 立 回 転 箆 肖Uり 回転 糸切 り 高 台 付 口径 :底径
2 ○ ○ 2,  3
3 ○ ○ ○ 3,  1
4 ○ 2.  3
5 ○ ○ O 2,  5
6 ○

8 ○ ○

9 ○

0 ○ ○

4 ○ Э

6 ○ ○ ○ 2. 7:1
7 C ○ ○ 2, 3:1
8 ○ ○ ○ 2  :1
9 ○ C ○ 2, 111

21 ○ ○ 2, 6:1
22 ○ C

C
27 ○ ○

○ ○

○ ○

○

l ○

32 ○ ○

○ ○

合 計 4 11 10 2 8
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第50図 第 16・ 17号住居址実測図
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第51図 第16・ 17号住居址鼈実測図
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番 号
種

類

器

種
位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

1

皿

土  師 寵

口径129
器高 27
底径 68
回縁部～高

台部 1/2

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内5YR6/6

付け高台 範幅による刷毛状

工具 に よ る「撫

でJ、 高台接合部

「箆撫で」底部回

転糸切 り

箆状工具による放

射状の「撫でJ

捕 考

2

lTN

土  師 竃

日径148
器高 39
底径 64
口縁部～底

音F・ 1/3

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外10YR5/2 灰責

褐色 内10YR4/1

褐灰色

平底の底言Бか ら休著Бは

直立 して立上がって、

器厚が日縁部に至る。

競 鑢 に よ る「撫

で」

底部回転糸切 り

箆状工具による放

射状の「撫でJ

備 考 競転右回転。

3

邪

土 師 宅

日径168
器高 51
底径 54
日縁部～底

部 1/2

胎 雲母、粗砂粒を多

く含有

やや不良

外内5YR6/6
橙色

焼

色

右巻の粘土紐巻上げ

平底の底部から体部外

面に強い稜を有し、内

彎しながら口縁部に至

る。

覗 幅 に よ る「撫

でJ

底部回転糸切 り

乾強 による「撫
で」

備 考 磯櫨右回転。

4

1/N

土 師 電

ロイ垂130
器高 37
底径 56
日縁部一体

音Б 1/4

胎 i lg砂粒、雲母含有

焼 :良

色 1外75YR6/3
にぶい褐色

内25Y4/1責 灰色

体部内彎しながら立上

がり、日縁部で緩 く外
反する。

磯幅 に よ る 1撫

で」

底部回転糸切り

箆状工具による放

射状の「磨きJ

備 考 強櫨右回転。

5

lTN

土 師 宅

口径136
器高 36
底径 55
口縁きる1/10

体部 3/4

底部完存

胎 :雲母、粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/4
にぶい橙色

内75YR5/2
灰褐色

口縁部僅かに外反す

る。

体言Б乾転による

「箆撫でJ

口縁部「撫で」

底部回転糸切り

体部「箆磨き」
口縁部「撫で」

備 考 機轄右回転。

6

lTN

土 師 竃

ロイ垂130
器高 37
口縁部～体

をL 1/4

底部56

胎 :_T母、細砂粒含有

焼 :良

色 ,外75YR6/3
にぶい褐色

内黒色

体部内彎 しながら立上

が り、日縁部で緩 く僅

かに外反する。

税転による「撫
~CJ

「箆磨き」

備 考 高台付 か。内面黒色処理の痕ある

7

lTN

土 師 覆 土

口径160
残高 33
日縁部～体

言卜 1/6

胎 :黒色雲母、糧砂粒

含有

焼 !良

色 :外内25YR5/6
明赤掲色

体部は内彎し、日縁部

緩やかに外反する。

横位の「撫で」 「撫でJ

備 考

8

不

土  師

竃

日径125
残高 35
口縁部一体

部 1/6

糧砂粒含有

良焼

色 :外75YR7/6橙 色

内5YR6/8橙色

体部は強めに内彎 しな

がら立上が り、 口縁著h

で短 く狐み上げ、外反

する。

磯櫨による「撫
で」

競幅に よる「撫
で」の後★

備 考

9

17N

土 師 電

ロイ壬156
残高 31
回縁部～体

部 1/10

胎

焼

色

粗砂粒、雲母含有

やや不良

クト75YR7/3
にぶい橙色

内5YR6/6 橙色

体言Ь僅かに内彎しなが

ら立上がり、日縁部短

く外反する。

帷幅による「撫
で」

城櫨に よる「磨

き」

備考
|
あるいは盤状の形態か と思われる。
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番号
種

類

器

種
位 置 法 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

10

jFN

土 師

電

口径159

残高 37
日縁部～体

甘b 1/3

胎 :細砂粒含有、比較

的精選される

焼 :良

色 :外内5YR6/6橙 色

体部僅かに内営 しなが

ら立上が り、日縁部短

く外反する。

嘘 幅 に よ る「撫

で」

IL墟 による「撫

で」

偏 考

l]

1/.

土 師

覆 土

口径146

残高 40
日縁言卜～体

きる 1/8

租砂粒含有

良

外25YR6/6桂 色

内10R6/8赤橙色

焼

色

体部内彎 しながら立上

が り、 口縁言卜緩」やかに

外反する。

TLL軸 による「撫

で」

強 転 に よ る「撫

でJ

備 考 強櫨右回転。

12

lFs

額 恵

覆 土

口径174

残高 32
日縁部～体

部 1/7

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 1外内75YR7/4

にぶい橙色

体部は直立に近 く、回

縁部で短 く強めに外反

す る。

箆状工具による横

位の「撫でJ

箆状正具による横

位の「撫でJ

備 考 黒色研磨か ?

不

土 師 電

凹径140

残高 23
日縁部～体

言Fa 1/12

胎 :粗砂粒含有

焼 :やや不良

色 :外75YR6/3

にぶい橙色

内75Y7/1灰 白色

体部に僅かな稜を有し

直立する。

横位の「撫でJ 「撫で」

備 考 内面あ いは黒色処理 した の か 。

14

17N

上 師

竃

日径154

残高 19
日縁部1/10

胎 :雲母、社砂泣含有

焼 :良

色 :外内5YR6/8

橙色

口唇部短 く外反する。 帷軸による「撫

で」

転櫨に よる「撫

で」

備 考

15

lrN

土 師 床

回径147

器高 40
底径 67
日縁部～底

きる 2/3

胎 :粗砂社含有

焼 :良

色 !外 10YR7/3

にぶい責橙色

内黒色

平底の底部から緩やか

に内彎 しなが ら立上が

る。

強 幅 に よ る「141

で」

底部回転糸切り

軸転に よる「撫

で」の後黒色処理

備 考

16

17N

土 師 電

口径123

器高 43
底径 46
日縁部～底

部 1/4

胎 :雲母、粗砂粒含有

焼 :良

色 :外 10YR7/2

にぶい責桂色

内黒色

平底の底部からJ負 く内

彎しながら立上がり、

日縁部で緩やかに外反

する。

日縁部～体部機帽

による「撫で」体

部下位回転「覚削

り」

底部回転箆切り

帷蟻による「撫

でJの後黒色処理

備 考

17

杯

土 師 電

日径145

器高 37
底径 64
口縁部～底

言l・  1/4

胎 :礫、粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/1

内黒色

平底の底部か ら僅かに

内鸞 しなが ら立上 が

る。

乾輻による「撫

で」

強幅に よる「撫

で」の後昇色処理

備 考

不

土 師 竃

日径128

器高 41
底径 65
底部完存

体部 1/4

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR6/8

惟色

内黒色

底部 中央 凸状 に上 が

り、体部内彎 しながら

立上がる。

帷 鑢 に よ る「撫

でJ

底部回転糸切り

並幅に よる「撫

で」の後黒色処理

備 考 帷鑢右回転。
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番 号

種

類

器

種
位 置 法 旦

阜 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

lTN

土 師 竃

H径 130

淋高39
～43

底径 61
回縁部～底

言Б 1/2

胎 1赤色礫含有

焼 :良

色 :外75YR3/2

灰白色 内黒色

平底の底部から内彎 し

なが ら立上が り、日縁

部直立す る。 日縁部に

歪みある。

強嘘による「箆削

り」

底部箆切り

底部～体部中位放

射状の、日縁部横

位の「箆磨き」

備 考 口縁部にタール付着。嘘墟右回転。

20

杯

土 師 覆 土

口径129

器高 37
底径 60
日縁部～底

部 1/4

胎 :石英、粗砂粒含有

焼 :良

色 :外25YR6/4

にぶい橙色

内黒色

体苫躊内鸞 しなが ら日縁

言卜に至 る。

HIt転 による「撫

で」体部下位「箆

肖」り」

底部「箆切りJ

HIA転 に よる「撫

でJの後黒色研磨

備 考

21

JTh

上  自市 電

日径136

器高 40
底径 67
日縁部～底

部 1/6

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/3

にぶい橙色

内黒色

体とる内彎 しながら立上

が り、 口縁部僅かに外

反す る。

体部機櫨によ

「撫で」

口縁部「撫で」

体部下位「箆

りJ 底部不明

る 休部「箆磨きJ

日縁部「撫で」

備 考

22

lTN

土 師

電

日径140

残高 31
日縁部～休

音Б 1/8

胎 :雲母、石英粒含有

焼 :良

色 :外25YR6/6

橙色 内黒色

体部外面に浅い稜を有

し、緩やかに内彎す

る。

乾嘘による「撫

で」

口縁部横位の「撫

でJ

「箆磨きJ

日縁部横位の「撫

で」

備 考

JTN

土 師 覆 土

日径137

器高 41
底径 53
日縁部～底

部 1/8

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR6/4
にぶい橙色

内黒色

平底の底部から緩やか

にやヽと恥にうと」三がる。

競 轄 に よ る「撫

でJ

底部回転糸切り

槻転に よる「撫

で」の後黒色処理

備考 槻櫨名 群云。

24

JTN

土 師

覆 土

日径143

残高 39
日縁部一体

部 1/4

胎 :雲母、粗砂粒含有

焼 :やや不良

色 :外75YR7/6

橙色 内黒色

体部内彎しながら立上

が り、 日縁吉Ь使かにケト

反する。

槻転による「撫

でJ

乾幅に よる「撫

で」の後黒色処理

備 考

25

lTh

土 師

覆 土

口径162

残高 36
日縁部～体

部 1/8

胎 :粗砂粒含有

焼 :やや不良

色 :外 10YR7/4 にぶ

い黄橙色 内黒色

体部緩やかに内彎しな

がら立上がり、 日縁音L

僅かに外反する。

幌転による「撫

で」

幌幅に よる「撫

でJの後黒色処理

備 考

26

lTh

土 師

竃

日径134

残高 34
口 縁 部 ～ 体

部 1/10

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR4/3

褐色 内黒色

体部緩やかに内彎す

る。

強鑢による「撫

でJ

城転に よる「撫

で」の後黒色処理

備 考

27

J7h

土 師

電

日径168

底径 42
日縁部一体

喜Б 1/3

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外10YR7/3 にぶ

い黄橙色 内黒色

休部緩い「くの字」状

に内彎する。

強 幅 に よ

で」

る「撫 範転に よる「撫

でJ

備 考

第 16号住居址出土遺物一覧表 (3)第31表
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番号
器 種

種  類
位 置 法 旦

皇 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

不

土 師

竃

ロイ垂158
残高 32
回縁部～体

音巨 1/8

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/6
橙色 内黒■

体部は器厚が厚 く、日

唇はほぼ直立する。

競転に よる「撫
でJ

覗 転 に よ る 1撫

で」

偏 考

不

土 師
電

ロイ垂125
残高 29
日縁吉巨～体
部 1/8

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR7/6橙 色
内75YR4/2
灰褐色

体部はごく僅かに内彎
し、日縁部 は外反す
る。

米占土紐デき■ュげか。

嘘櫨による「撫
で」

鵜 VFAに よ る 1撫

でJの後黒色処理

備 考

(不 )

土 師

竃

口 径

残高 21
口縁部1/12

胎 :粗砂粒含有

焼 :やや不良

色 :外 10YR7/3 1こぶ

い黄橙色 内黒色

日縁部外反する。 覗 転 に よ る 1撫

で」

機 櫨 に よ る 1撫

でJ

備 考

17N

須 恵

竃

回径144
残高 25
日縁部1/12

胎 :細雲母含有
焼 :良

色 :外内N7/ 灰白色

日縁部短 く外反する。 磯転による「撫
でJ

戦転による「撫
でJ

備考

32
不

土 師

電

残 高

底径 76_▼

底著る～体言Б
1/4

胎 :黒色細雲母含有

焼 :良

色 :外25YR6/8
橙色 内黒色

底部内面中央凸状を呈

する。

手持ちの「撫でJ

底部回転糸切 り

丁寧な「箆磨き」
黒色処理

備考 聴鑢右回転。

33
不

土 師

覆 土

残高 18
底径 54
底部完存

胎 :細雲母、粗砂粒含

有

焼 :良

色 :外75YR6/6
橙色 内黒色

1撫でJ

底部回転糸切 り

範 幅 に よ る「撫

でJの後黒色処理

底部中央から放射

状に 6条の「箆磨

き |

備 考 義鑢右回転。
17N

土 師

電

残高 18
底径 77
底部 1/3

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR6/6
橙色 内黒色

付け高台 高台部髄幅による

「撫で」
底部回転糸切 り

黒色処理

備 考 雑鑢右 回転。

35

甕

土 師 竃

口径229
器高303
底径 33
日縁部完存
月同言Ь7/10

胎 :粗砂粒含有
焼 :良

色 :外75YR7/3
にぶい橙色
内25YR7/4
淡橙色

粘土帯積み上げ

胴部上位に最大径を有
し、日縁部は緩 く「く
の字J状に外反する。

回i.A部積位の 1撫

で」、胴部上位横
位の「刷毛目」、
胴部下位「箆削
り」

日縁部横位の 1撫

で」、胴部斜位の

「刷毛目」

捕 考

甕

土 師 竃

口径154
残高127
日縁部1/10

河ΠttБ 2/3

胎
　

焼

色

黒雲母、石英、粗

砂粒含有

やや不良

外内25YR4/2
灰赤色

粘土帯積み上げ

胴部外面に稜を有し、
日縁部「 くの字J状に

外反する。

日縁部「撫で」
胴部「箆削りJの
後、強鑢による
「箆撫で」

磯 転 に よ る 1撫

で」

備 考 髄転右 回転。

37

甕

土  師 竃

日径204
器高104
日 縁 都 ～ 胴

吉Б上位 1/8

胎 :雲母、粗砂粒含有
焼 :良

色 !外内75YR6/4
にぶい橙色

粘土帝積み上げ

回縁部緩 く外反 した

後、日唇部 で直立す
る。

覗櫨による 1箆削

り」の後覗幅によ

る「撫で」

携 転 に よ る「撫

で」の後、部分的

に箆状工具による

「撫で」 口縁部

「撫で |

備考
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番号
種

類

器
　
種

位 置 法 旦
望 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

38

甕

土 師 覆上

日径138

残高 53

日縁部～胴

部上位1/8

胎 :黒雲母、金雲母、

粗砂粒含有

焼 i良

色 :外内5YR6/4

にぶい桂色

日縁部緩い「コの字」

状に外反する。

口唇部「撫でJ

日縁部「箆撫でJ

頚部箆状工具によ

るよ甲圧

「撫でJ

備 考

(甕 )

上 師

竃

口径222

残高 37
日縁吉卜1/5

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外25YR4/2

灰赤色

内25YR5/2

灰赤色

口縁部の器厚は厚 く

緩 く外反する。

口唇部「撫で」

日縁部横位の「箆

削り」の後上位は

「撫で」

口唇部「撫でJ

日縁部横位の「箆

撫で」

備 考

甕

須 恵

竃

残高 74

底径125

底部～I同都

下位 1/8

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外N4/ 灰色

内N6/ 灰色

粘土帯積み上げ

平底の底部から胴部直

立する。

「叩きJの後横位

の「箆撫で」

「叩き」の後横位

の「箆撫で」

備 考

鉄製品

床

最大長145

最大幅 09

最大厚 05

重量 340g

中空の内部に木製品が

挿入されている。

備 考

42

(鎌 )

鉄製品

床

最大長 64

最大幅 37

最大厚 06

重量 310g

備考

第33表 第16号住居址出土遺物一覧表 (5)

0                    10 Cm

第52図 第16号住居址出上遺物実測図(1)

―-79-



観

0                1o cm

|

第53図 第16号住居址出上遺物実測図(21

-80-



¶

0           10 Cm
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番号
種

類

器

種
位 置 法 三

二 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

1

杯

土 師 竃

日径162
器高 5.4

底径 65
日縁部～底

部 1/2

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 :外内10R6/6

赤橙色

底部から左回りに粘土

紐巻上げ。外面に稜を

有し、体部内鸞しなが

ら立上がり、日縁部で

僅かに外反する。

体都椛幅に よる

「撫でJ、 日縁部

横位の「撫でJ、

底部回転糸切 り

切卜苫出市臨尊魔に よ る
「撫で」、日縁部

横位の「撫で」

備 考 税輯左回転。

2

不

土 師 竃

口径125
器高 42
底径 55
日縁部～底

音巨 1/2

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR8/4
浅黄橙色

内黒色

平底の底部から体部内

彎 して立上が り、日縁

部僅かに外反する。

体部義 TFHに よる

「撫で」

回縁部横位の「撫

で」

底部回転糸切 り

初卜苫躊嗚鹿革底に よ

「撫で」

日縁部横位の |

でJ

黒色処理

る

「撫

備 考 競櫨左回転。

JTh

土 師 竃

日径138
器高 41
底径 61
底部 1/2

体部 1/8

胎 :礫、粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/6
橙色 内黒色

平底の底部から体部内

彎しながら立上がり、.

口縁部僅かに外反す

る。

体部機轄 に よる

「撫で」

口縁部横位の「撫

で」

底部回転糸切 り

クト著巨剰晦車鹿によ

「撫で」
口縁部横位の

で」

る

「 撫

備 考 髄幅右回転。

4

不

土 師 寵

口径135
残高 4_0

口縁苫h～休

部 1/5

胎 :粗砂粒、雲母含有

焼 :良

色 :外75YR6/4
にぶい褐色

内黒色

体部内彎しながら立上

がり、日縁部で緩 く外

反する。

体部輯嘘 に

「撫で」

口縁部横位の

で」

よ る

「撫

体部競鑢 によ

「撫でJ

日縁部横位の

で」

黒色処理

る

「撫

備 考

lfh

土 師

篭

ロイ発155
残高 3.4

日縁都～体

部 1/6

胎 :雲母、粗砂粒含有

焼 :良

色 :外10YR2/1 黒色

内黒色

体部芭かに内彎しなが

ら立上がり、日縁部で

短 く僅かに外反する。

口縁部横位の「撫

で」

丁寧な「磨き」
黒色処理

備考 体部外面摩耗文ヾ激 しい。

6

不

土 師

竃

日径155
残高 31
日縁部1/8

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外10YR8/2

浅黄橙色 内黒色

緩やかに内彎する。 口縁部横位の「撫

で」

体部磯櫨 による

「箆削り」

「撫でJ

黒色処理

備 考

7

不

土 師 竃

日径173
残高 45
日縁都～体

部 1/8

胎 :雲母、粗砂粒含有

焼 :良

色 :外 10YR7/3

にぶい黄橙色、日

縁部黒色 内黒色

体部は内彎しながら立

上がり、口縁部で緩 く

外反する。

体部競幅に よ

「箆撫で」

日縁部横位の

で」

「撫

「磨き」

黒色処理

備 考

8

不

土 師

篭

日径158
残高 28
口縁苫焉1/10

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/6橙 色

日縁部黒色

内黒色

日縁部直立する。 「撫で」 丁寧な「磨き」

黒色処理

備 考

9

(邦 )

上 師 竃

目径146
残高 19
日縁郡1/8

胎 : 01～ 02の石英

雲母含有

焼 :良

色 :外75YR4/2
灰褐色 内黒色

擬幅に よる「撫

で」

税幅による「撫

で」黒色処理

備 考

第17号住居址出土遺物一覧表 (1)第34表
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番号
種

類

器

種
位 置 法 旦

里 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

10

lTN

上 師

亀

残高 2.2

底径 66
底部一体部

1/3

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外25YR6/6
橙色 内黒色

体部内彎しながら立上

がり、日縁部緩やかに

外反する。

競幅による「撫

で」

底部回転糸切り

放射 状 の「箆 磨

き」

黒色処理

備 考 乾櫨右回転。

11

lTh

土 師

電

残高 15
底径 5.3

底部 1/2

胎 :粗砂粒、石英含有

焼 :良

色 :外75YR4/2
灰褐色 内黒色

体 部 下 位「箆 削

り」

底部回転箆切 り

黒色処理

備 考

lTN

土 師

電

残高 18
底径 73
底部完存

胎 :微細な黒雲母、石

英含有

焼 :良

色 :外5YR7/4 1こぶし

橙色 内黒色

付け高台 高台部横位の 1撫

で」

底部回転糸切 り

放射状の「箆磨

き」
黒色処理

備 考 内面黒色処理がオロ当量剖落 ている

13

jTN

土 師 竃

残高 21
底径 76
底部完存

胎 :粗砂粒、雲母粒、

石英粒多く含右

焼 :不良

色 :外内5YR7/4

にぶい橙色

内中央黒色

付け高台 高台部横位の 1撫

で」

底郡回転糸切 り

放射状の「箆磨

き」

備考

14

甕

土 師 亀

口径145
器高(164)

底径 90
日縁部～胴

部 1/4

底都完存

胎 :茶色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR7/4

にぶい橙色

内75YR8/3
浅黄橙色

粘土帯積み上げ

胴都中位に最大径を有

し、日縁部「くの字」

状に外反する。

口縁部横位の「撫

で」

頚部「刷毛目」

胴部中位～下位縦

位の「箆削り」

日縁部積位の「撫

で」

頚部「箆撫で」

BΠ部「撫で」

備考

甕

土 師 篭

口径124
器高(146)

底径 7.1

日縁部～胴

部中位1/2

胴部中位～

底部 1/2

胎

　

焼

色

細雲母、粗砂粒含

有

やや不良

外内5YR6/4

にぶい橙色

粘土帝積み上げ

胴部中位に最大径を有

し、日縁部「くの字」

状に外反する。

日縁部横位の 1撫

で」

胴部「撫で」

底部回転糸切り

口縁部横位の「撫

で」

胴部上位に僅かに

「属」=毛 目J

胴部「撫で」

偏 考 強櫨右回転。底部を内面か 粘 上 で補 強 して い る

16

甕

土 師 竃

日径170
残高 46
口縁部～頚
部 1/10

胎 :細雲母、石英粒含

有

焼 :良

色 :外25YR7/4
淡赤橙色

内25YR6/4
にぶい橙色

粘土帯積み上げ

頚部 肥厚 し、「コの

字J状に外反する。

口縁部横位の 1撫

で」 頚部～肩部

「箆削り」

横位の「撫で」

備 考

17

甕

土 師 竃

日径232
残高160
日縁著卜～月同

部 1/6

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR8/3 淡橙

色 内75YR7/4
にぶい橙色

粘土帯積み上げ

胴部の張り弱く、日縁

部「くの字」状に外反

する。

日縁部横位の「撫

で」、休都税櫨に

よる「箆肖けり」

日縁部横位の「撫

で」、胴部楯転に

よる「箆撫でJ

備 考

第17号住居址出土遺物一覧表 (2)第35表
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勇

0             10 cm

第57図 第17号住居址出上遺物実測図(1)
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O            10Cm

第58図 第17号住居址出上遺物実測図(2)
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第 2節 掘立柱建物址

1 第 1号掘立柱建物址 (第 59図 )

第 1号掘立柱建物址は、A区中央部やや北側寄 りに位置し、NOEl-47,48,56,57グ リッド

において検出された。柱穴はあわせて 8個が検出された。各ピットの掘 り方のプランは次のとお

りである。 P-27は 長径が66cm、 短径が62cmの ほぼ円形で、深さは約48cmである。 P-28は 長径

が62cm、 短径が60cmの ほIF円形で、深さは約32cmである。 P-29は長径が60cm、 短径が42cmの 楕

円形で、深さは約29cmである。 P-30は長径が70cm、 短径が54cmの不整円形で、深さは約28cmで

ある。

P-31は 長径が56cm、 短径が52cmの サよば円形で、深さは約26cmである。 P-32は 長径が48cm、

短径が46cmの ほぼ円形で、深さは約46cmである。 P-33は 長径が60cm、 短径が58cmの ほぼ円形で、

深さは約40cmである。 P-81は 長径が58cm、 短径が52cmの ほぼ円形で深さは約45cmである。

各柱穴の′卜い距離は、 180cmか ら 218cmを 測った。東西列のプいと、距離の平均値は 187.5cm、 南

北列の心心距離の平均値は 204cmで、南北列の柱間がやや広 くとられ、建物プランは短形を呈 し

ている。本建物址の大きさは東西約 375cm、 南北約 410cmで床面積は 15.38m2であり、 2問 四方

の側柱式の掘立柱建物址である。

本建物址の南北軸方位はN-16°一Eを指 し、建物全体がやや東に振れて建てられている。各

ピットは砂礫を含んだ明褐色土層を掘 り込んでお り、その埋土は黒色土層であった。本建物址か

らの遺物の出土は皆無であった。

2 第 2号掘立柱建物址 (第 60図 )

第 2号掘立柱建物址は、A地区のほぼ中央部に位置し、 SlEl-86,87,88,96,97,98の 各グ

リッドにわたって検出された。柱穴はあわせて12個が出上 した。このうちP-48,P-99は 幅約

lm、 深さ20cmの 試掘 トレンチにより北側部分が一部削 り取られている。各ピットの掘 り方のプ

ランは次の とお りである。

P-48は 径が52cmの 円形で、深さは約41cmである。柱穴底部の北側半分に長さ38cmの 河原石が

はいっていた。 P-49は 長径が64cm、 短径が62cmの ほぼ円形で、深さは約17cmである。 P-50は

径が58cmの 円形で、深さは約28cmである。柱穴底部に長さ23cmと 25cmの 河原石が 2個はいってい

た。 P-51は 長径が58cm、 短径が56cmの ほぼ円形で、深さは約24cmである。柱穴底部に長さ42cm

の偏平な河原石がはいっていた。

P-52は 長径が58cm、 短径が57cmの ほぼ円形で、深さは約38cmである。柱穴側壁の東側に長さ

45cmの 河原石がはいっていた。 P-55は 長径が54cm、 短径が50cmの ほぼ円形で、深さは約40cmで

一-88-一
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第59図 第 1号掘立柱建物址実測図
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ある。 P-56は 長径が60cm、 短径が56cmの ほぼ円形で、深さは約51cmである。 P-58は 長径が62

cm、 短径が58cmの ほば円形で、深さは約56cmと 深い。

P-59は径が60cmの 円形で、深さは約46cmである。 P-60は 長径が68cm、 短径が62cmの ほぼ円

形で、深さは約52cmである。 ピッ トの北側半分が傾斜 して深 く掘 り込まれていた。 P-98は 長径

が52cm、  短径が44cmの 楕円形で、 イ架さイま糸926cm<ζある。 P-99は長径が60cm、 夕乏径が59cmの ほ
'F

円形で、深さは約40cmである。

各柱穴のットい距離は、 150cmか ら 227cmを 測った。東西列の心心距離の平均値は 206 4cm、 南

北列の′いと、距離の平均値は 170.7cmで、東西列の柱間が広 くとられている。本建物址の大 きさは

東西 404cm～ 450cm、 南北 484cm～ 526cmで、歪んだ長方形のプランを呈 してお り、床面積は約

21.6m2である。

この掘立柱建物址は、 2間 × 3間の総柱式の建物址で、南北軸方位はN-9°一Eを指 してい

る。各ピットは河原石 と砂礫が厚 く堆積 したにぶい褐色の上層に掘 り込まれている。ピット内の

河原石は、根固め石 として、柱 を支えるために使用されたと考えられる。各 ピットの埋土は黒色

土層であった。

本建物址のP-98の 掘 り方の埋土中からは平安期 とみられる平行叩き目痕 をもつ須恵器甕 と須

恵器不の口縁部の破片が出土 している。いずれも小破片であり、図示するまでには至らなかった。

この掘立柱建物址の所産期は、出土遺物から平安時代か、それ以降 と推定される。

3 第 3号 掘立柱建物址

遺 構 (第 61図 )

本掘立柱建物址はN5E3-73,67,68に かけて検出された。確認できた柱穴は 3ヵ 所だけであ

ったが、第 61図のように 3つの柱穴が直交 していた。他の柱穴は確認できなかった。柱穴の規

模は30× 30× 13(cm)、 34× 32× 14(cm)で あった。その間隔は東西1.72m、 南北1.30mと ゃゃ

狭い。他の柱穴は確認できなかったが、 P-107も 本建物址を構成する柱穴のひとつ とも考えら

れる。

遺 物

本建物址からの出土遺物は

なかった。
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第61図 第 3号掘立柱建物址実測図
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墳

l A区 の上士廣 (第 62図 )

(1)第 2号土墳

第 2号土獲はAttN l E l-5,6,15,16グ リッ ドにかけて検出された。規模は1.03m× 1.12m

深さ37cmを 測 り、平面形態はほぼ円形を呈する。土層堆積は、 I層が茶褐色砂質上、 H層が暗茶

褐色弱粘質土、Ш層が暗茶褐色上であった。

出土遺物は無かった。

(2)第 4号土援

第 4号土墳はAttN l E l-14,15グ リッドにかけて検出された。規模は1.56m× 1.13m深 さ

29cmを 測 り、平面形態は長楕円形を呈 し、断面は船底状 を呈する。土層堆積は石、礫を多量に含

む茶褐色砂質上の一層であった。

出土遺物は無かった。

13)第 6号土墳

第 6号土獲はAttS 2 E l-99,100グ リッドにかけて検出された。規模は1.25m× 1.olm深 さ

29cmを 測 り、平面形態は長楕円形を呈する。土層堆積は黒掲色の砂質土の一層であった。

出土遺物は無かった。

14)第 7号土墳

第 7号土壊はAttS 2 E l-81,82,99,100グ リッドにかけて検出された。規模は2.10m× 1.70

m深さ14cmを測 り、平面形態は隅丸方形を呈する。土層堆積は黒褐色の砂質上の一層であった。

出土遺物は土師器片 2点、須恵器好片 1点 を数えるが、図示するに至 らなかった。

(5)第 8号土墳

第 8号土獲はAttS 2 E l-81グ リッドにおいて、第 7号土娠西隣に検出された。規模は1.33

m× 1.23m深 さ27cmを 測 り、平面形態は歪んだ楕円形を呈する。土層堆積は黒褐色の砂質上の一

層であった。

出土遺物は土師器の甕片と思われる 1′ミのみであった。

第 3節 土

―-93-
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第62図  A区上蠣 実測図

(6)第 9号土墳

第 9号土渡はAttS 2 E l-94,95グ リッドにかけて検出された。規模は1,42m× o.96m深 さ

42cmを 測 り、平面形態は楕円形を呈する。土層堆積は礫の混 じった黒褐色砂質上の一層であった。

出土遺物は土師器の甕片と思われる 1点のみであった。
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(7)第 16 17号土接

第 16、 17号土墳はAttN O E l-18,19グ リッド、第 8号住居址名を切る位置に検出され

た。両土渡の前後関係は判明しなかったが、第 16号土獲は1.65m× (1.4m)深さ27cmの 長方形

を、第 17号土墳は0.80m四方、深さ32cmの正方形を、それぞれ呈すると思われる。土層堆積は

第 8号住居址覆± 1層 と同じ、暗茶褐色上の単層であった。

出土遺物は無かった。

2 C区 の上壊 (第 63, 64図 )

(1)第 10号土墳

第 10号上獲は CttN 5 E 3-7,14グ リッドにかけて検出された。規模は0.65m× o59m、 深

さ 7 cmを 測 り、平面形態はほぼ円形を呈する。土層堆積は一層よりなり暗茶褐色砂質上であった。

出土遺物はなかった。

(2)第 11号土墳

第 11号土獲はCttN 6 E 3-6グ リッドにまたがって検出された。規模は0.63m× o.61m、

深さ 8 cmを 測 り、平面形態はほぼ円形を呈する。内部は 4部分に分かれている。土層堆積は一層

よりなり暗茶褐色砂質上であった。

出土遺物はなかった。

(3)第 12号土墳

第 12号土墳はCttN 6 E 3-6,7グ リッドにかけて検出された。規模は0.42m× o.52m、 内

部が 2段になってお り浅い部分が深さ 5 cmで深い部分が 8 cmを 測る。ほぼ円形を呈する。それぞ

れの部分の底は平坦であった。上層堆積は一層で、暗褐色砂質上であった◎

出土遺物は甕の胴部破片 1点 だけであり、図示するには至 らなかった。

(4)第 13号土獲

第 13号土墳はN5E3-95,96グ リッドにかけて検出された。規模は0.38m× o.32m、 内部

は 2段になってお り深さは浅い部分で 6 cm、 深い部分で14cmを 測る。土層堆積は二層よりなり、

I層 は赤褐色砂質土、Ⅱ層 (深い部分)は黒色上であった。

出土遺物はなかった。
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(5)第 14号土墳

本土墳はN5E3-76,87に またが り、西壁を第 16号住居址によって切 られている。主軸方

位はN-3°一Wであ り、主軸上で1.02m、 これ と直交す る方向で0.66mを 測 る。南壁で壁高

6.9cm、 北壁で壁高27cmを 測る。南か ら北へ向けて深 くなってお り、西洋式バスのような形を呈

する。中央北より粘土塊 と若子の焼土があったが、宅址 とは思えなかった。東北隅にテラス状の

段があった。南よりに床面に37× 29× 23cmを 測るピットがあるが、このピッ トの用途、性格は不

明であった。

遺物は土師器片 6点、須恵器片 2点が出土したが、図示するには至 らなかった。

(6)第 15号土娠

遺 構

本土墳はN5E3-74,75,66,67に またが り、第 16号住居址の一部を切っている。主軸方位

はN-1°一Eであり主軸上で0.83m、 これと直交する方向で最大幅1.02mで ぁる。形状はほぼ

隅丸方形を呈 している。東壁 と西壁の一部にテラス状の段があ り、壁高は 9.5cmか ら18 4cmを 浪1

る。北西から中央へ徐々に深 くなっている。

遺 物 (第 65。 66図、第 36～ 39表 )

本土墳の遺物は、規模に比して多 く、25´ミを数える。lThが分く20点 である。内面黒色処理 を施

したものが17点である。高台付は 19,20の 2点である。高台は断面三角形に近 く、外へ張出すよ

うな付け方で低い。ほぼ完形のものが 2である。口縁が外反するものが多く、底部か ら緩やかに

内弯 しながら立上がってい く形の ものが分い。13は 特に開 きが強い。 1は 土師器の蓋である。

21,23は 球形胴の小型甕 と思われる。口縁 と頚部の一部だけの出土なので全体の器形は確認でき

なかった。24は 甕の底部である。25は 釘の一部 と思われる鉄製品である。灰釉陶器、緑釉の破片

もそれぞれ一点ずつ出上 したが図示するには至 らなかった。

番号
種

類

器

種
位 置 法 旦

皇 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

l

(蓋 )

土 師 覆土

器高 24
裾径133
天丼部～裾

部 1/4

胎 : 01の 赤褐色粗砂

粒含有

焼 :良

色 :外5YR7/3によい

橙色 内5YR8/4
淡橙色

不 定 方 向 の「撫

で」
天丼部回転糸切 り

不定方向の「撫
で」

備 考

2

不

土 師 覆 土

日径132
器高 44
底径 57
日 縁 部 ～ 体

音焉 2/3
底部完存

胎 : 02～ 03の礫粗

砂粒含有

焼 :良

色 :外10R6/6赤橙色

内10R6/8赤橙色

平底の底吉るから休吉Lは

内管 して立上が り、ロ

縁部に至 る。

磯 幅 に よ る「撫

で」

底部回転糸切 り

犠櫨に よる「撫

で」

備 考 軽 輻右 回転 。

第 15号上 士凝出土遺物一覧表 (1)
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番サ
種

類

器

種
位 置 法 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

3

ネ

土 師 覆土

口径129
残高 35
日 縁 部 ～ 体

部 1/8

胎 : 01～ o3の礫粗

砂粒含有
焼 :良

色 :外5YR7/4に ぶい

椎色 内10YR5/1
掲灰■

体部内彎 しながら立上

が る。

外部磯転による
「箆削り」の後、
「撫で」
口縁部横位の「撫
で」

丁寧な「磨きJ

備 考

4

JTN

土 師 覆 土

口径147
器高 41
底径 51
日縁部～底

をヽ 2/3

胎 :石央、粗砂粒含右
焼 :良

色 :外5YR7/4
にぶい橙色
内黒色

/卜 さめの底吉るから体
=ト内彎 しなが ら立上が

り、日縁部 で外反す
る。

覗 鑢 に よ る 1撫

でJ

底部回転糸切 り

丁寧な「箆磨きJ

黒色処理

備 考 税幅右回転。

5

J/N

土  師 覆土

日径181
器高 56
底径 56
日縁部～底

部 1/10

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR8/3
浅黄橙色、

日縁部黒色

内黒色

粘土祉巻上士デ

ガヽさな底部から暫時体
部に立上がる。休者卜は

外面に稜を有し、ほぼ

直立して口縁部で外反

する。

体部覗幅 に よ る
「撫で」
日縁郡横位の「撫
でJ

底部回転糸切 り

日縁部横位の 1撫

で」
体部不明

備 考 底部糸切 り痕が体部まで及ぶ。内面の摩揃

6

不

土 師 覆 土

日径128
器高 42
底径 62
口縁部～底

吉Б 1/8

胎 :粗砂粒含有
焼 :良

色 ,外75YR8/3
浅黄橙色

内黒色

体部は僅かに内聟 し、
日縁部短 く外反する。

横位の「撫でJ 1撫でJ

黒色塑理

備 考

7

不

土 師

覆土

日径129
残高 35
日 縁 部 ～ 体

部 1/8

胎 :粗砂粒含有
焼 :良

色 :外5YR6/4に ぶい

橙色 内黒色

休吉b内彎 しながら立上

が り、日縁部で外反す

る。

体部
「
撫でJ

口縁部横位の「撫
で」

体 部 | 撫 で」

口縁部横位の「撫
で」
黒色処理

備 考

8

lTh

土 師

覆 土

ロイモ128
残高 30
日縁都1/6

胎 :粗砂粒含有
焼 :良

色 :外75YR7/4に ぶ�

橙色 内黒色

休部僅かに内彎しなが

ら立_上 がり、 日縁部で
短く強く外反する。

強幅による「撫
で」

磯 輯 に よる 1暦

き」

備 考

9

l rN

土 師 覆土

「l径152
残高 29
日縁部～体

部 1/5

石 英 Ｆ
〓

里
〔 母 、 粗

砂粒含有

焼 :良

色 :外国縁部75YR7/4
にぶい橙色

体部10R6/8赤 橙色

内黒黒

休部僅かに内彎 しなが

ら立上が り、日縁部短

く外反する。

体那 1撫で」
回縁部横位の「撫
で」

1撫でJ

黒色処理

備 考

邪

土 師

覆 土

日経167
残高 26
口縁部1/12

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR8/4浅 黄

橙色 内黒色

回縁部僅かに外反す
る。

1撫で」 「撫でJ

黒色処理

備 考

11

lTN

土 師

覆土

口 径13

残高 32

口縁 音Б一体

胎 :雲母、粗砂粒含右
焼 :良

色 :外5YR7/4に ぶい

橙色 内黒色

回縁部僅かに外反す
る。

回縁郡横位の 1撫

でJ

体部機櫨 に よる

「撫で |

口縁部横位の「撫
でJ

体部「箆磨きJ

黒色処理
備 考

12

lTh

土 師 覆 土

日径149
残高 25
日縁部～体

部 1/12

胎 :粗砂粒多く含有
焼 :良

色 :外5YR5/1褐 灰色
口唇部黒色
内黒色

口縁部緩やかに外反す
る。

積位の 1撫でJ 「撫で」
黒色処理

偏 考

第37表  第15号土壊出土遺物一覧表 (2)
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番 号
種

類

器

種
位 置 法 旦

ユ 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

13

(lrh)

土 師

覆 土

日径172
残高 30
「1縁部1/6

胎 :雲母、礫含有

焼 :良

色 :外25YR6/6橙 色

内黒色

日縁部緩やかに外反す

る。

戦 幅 に よ る 1撫

でJ

「箆磨き」

備 考

14

1/h

上 師 覆 土

残 高

底径 52
底都 9/10

賄 :石夷、雲母の粗砂

粒含有

焼 :良

色 :外5YR5/4 にぶ
い水褐■ 内黒■

幌 幅 に よ る 1撫

でJ

底部回転糸切 り

鋭櫨による「撫
で」の後黒色処理

備 考 城強右回転。

15

lTh

fi二  宮雨 覆 土

残高 15
底径 66
底部 4/5

胎 :粗砂粒多く含有

焼 1良

色 :外75YR8/4
浅黄橙色

内黒色

体 者、職 幅 に よ る

「箆撫で」
底部回転糸切 りの

後箆状工具による
「撫で |

磯 転 に よ る 1撫

でJの後黒色処理

備 考 礎 唖 右 ll車云.

16

lTN

土 師

覆土

残 高 16

底径 57
底部 5/8

胎 :細石英粒含有

娩 :良

色 :外5YR6/6 橙色

内黒色

不 定 方 向 の「撫
で」

底部回転糸切 り

「箆磨き」
黒色処理

備 考

17

杯

土 師

覆土

残 高 09

底径 48
底部完存

胎 :細写 母・石英含有

焼 :良

色 :外25YR6/8橙 色

内黒色

底部回転糸切 り 「箆磨き」
黒色処理

備 考 嘘 転右 回転 。

18
不

土 師

覆上

残 高 15

底径 42
底部 1/2

胎 :粗砂粒含有

焼 1良

色 :外5YR7/4 にぶ
い橙色 内黒色

「撫で」
底部回転糸切 り

磁櫨による「撫
で」の後黒色処理

備 考 嘘韓右回転。

19

不

上 師

覆土

残高 17
底径 70
底部 3/4

高台部僅か

胎

焼

色

綱 砂 粒 含 有

良

外25YR4/1
赤灰色 内黒色

付け高台 休部戦転に よる
「撫でJ

底部回転糸切 り

放 射 状 の「箆磨

き」
黒色処理

捕 考 脱 転 右 回転 。

FTN

土 師 覆 土

残高 17
底径 71
底部 1/4

胎 :細写母、細砂粒含

有

焼 :良

色 :外25YR6/6橙 色

内黒色

付け高台 高台部「撫で」
底部回転糸切 り

黒色処理

備 考

21

空

土 師

覆 土

日径120
残高 36
口縁部1/4

胎 :石英・雲母粒含有

焼 :やや不良

色
'外

5YR5/6 明赤

褐色 内5YR3/6
暗赤掲色

顎部 |く の字J状 を呈

し、日縁部 で内鸞す

る。

口縁部横位の

でJ

1撫 日縁部横位の 1撫

で」

備 考

22

餐

土  師 覆 土

ロイ垂186
残高 48
日縁部～頸

部 1/12

胎 : 01～ 02の粗砂

粒含有

焼 :良い

色 :外内5YR6/4
にぶい精色

粘土帯積み上げ

頸部の括れはごく小さ

箆状工具による横

位の「撫で」
頸音Бに 「昂J王子目J

横位の「
撫で」

備考

第38表  第15号土顔出土遺物一覧表 (3)
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番号
種

類

器

種
位置 法 旦

塁 質器 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

甕

土 師

覆 土

口径124
残高 22
口縁部1/8

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR6/1 褐

灰色 内75YR
4/1 褐灰色

口縁部緩い「くの字」

状に外反する。

口縁部横位の「撫

で」

口縁部横位の「撫

で」

備 考

( 甕 )

上  師 覆土

残高 19
底径 62
底部 1/6

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR4/3 にぶ

い赤褐色 内

5YR6/2 灰褐色

「箆削り」

底部箆切 り

「撫で」

底都箆状工具によ

る「撫で」

備考

25

(釘 )

鉄製品 覆土

最大長 33
最大幅 09
最大厚 0,7

重量 40g
備 考

第39表 第15号土壊出上遺物一覧表 (4)

0              10 cm

第65図 第15号土曖出土遺物実測図(1)
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第 4節 濤 址

1.第 1号溝址

第 1号濤址はN6E3-7,87,95,96グ リッドにかけて検出された。本濤址はN6E3-7グ リ

ッ ドからはじまって、北東から南西方向へ走っていた。末端は確認調査用 トレンチによって切 ら

れ、さらに第 16号住居 l■ によって切 られていた。 しか し、状況からして第 2号濤l■へつながっ

ていたと思われる。長さは5。 15mを 測 り、幅員は菩Ь分によって異なるが、最大で1.25mを測る。

最深部は中央で0.28mを 測 り、末端部では0。 18mでぁった。土層堆積は 2層からなり、 I層 はA

第 67図

528.80生
ド

0                  2m
|

第67図 第 1号溝址実測図

―A'、 B― B'と もに茶褐色砂質上で、H層 はA― A'では礫を含む黒褐色砂質上、 B― B'

は小礫を多く含む黒褐色砂質上であった。

遺 物

出土遺物はなかった。

2.第 2号溝址

第 2号濤l■ はN6E3-73,65,56,57,45グ リッドにかけて検出された。N5E3-73グ リッド

528.80mビ

―-102-



第 68図

十

N5E3-57

つ
＼

＼Ｄ戸
＼

十

N5E3-44

第68図 第 2号溝址実測図

か らはじまり、N5E3-45グ リッドまでほぼ南流 していた。最大幅員は0.56mで、長 さは7.40

mであった。土層堆積は I層 であり、河ヽ礫 を多 く含む黒褐色砂質上であった。深さはC― C'で

6 cm、 D― D'に は一部深い部分があ り、最深部で深さ14cmを 測る。木端部には広 く (約 l m2)

鉄津が流れ広がっていた。特に末端は円形の浅い (最深 5 cm)プール状を呈 していた。

遺 物

遺物は土師器細片が 4点あったが、図示するには至 らなかった。

第 5節 ピ

掘立柱建物址を構成するピットを除 くピッ 卜の規模、出土遺物については第40～ 44表及び第69

｀
ノ
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～78図 に示す とお りである。

A区においてはP-66か ら土師器の邪及び羽釜が出上 してお り、第 1号住居址出上のそれ と酷

似 している′ミ注目されよう。このピットの覆上には若千の焼上が確認されている。また、 P-71

からは土師器の内面を黒色処理 したlTh片 とともに石斧が出土している。

C区においてピッ トは合計16ヶ所確認できた。 このうちP-99,100,101は 東西に一列 を成 して

お り、掘立柱建物の一部ではないか と思われるが、他の柱穴は確認できなかった。柱穴間隔は

2.Omと 2.lmでぁり、やや広い。 P-106か らは覆上に灰 と鉄津、羽口、土師器甕の胴部 Lミ

を出土 した。小鍛冶の炉址を想定 して調査 したが、焼土は無 く、形状、土層か ら見て、炉址 とは

判定できなかった。

第40表   ピットー覧表 (1)

番号 長 軸 短 軸 深 さ 出 土 遺 物 等

土 師 器 片

須恵器不片

土師器片

122

番 号 長 軸 短 軸 深 さ 出 土 遺 物 等

14

土師器片

土師器甕片、須恵器lTN片

6 土師器皿片、羽釜片

土師器片、土師器17N片

土 師 器 奏 片
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番号 長 軸 短 軸 深 さ 出 土 遺 物 等

土師器甕片、鉄滓、灰、羽口

土師器片、縄文鉢片

番号 長 軸 短 軸 深 さ 出 土 遺 物 等

土師器内黒不、電片、石斧

上師器甕片須恵器不片

土師器片

土師器 (年 )片

鉄製品

6 須恵器不片・甕片

第41表   ピットー覧表 (2)
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A区 ビット出上遺物一覧表 (1)

“

A一

⑤

~A=

A一  と酎6甲卜 引鯉∵

P― |14

番 号

種

類

器

種
位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

1

17h

須 恵

P-65

残高 23
底径■ 4

底部 1/4

胎 i細砂粒多く含有

焼 :良

色 :外内N8/ 灰白色

体部機転 に よる

「撫で」、高台部

横位の「撫で」、

底部不明

墟転 に よ る 1撫

で」

備考

2

皿

土  師 P‐66

日径 86
器高 20
底径 53
底部完存、

体苫Б 1/8

胎 i粗砂粒多く含有

焼 i良

色 :外25YR6/8橙 色

内25YR6/6橙 色

回縁部横位の 1撫

でJ、 体部鋭Httに

よる「撫で」、底

部回転糸切りか。

口縁 部横位の「撫

、休部機轄に

「撫で」

で」

よ る

備考 スケールは第 号住居址出 の皿 と酷似 している

3

羽 釜

土 師 P‐ 66

口径282
残高138
口縁言焉～】同

部上位1/5

胎 :黒雲母、石英、狙

砂粒含有

焼 :良

色 :外10R4/1暗赤灰

色～10R6/8赤橙

色 内5YR4/1

褐灰色～10R6/8

赤橙色

多号著るは貝占1,4↓ け。

胴部直立する。

口縁部横位の 1撫

でJ

胴部斜位、維位の

「箆削り」

日縁部横位の「撫

で」
胴部横位の「箆撫

で」

備考

第42表
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番号
種

類

器

種
位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

4

甕

土 師 P‐ 71

日径211
残高 86
口縁部～Д同

部上位1/5

胎 :01～ 03の礫、

粗砂粒含有

焼 :良

色 :外25YR7/6橙 色

内黒色

最大径 を日縁部に有

し、日縁部「くの字」

状に外反する。

口縁部横位の 1撫

で」、胴部「箆削

り」、頸部に箆状

工具による掻き目

口縁部横位の「撫
で」、胴部箆状工

具による「撫で」
「磨き」

備 考

5

斧

石製品

P‐ 71

最大長47
最大幅40
最大厚13
重量 31g

磨 製

備 考 焼成 を受けている。

6

鉄製品

P‐

124

最大長5.0

最大径13
重量  9g

中空で、中に木材をし

れている。

備考

7

(釘 )

鉄製品

P‐

124

最大長52
最大径02
重量  5g

備考

第43表 A区 ピット出上遺物一覧表 (2)

ヽ
、三

　
　
】

0             1ocm
l   lll  l

第76図  A区 ピット出上遺物実測図(1)
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第77国  A区ピツト出1土遺物実測図121

第44表| C区ピット出土遺物一覧表

0              10C伸

第78図 C区 ピット出土遺物実測図

警
種

類

器

種
位置 法   量 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

1 羽  ロ P―

106

備考

2

194)

縄 文

一　
　
　
Ｗ

Ｐ
　
　
　
ｌ

残高 6B
口縁部一部

胎 :組砂粒、自婁母、

黒雲母、石英含有

擁 :良

色 :外内10阜4/4

赤褐色

構考

―駆
|

鑑
も
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番号
種
類

希
種

位 置 法 量 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

1

蓋

土  師

ＮｌＥ
　

・５．

裾径168
残高 25
裾部～天丼

音る 1/8

胎 :01の 粗砂粒含有
焼 :やや不良
色 :外25YR8/1灰 白色

内10YR7/3
にぶい黄橙色

天丼部範転による

「撫で」

裾部横 位 の「撫

で」

天丼部機幅による
「撫で」
裾部横位 の「撫
で」

備 考

2

不

土 師

NlE
-58

日径138
器高 48
底径 78
底部～口縁

部 1/4

胎 :01～ 0.2の粗砂

粒含有

焼 :良

色 :外5YR8/4淡橙色

内黒色

体部外面に稜を有し、

内彎する。

口縁部積位の 1撫

で」、体部機櫨に
よる「撫で」、底
部「箆削りJ

口縁部横位の「撫
で」、体部箆状工

具による「磨きJ

黒色処理

備 考 内面 黒 色処 理 の劉 落 が 著 しヤ

3

ITh

土 師 SlEl
-5

口径172
器高 47
底都～口縁

部 1/12

胎 :01～ 02の粗砂

粒含有

焼 :良

色 :外国縁部75YR
7/4にぶい橙色
体部25YR6/6橙 色

内黒色

体部内彎 し、日縁部に

至 る。

体部、底部とも不

定方向の「撫で」

1箆磨 き」
黒色処理

備 考

4

甕

須 恵

SlEl
-22

口径28.6

残高 28
日縁部1/12

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5Y6/1 灰色

内10Y7/1灰 白色

口縁詈Б礎耳底による

「撫で」、口縁部

下位乾櫨に よる

「箆削りJ

穣 HIEに よ る 1撫

で」

備 考

第 6節 遺構外出土遺物

第45表   A区 グ リッ

(実寸大)

0                  1ocm

第79図  A区 グ リッド出土遺物実測図
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番 号
種

類

喬

種 位 置 法   量 器 質 成 形 形 態
整 形 技 法

外 内

1

IIh

須 忘

N6E
3-12

口径156
器高 3_7

底径 91
底部～口縁

吉躊1/19

胎 :02の茶褐色粗砂
粒含有

焼 :良

色 :外N8/ 灰白色

内N7/ 灰白色

体部はほぼ直立 して口

縁菩焉|こ 至 る。

口縁 部 横 位 の 1撫

で」

羽卜言h車鹿車底に よる

「撫で」
底部不明

口縁部横位の 1撫

で」

体部競 櫨 に よ る

「撫で」

備 考 肉外 面「 火欅ある

第46表  C区 グ リッド出土遺物一覧表 (1)

第47表   C区 グ リッ ド出上遺物一覧表 (2)

第48表  C区 グ リッド出土遺物一覧表 (3)

|

‖
十          1     4

0                     10Cm

第80図  C区 グ リッド出上遺物実測図(1)

番 号
種
類

器
種

位 置 法   量 器 質 成 形 形 態
整 形 技 法

外 内

2

甕

上  師

Ｎ６Ｅ

３
． ６

口径217
残高 90
日縁著臣～】同

部上位1/6

胎 :01～ 0.3の糧砂
粒、礫含有

焼 :良

色 :外5YR4/4淡橙色

内2.5YR7/4
淡赤橙色

粘上帯積み上げ
口縁部緩い「くの字」
状に外反する。

指頭による圧の強
い「撫で」

口縁部横位の「撫
で」
】同吉焉上位子旨頭によ
る圧の強 い「撫
で」

備 考

番号
種

類

器

種
位 置 法   量 器 質 成 形 形 態

整 形 技 法

外 内

(壺 )

土 師

N5E
3-94

口径 88
残高 41
口縁吉トー月同

部上位1/6

胎 :細砂粒多く含有
焼 :良

色 :外75YR5/3に ぶい

褐色 内75YR4/2
灰褐色

口縁部緩やかに外反す
る。

口縁部横位の「撫
で」
体部「箆削り」

横位の 1撫で」

備 考

4

( 鎌 )

鉄 製 品

N5E
3-94

残 長 72
最大幅 23
最大厚 04
重量 30g
先端部か ?

備考
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番 号
種

類

器

種
位 置 法 旦

皇 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

5

(17h)

土 師

Ｎ５Ｅ

３． ８８

残高 18
底径 65
高台部1/4

底部完々

胎 :'阻砂粒、雲母粒含

有

焼 :良

色 :外25YR6/3に ぶい

橙色 内黒色

付け高台 高台部、底部とも

「撫でJ

競 鑢 に よ る 1撫

で」

黒色処理

偏 考

6

(椀 )

須 恵

Ｎ５Ｅ

３． ８８

日径191
残高 58
日縁部～体

きБ 1/8

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外25YR8/3淡 責

色 内5YR7/1

灰白色

戦転引 き上げ

体部僅かに内彎 しなが

ら立上が り、 日縁吉るで

ご く僅かに外反する。

機幅による「撫
でJ

魏強による 時無

で」

偏 考

7 土  師 Ｎ５Ｅ

３． ８８

器高(314)

底径 42
口縁部 1/3

胴部  1/6
底部  3/4
口径 214

胎 :白 雲母、細砂粒含

有

焼 :良

色 :外5YR5/8

明赤褐色

内5YR3/6

暗赤褐色

最大径 (244)を打同音卜中

位に有し、口縁部は援

やかな「コの字」状を

呈する。

匠痕。 月同苫Ьlこ かけ

て維方向の箆頭に

よる 「肖Jり 」月同苫ト
～底部不定方向の

「箆削り」連続の

斜方向の細い箆状

I具による「削り」

圧痕。底部内面箆

状工具による調整

の後、細かい刷毛

状工具 に よ る調

整。日辺～頸部横

位の「撫で」

備考

8

甕

須 恵 Ｎ５Ｅ

３． ８８

残高155
底径 82
】同言る1/8

底部完存

胎 :白 色の礫・粗砂粒

含有

焼 :良

色 :外内N7/ 灰白色

粘土帯積み上げ

付け高台

】同吉Б勃宅櫨に よる

「箆削り」の後乾

描による「撫で」

底部回転糸切 りの

後、手持ちの右回

りの「箆撫で」

朝 幡 に よ

で」

る 「撫

備 考 税櫨左回転。胴部に鉄製品 ,着 している

9

甕

須 恵 Ｎ５Ｅ

３． ８８

口径157
器高(240)

底径14 9

日縁言る～】同

部上位1/6

B同部 ド位～

底部1/10

胎

焼

色

'但
砂粒多く含有

良

外N2/ 黒色

内N6/ 灰色

粘土舌積み上げ

頸部肥厚して、口縁部

に「くの字」状に外反

する。

日縁部横位の「撫

で」

胴部平行文の「叩

きJ

胴部下位「撫で」

回縁部横位の「撫

で」

胴部季 ?に よるす甲

圧

備 考

第49表  C区 グ リッド出土遺物一覧表 (4)

o             10Cm

第31図  C区グ リッド出上遺物実測図(2)
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番号
種

類

器

種
位 置 法 器 質 成 形 ・ 形 態

蟹 形 技 法

外 内

不

土  師

Ｎ５Ｅ

３
． ８７

日径159
残高 43
日 縁 部 ～ 体

音Fa 1/8

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外5YR6/6 橙色

内黒色

体部は内彎 しながら立

上が り、 日唇部で短 く

外反す る。

口縁 部 積 位 の 1撫

で」

体苫卜椛転 |こ よる

「撫で」

口縁部横位の「撫
で」、体部税轄に

よる「撫でJ

黒色処理
備考

11

不

土 師

Ｎ５Ｅ

３． ８７

口径140
残高 28
口縁部1/8

胎 :雲母粒、粗砂粒含

有

焼 :良

色 :外25YR7/4 淡

赤橙色 内黒色

口縁部横位の「撫
で」
体部襲鑢による
「撫でJ

口縁部横位の「撫

で」

体部「箆磨き」

偏 考

邪

土 師 Ｎ５Ｅ

３． ８７

日径148
器高 48
底イ垂 68
日 縁 部 ～ 体

音卜 1/4
底部完存

胎 1粗砂粒夕く含有

焼 :良

色 :外7 5YR8/3

浅赤橙色

内黒色

平底の底部から体部内

彎 しなが ら立上が り、

日縁部で僅かに外反す

る。

口縁部横位の 1撫

で」

体部範鑢に よる
「撫でJ

底部回転糸切 り

口縁部横位の 1撫

で」

体部機幅に よる

「撫で」か

黒色処理

備 考

不

土 師 Ｎ５Ｅ

３． ８７

口4垂146
残高 52
日 縁 部 ～ 体

部 1/12

胎 : 01～ 03の礫・

'但
砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR6/6 橙色

内黒色

粘土紐巻上げか ?

体部に稜を有し、内彎

しながら立上がり、日

縁郡で強く外反する。

口縁部横位の 1撫

で」
体部機幅に よる

「撫で」か

口縁部横位の 1撫

で」
体部「箆磨き」
黒色処理

備 考

17N

土 師 Ｎ５Ｅ

３
．

８７

残高 21
底径 60
底吉爵 1/3

胎 : 01～ 02の 粗砂

粒含有

焼 :良

色 :外5YR3/4淡 橙色

内黒色

体 部 横 位 の「撫

で」
底部切離し法不明

「箆磨きJ

黒色処理

捕 考

耳 lTh

土 師 Ｎ５Ｅ

３． ８７

長径 57
短径 53
残高 31
体部 1/3

底菩る 1/2

胎

焼

色

粗砂粒含有

良

外内黒色

付け高台

粘土帯積み上げ

日縁湾曲部 1箆磨

き」

体部～高台部横位
の「撫で」
底部回転糸切 り

黒色処理

日縁言る～体言БI撫

で」
底部「箆磨き」
黒色処理

捕 考

第50表 C区グ リッド出土遺物一覧表 (5)

第83図  C区 グ リッド出上遺物実測図14)
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番 号
種

類

器

種
位 置 法 旦

皇 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

16

蓋

土 師

Ｎ５Ｅ

３． ８６

残高 24
裾径203
天丼部～裾

部 1/8

胎 :雲母・石英粒、粗

砂粒 多く含有

焼 :良

色 :外75YR7/6橙 色

内黒色

天丼部機転による

「撫で」

裾 部 横 位 の「撫

でJ

天丼部被幅による

「撫で」

裾 部 横 位 の「撫

で」
黒色処理

偏 考

17

蓋

土 師

N5E
3-86

残高 14
裾径146
ネ由音Б 1/8

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外25YR7/4 淡

赤橙色 内10YR
7/3にぶい責橙色

天丼部機転による

「箆削り」

裾部戦輻 に よる

「撫で」

天丼郡 1箆磨き」

裾 部横 位 の「撫

でJ

備 考

18

芸

頁 恵

Ｎ５Ｅ

３． ８６

残高 19
裾径192
イ唇吉巨1/12

胎

焼

色

細砂粒含有

良

外N5/ 灰色

内N6/ 灰色

外面に強い稜 を有す

る。

乾転に よる「撫
で」

軌 櫨 に よ る 1撫

でJ

備 考 外面 t 欅あ り

19

17N

土 師 N5E
3-86

ロイ垂152
器高 54
底径 57
日 縁 部 ～ 体

吉Б 1/3
尼そ言b 1/2

胎 :雲母、粗砂粒含有
焼 :良

色 :外5YR8/3淡橙色
～10YR8/2
灰白色 内黒色

内彎 しなが ら立上 が

り、日縁部で緩やかに

外反する。

撫で、体部雑転に

よ る「撫 で」の

後、不 定 方 向 の

「撫でJ

底部回転糸切 り

撫で、体部雑転に

よ る「撫 で」の

後、不 定 方 向 の

「撫で」
黒色処理

備 考 乾櫨右回転。
I17N

須 恵 N5E
3-86

回径150
残高 25
日縁部1/10

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内75Y7/1
灰 白色

日縁部横位の「撫
で」
クト苫Б輯櫨によ る
「撫で」

口縁部横位の「撫

で」

体言b機 転に よる

「撫で |

備 考 戟幅右回転。
l17N

土 師

N5E
3-86

残高 18
底径 42
底部 4/5

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外10YR3/2灰 白色

内黒色

平底の底部から体部内

彎して立上がる。

切卜音Б学鹿革鹿|こ よる

「箆削りJ

底部回転糸切 り

丁寧な放射状 の

「箆磨き」
黒色処理

備 考 糖鑢右回転。

22

鉄製品

N5E
3-86

最大長105
最大幅 12
最大厚 12
重量 鮒 g

備 考

＼

」
 記 4

)15

第51表 C区グリッド出土遺物一覧表 (6)

0             10Cm
l―

…

第84図 C区 グリッド出土遺物実測図(5)
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第35図  C区 グリッド出土遺物実測図(6)

C区グ リッド出土遺物一覧表 (7)

番号
種

類

器

種
位 置 法 旦

皇 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

釉

器

不

灰

陶

N5E
3-76

口径212
残高 36
日縁言h一 体

部 1/12

胎 :精選 されている。

焼 :良

色 :外内25GY7/1
明オ リーブ灰色

口唇部雑鑢による引上

tヂ

義 転 に よ る「箆

撫で」

槌転に よる「箆

撫で」

備 考

不

土 師

N5E
3-76

残高 12
底径 58
底部完存

胎 :茶褐色糧砂粒多く

含有

焼 :良

色 :外5YR5/1褐灰色

内5YR7/3
にぶい橙色

底部は平底で、内面中

央が 凸状 に盛 り上 が

る。

体部 1撫で」
底部回転糸切り

箆状工具による放

射状の「撫で」

偏 考 覗鑢右回転

25
(不 )

土 師

Ｎ５Ｅ

３． ７６

残高 10
底径 51
底部完存

月台:'任砂粒多く含有

焼 :良

色 :外75YR6/3 に

ぶい掲色 内25
YR3/1  黒褐色

底部回転糸切 り 乾鑢に よる「撫

で」

備 考 競転右回転。

甕

土 師

N5E
3-76

口径157
残高 30
口縁部1/12

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 :外内5YR6/4
にぶい橙色

口縁部はラッパ状に大

きく外反する。

口縁吉b指頭による

「押圧」

胴 部 上 位「箆 削
1)|

横位の「撫で」

備 考

第52表
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第86図  C区 グ リッド出土遺物実測図(7)
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番 号
種

類

器

種
位 置 法 器 質 成 形 ・ 形 態

法技形整

外 内

27

邪

土 師

N5E
3-75

口径144
残高 36
日縁言卜～体

吉Б1/6

胎 :細砂粒多く含有

焼 :良

色 :外10YR7/3 1こ ぶ

い黄橙色 内黒色

体部外面に緩やかな稜

を有 し、ほ ぼ 直 立 す

る。

口縁部横位の「撫

で」、体部競櫨に

よる「箆撫で」

不 定 方 向 の 1撫

でJ

黒色処理

備 考

1/N

土  師

Ｎ５Ｅ

３． ７５

日径150
残高 39
日縁言Ь1/6

胎 :石央粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/4に ぶ

い橙色 内黒色

横位の「撫で」 横位、斜位の「箆

磨きJ

黒色処理

備考

17N

土 師

N5E
3-75

日径159
残高 45
日縁言卜～体

部1/6

胎 :粗砂粒 多 く含有

焼 :良

色 :外10YR8/4 浅責

橙色 内黒色

体部緩やかに内彎 しな

が ら立上が り、 日縁言ト

で外反す る。

乾転による「撫

で」

税 転 に よ る「撫

でJ

黒色処理

備 考

不

土 師

N5E
3-75

口径140
残高 42
日縁部一体

部1/4

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外75YR7/4 に

ぶい橙色 内黒色

体部外面に緩い稜を有

し、内彎しながら立上

がり、 口縁部僅かに外

反する。

口縁部横位の「撫

で」、体部機墟に

よる「撫で」

口縁部横位の「撫

で」体 部 機 櫨 に

よる「撫で」

黒色処理

備 考 強幅右回転。

31

年

土 師

N5E
3-75

口径120
残高 34
日縁部1/8

胎 il■T/J/N粒 多く含有

焼 :良

色 :外5YR6/4 にぶ

い橙色 内黒色

口縁部外反する。 口縁部横位の「撫

で」

体 都 斜位 の「撫

で |

口縁部横位の「撫

でJ、 体部斜位の

「撫でJ

黒色処理

備 考

不

土 師

N5E
3-75

日径145
残高 37
口縁著焉～体

部1/8

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外75YR7/6橙 色

内黒色

粘土帝積み上げ

体部内彎しながら立上

がり、日縁部で援やか

に外反する。

横位の「撫で」 横位の 「
撫で」

黒色処理

備 考 雑幅右回転。

第53表  C区 グ リッド出土遺物一覧表 (8)

-121-



番 号
種

類

器

種
位 置 法 三

塁 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

lTN

土 師

N5E
3-75

口径134
残高 35
日縁言Б～体

吉Ь1/3

胎 i細砂粒多く含有

焼 :良

色 :外10YR7/4 1こ ぶ

い黄橙色 内黒色

体部内彎 して立上が

り、日縁部大きく外反

する。

口縁部横位の「撫

で」、体部機轄に

よる「撫でJ

横位の「撫でJ

黒色処理

備 考

不

土 師

N5E
3-75

口径132

残高 32
日縁部1/6

胎 :石英粒、粗砂粒含

有

焼 :良

色 :外5YR7/4 にぶ

い橙色 内黒色

日縁部横位の「撫
で」

体部「撫で」

口縁部横位の「撫

でJ

体部「撫で」

黒色処理

備 考

IFN

土 師

N5E
3-75

残高 26
底径 60
底部～体部

1/3

胎 :粗砂粒夕く含有

焼 :良

色 :外5YR7/4 にぶ

い橙色 内7.5

YR3/1  黒褐色

戦 櫨 に よ る「撫

で」

底部回転糸切 り

g≧ 剪大三E警発に よる

「磨き」か

備 考 機転回転方向不明。

( 甕 )

土

N5E
3-75

残 高

底径 70
底部～胴部

下位1/8

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外5YR4/2灰褐色

内75YR7/3
にぶい橙色

器厚の薄い底部から稜

のある胴部下位へ至

る。

胴部下位横位 の

「撫で」

底吉Б不明

横位の「撫で」

備 考

第54表 C区グ リッド出土遺物一覧表 (9)

0             10Cm
|

第87図  C区グリッド出土遺物実測図(8)
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第88図  C区グ リッド出土遺物実測図(9)

C区グ リッド出土遺物一覧表 (10)

番 号
種

類

器

種 位 置 法 器 質 成 形 ・ 形 態
法整 形

内

lTh

土 師

N5E
3-74

口径150
残高 34
口縁部1/12

胎 :細砂粒多く含有
焼 :良

色 :外5YR5/6 明赤
褐色 内黒色

体部は緩やかな綾 を石

し、強 く内彎 し、日縁

部 短 く僅 か に外反す
ス

日縁部横位の 1撫

で」
休部下位髄鑢によ
る「箆削りl

口縁部横位の 1撫

で」、体部斜位の

「撫で」
黒存.処理

不

上  師

Ｎ５Ｅ

３
． ７４

口径164
残高 34
回縁部1/8

胎 :粗砂粒夕 く含石

焼 :良

色 :外75YR8/3 浅

首精■ 内黒色

体部はほぼ直立 し、ロ

縁部 で僅 か に外反す

る。

日縁 部 横 位 の 1撫

で」
体部下位競櫨によ
ス 「MEマ｀

口縁部横位の 1撫

で」、体部不定方

向の「撫で」
黒色処理

備 考

恥

土  師

N5E
3-74

日±々186
残高 26
日縁部1/16

胎 :細砂粒僅か含有
焼 :良

色 :外5YR6/3 にぶ
い橙色 内黒色

口縁詈卜ごくイ望か 1こ 外反

する。

口縁部横位の 1撫

で」
体部不定方向の

「撫で |

丁写な 1箆磨き」
黒色処理

lTh

土 師

N5E
3-74

回径141
残高 35
日縁苫躊1/8

胎 :粗砂粒 多く含石

焼 :良

色 :外75YR7/4 に

ぶい橙色 内黒色

体言卜外面に強い、肉面
に緩い稜を有し、日縁

部僅かに外反する。

回縁部積位の 1撫

で」、体部魏轄に
よる「撫で」

日縁部横位の 1撫

で」、体部縦位の

「撫で」
黒色処理

備 考

町｀

土  師

Ｎ５Ｅ

３． ７４

日径130
残高 25
口縁部 1/4

胎 :粗砂粒夕く含む

焼 :良

色 :外75YR7/6
緒伸,内黒t

口縁部横位の 1撫

で」、体部槌幅に

よる「撫で」

日縁部横位の 1撫

でJ、 体部乾幅に
よる「撫で」
黒■処理

備 考
j7N

土 師

N5E
3-74

残高 19
底径 62
底部 1/2

胎 :細雲母、粗砂粒多
く含有

焼 :良

色 :外5YR7/4 にぶ
い橙色 内黒色

平底の底部か ら体部ヘ

内彎 して立上がる。

体 部 下位 1箆 削
り」、底部回転箆
切りと思われる。

1磨 きJ

黒色処理

不

土 師

N5E
3-74

ロイ垂156
器高 42
底径 66
口縁部1/4

休部～底部
1/A

胎 :粗砂粒、綱砂粒含

有
焼 :良

色 :外75YR5/3 に

ぶい褐色 内10

YR4/1  褐灰色

粘 土紐左 回転 の巻上

げ 。

体部に稜を有し、日縁

部僅かに外反する。

口縁 郡 横 位 の 1撫

で」
体言社嘘 櫨に よる

「撫で」
底部回転糸切 り

日縁部横位の 1撫

で」
体苫巨範幅に よる
「撫で」の後不定

方向の「撫で」

回

'

ごに漆 状 の イJの が している。

第55表
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番号
種

類

器

種
位 置 法 器 質 成 形 ・ 形 態

法技形整

外 内

邪

上 師

Ｎ５Ｅ

３． ７４

口径13.6

器高 42
底径 34
回縁部～底

部 1/8

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外内75YR6/6
橙色

小 さめの底部か ら休部

緩やかに内彎 しなが ら

立上が り、日縁部に至

る。

粘土紐巻上げ、ロ

縁 部 横 位 の「撫

でJ、 体部糖轄に

よる「撫でJ、 底

都不明

回縁部横位の「撫

で」、体部箆状工

具による縦位の

「撫で」

備 考 口縁部に粘土塊付着。底部回転糸切りの後、再度粘上を盛っている。

不

土 ヨW

N5E
3-74

口径158
残高 32
口縁部1/8

胎 :細砂粒多く含有

焼 :良

色 :外75YR6/8橙 色

内N2/ 黒色

体部は内彎し、 口縁言Ь

僅かに外反する。

口縁部横位の 1撫

で」

体吉卜帳櫨に よる

「撫で」

日縁部横位の「撫

で」

体音焉乾幅に よる

「箆撫で」
備 考 体部外面に粘上が付着 している。

ITN

土 師

N5E
3-74

口径133
残高 35
日縁苫卜～体

音る 1/7

胎 :細砂粒多く含有

焼 :良

色 :外75YR7/4に ぶ

い橙色 内10YR
″3にぶい黄橙色

体部開き気味に内彎し

ながら立上がり、回縁

部でごく僅かに外反す

る。

口縁部横位の「撫

で」

体言Ь雑幅 |こ よる

「箆撫で」

回縁部横位の 1撫

で」

体部不定方向の

「撫で」

備 考

47

不

土 師

N5E
3-74

口径141
残高 35
口縁部 1/9

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR5/2灰 褐色

内5YR4/2
序 粗 魯

体部開き気味に内彎し

ながら立上がり、日縁

部でごく僅かに外反す

る。

口縁部横位の「撫

で」

体部箆状工具によ

る横 位、斜位 の

「撫で」

口縁 部横位の

で」

体部箆状工具によ

る横位の「撫でJ

撫

備 考

不

土 師

Ｎ５Ｅ

３． ７４

残高 17
底径 64
底著Ь1/3

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外内75YR6/3
にぶい褐色

体部魏転 に よる

「撫で」

底部回転糸切 り

不定 方 向の 1撫

でJ

備考

不

須 恵

Ｎ５Ｅ

３
． ７４

口径148
残高 28
口縁部1/10

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 :外内10Y6/1

灰色

口縁部外反する。 口縁部横位の「撫
で」

体部乾鑢による
「撫で |

回縁部横位の「撫
で」

体部競幅による
「箆撫で|

備考 外面に火欅ある。

鉢

土 師

N5E
3-74

口径224
器高 85
底径 84
底部 1/3

体部 1/4

回縁吉Б1/16

胎 :細砂粒夕く含有

焼 :良

色 :外10YR8/3

浅黄橙色

内N2/ 黒色

体部は内彎し、 口縁言Б

は直立する。

口縁部横位の「撫
でJ、 休部上位箆

状工具による横位
の「撫で」、休部

下位「箆削り」

日縁部～徐部上位

横位の「撫で」、

体部下位～底部箆

状工具による「撫
でJ及 び「磨き」

備 考 底部外面は切離 しの後、粘土を盛ってお り、整形技法は不明である。

(甕 )

土 師

N5E
3-74

残高 2_0

底径 96
底部のみ

粗砂粒含有

良

外内75YR6/6橙 色

胎

焼

色

内面に 2度粘土を盛っ

て切っている。

底部回転糸切 りの

後、一 部「箆 撫

で」

底部回転糸切 りの

後、中央に再度粘

土を盛って、凸部

を回転糸切 りにか

ける。

備 考 槌櫨右回転。

甕

土  師

Ｎ５Ｅ

３． ７４

口径170
残高 45
口縁言L～胴

音卜」Lおと1/10

胎 :細砂粒多く含有

焼 :良

色 :外5YR6/8 橙色

内75YR5/3
にぶい褐色

粘土帯積み上げ

口唇部を画取りし、日

縁部の内彎が強い。

頸部は「 くの字」状を

呈する。

日縁部横位の 1撫

で」

頸部～体部雑櫨に

よる「箆撫で」

口縁部横位の「撫

で」

頸部一体部嘘転に

よる「撫で」

備 考

C区グ リッド出土遺物一覧表 (11)第56表
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第90図  C区 グ リッド出土遺物実測図Q0

C区グ リッド出土遺物一覧表 (13)

番号
種

類

器

種
位 置 法 旦

里 器 質 成 形 ・ 形 態
法技形整

外 内

不

土 師

N5E
3-68

口径142
残高 34
日縁言Ь～体

部 1/10

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR8/3 浅

黄橙色 内黒色

体部は内彎 し、 口縁音Ь

僅かに外反する。

日縁部横位の「撫

で」

体著Б乾幅に よる

「撫で」

口縁部横位の「撫

で」

体部「撫で」

黒色処理

備 考

第57表  C区 グリッド出土遺物一覧表 (12)

番 号
種

類

器

種
位 置 法 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

不

土 師

Ｎ５Ｅ

３
． ６６

口径178
残高 50
日縁部1/9

体部 1/6

胎 :粗砂粒多く含有

焼 :良

色 :外5YR7/4
にぶい橙色

内黒色

体部はほぼ直立 し、日

縁部 で僅 か に外 反す

る。

口縁部横位の「撫

で」、体部乾転に

よる「撫で」の後

不 定 方 向の「撫

でJ

日縁部横位の「撫

でJ、 体部箆状工

具による「撫で」
「磨き」黒色処理

備 考

55

不

土 師

Ｎ５Ｅ

３． ６６

口径138
残高 26
日縁部1/12

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外5YR6/3 にぶ

い橙色 内黒色

体部から口縁部へ直立

する。

不 明 丁寧な「箆磨 き」

黒色処理

備 考

不

須 恵

Ｎ５Ｅ

３． ６６

残高 07
底径 82
底部 1/2

胎 :白 色粗砂粒含有

焼 :良

色 :外内N7/ 灰白色

底部回転箆切 り 乾櫨による「撫

で」

備 考 一部不完全な還元烙焼成。内外面に火欅ある。

第58表
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第59表 C区グ リッド出土遺物一覧表 (14)

第60表 C区グ リッド出土遺物一覧表 (15)

C区グ リッド出土遺物一覧表 (16)

番 号
種

類

器

種
位 置 法 旦

皇 器 質 成 形 ・ 形 態
整 形 技 法

外 内

57

lTh

土 師

Ｎ５Ｅ

３
．

３８

残高 34
底径 56
底部完存

rlttБ―一言Ь

胎 :粗砂粒含有

焼 :良

色 :外75YR7/4 に

ぶい橙色 内黒色

体部「撫で」

底部回転糸切 り

丁寧な「箆磨き」

黒色処理

備 考

番 号

種

類

器

種
位 置 量法 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

lTh

須 恵

N5E
3-22

残高 25
底径 73
底部 1/3

胎 :糧砂粒多く含有

焼 :良

色 :外N6/ 灰色

内N7/ 灰色

付け高台

枯土帯積み上げ

体言陣嘘転に よる

「撫で」、体部下

位競幅による「箆

削りJ、 高台部横

位の「撫で」、底

都回転糸切 り

披 幅 に よ る 1撫

で」

備 考 高台接合痕が明瞭である。底部箆切 りが中′とヽに及んでいなし

番号
種

類

器

極
位 置 法 器 質 成 形 ・ 形 態

整 形 技 法

外 内

(甕 )

土 師

N5E
3-1

残高 24
底径 44
底部～胴部

下位 1/4

胎 :細砂粒含有

焼 :良

色 1外25YR6/6橙 色

内10R3/6

暗赤色

胴 部 下 位「箆 削

り」

底部箆切 り

箆状工具 に よる

「撫で」

IFR考

第61表
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第 4章 ま と

林之郷遺跡は上田市の東方に位置し、神川の形成 した扇状地の第 2段丘面に所在する。前述 し

たように本遺跡は遺跡群 としてとらえられるもので、この扇状地の微高地を中心 とした一帯にい

くつかの遺跡が分布 していることが、早 くから知 られていた。近年、この面 も道路敷設や住宅団

地・工場造成などによる土地開発が急速に進行 してきたところである。昭和 49年にはこの地を

東西に横切る広域農道開削工事が行われ、これに伴 う太田 。茅御堂両遺跡の調査が実施されたの

が、一帯の考古学的究明の最初であった。その後は同段丘では、下郷地域などで若千の調査が行

われたものの、林之郷集落周辺では今回の調査 まで、 とくに考古学的な調査がなかった地域であ

る。今回の発掘調査は、林之郷地域の県営ほ場整備事業及びふれあい農園整備事業に伴 うもので、

調査実施面積はA・ B区あわせて約 2200m2以 上にわたるものであった。このうち調査によっ

て検出された遺構は住居址 16軒・掘立柱建物址 3・ 土獲 。濤址・ピットなどであった。また、

遺物はそれぞれイ固々 の遺構に伴う土師器・須恵器およびその他の遺物など比較的豊富であったと

いえる。それぞれについては前章で述べてあるので、ここでは簡単にまとめておきたい。

検出された住居l■のプランは、隅九方形あるいは隅丸長方形を呈すものであり、そのうちカマ

ドをもつ住居が大半であった。

第 1号住E址のカマ ドは東壁南隅にあり、やや不自然な感じである。また確認された遺物も必

ずしも床面からのものではなかった。カマ ド内から検出された土師器皿はいずれも底部回転糸切

りで、また土師質とみられる羽釜もカマ ド内より見つかっており、おおざっぱに平安時代後半の

様相を呈しているとみられる。第 2号住居址は比較的小規模プランであり、遺物は土師器lTh・ 甕、

須恵器lTA・ 甕などが検出されている。土師器邪はロクロづ くりでなく、内面黒色処理が施され、

長胴甕は「 く」の字状口縁を有す。また須恵器lThも 底部ヘラキリ手法をとり、全体的には古墳時

代後半の様オロをもつ。また、第 3号住居l■内出上の遺物は土師器不・甕・須恵器不・蓋などであ

るが、すべて覆土中からの検出であり、必ずしも住居構築の年代決定とはならない。しかしこれ

らの資料の、とくに須恵器不の底部ヘラキリおよび蓋の環状ツマ ミの形状などから、 8世紀前半

位とみることができようか。また、西北に隣接する第 4号住居址内検出遺物も、ほとんどが覆土

中からである。須恵器不の底部調整はヘラキリで、第 3号住居l■ とほぼ同様な時期 とみられる。

第 5号 。6号住居址は重なりあっており、 6号が後に構築されたものである。第 5号住居址の

西壁中央に造られたカマ ド内からは、口唇部を面取 りし胴部下半をヘラケズリした土師器長胴甕

などが検出されているし、覆土中からは底部ヘラキリの須恵器好が確認されている。また、小規

模の 6号住居址からも、須恵器不・叩き目をもつ甕・蓋、土師器甕などが検出され、遺物からみ

たかぎりでは、両住居址ともあまり時間的へだたりがないものとみられ、古墳時代末から奈良時

代前半位に比定できようか。また、A区のほぼ中央に確認された第 7号住居址は、 1号住居址と

同じようにカマ ドが東南隅に造られている。このカマ ド内より上師器足高高台付不・甕あるいは
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羽釜などが検出され、平安時代後半の様相を呈している。さらに第 8号住居址内の遺物はいずれ

も覆土中のものであるが、須恵器lTA・ 蓋・甕、土師器不などが検出され、ロクロ成形による須恵

器が多くみられた。この須恵器には高台付もみられ、蓋はかえしのない器形であった。

第 9号住居址からは、かなりの遺物が検出された。土師器郭・甕、須恵器不・蓋・甕などであ

るが、土師器・須恵器の不はいずれも底部ヘラキリによる切 り離しである。また、土師器不には

内面黒色処理を施したものが多くみられ、全体的に 8世紀後半の様相を呈しているものと思われ

る。第 10号住居址からの出土遺物はわずかで、またいずれも覆土中のものであり、本住居址の

構築時期を推定することは無理であった。

C区の北端に確認された第 11号住居l■からも比較的多くの土師器・須恵器が検出され灰釉陶

器も共伴 した。しかし、底面からの出土は少なく、覆土中よりの資料が夕かった。土師器不は内

面黒色処理を地し、底部ヘラキリによる切 り離し手法と回転糸切 りによるものが混在している。

また、糸切 り付け高台付lThも 僅かみられる。須恵器lThも 回転糸切 りによるもので、蓋のツマ ミの

形状もいくつかみられた。また、A区の南側に確認された第 13号住居址からも遺物の出土が多

かった。とくに須恵器lrhが分く、底部回転糸切 り。ヘラキリの切 り離し手法が混左 している。須

恵器蓋のツマ ミは偏平な宝珠形を呈し、土師器甕の口縁部は「コ」の字状に外反するもので、 8
世紀の後半から9世紀前半位に位置づけられるものであろうか。第 14号住居l■はA区の南端に

検出されたが、大半が調査区域外のため内部の精査は出来なかった。したがって、出土遺物も僅

かでまた小片のため図示するに至らなかった。さらにC区に確認された第 15号住居址は、カマ

ドや柱穴等の遺構が不明のため、果たして住居址となりうるか疑間であるが、一応住居とした。

底部回転糸切 りの須恵器不や土師器甕など僅かに覆土中から検出されている。また、C区に検出

された第 16・ 17号住居址は重複しており、先に 17号が構築され、後に 16号が構築された。

第 16号住居址さらも多くの上器が確認されている。土師器不の底部はヘラキリ・回転糸切 りが

混在 し、内面黒色処理したものもみられる。また高台付不や甕、須恵器lrh・ 叩き目のある甕も共

伴し、かなり混在しており構築時期は不明である。第 17号住居址も16号に切られたり、また

北壁とカマ ドの部分だけが検出されただけだが、意外と出土土器が夕い。土師器不の底部は回転

糸切 りで、内面黒色処理 したもの、あるいは高台付などがある。上師器甕は「 く」の字状 。「コ」

の字状が共伴するが、平安時代の前半位であろうか。以上、検出された 16軒の住居址をみてき

たが、その構築時期はおおざっぱにみて奈良時代後半から、平安時代後半にまでわたることが確

認できた。

また、掘立柱建物址はA区で 2・ C区で 1と 、合計 3棟確認できたがいずれも遺物とも関係が

把握されにくいため、構築時期の推定が難しい。しかし、第 2号掘立柱建物l」r_の掘 り方の埋土中

から、平安期かそれ以降とみられる須恵器甕・不の小片が検出され、およその時期が推定された

ことは幸いであった。なお、いくつかの上獲および濤址も検出され、出土遺物も多い遺構 もある

が、その性格等については不明であり、今後の課題としたい。
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第93図  A区遺構全体図
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林之郷遺跡周辺航空写真 (S44年 )
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A区航空写真 (S)

第 1号住居址 (S)
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第 2号住居跡 (SW)

第 2号住居址篭 (SW)
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第 2号住居址出土遺物
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第 3号住居址 (E)

第 3号住居址寵 (E)
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∈斡鮎∞

塩

⑥

第 3号住居址出土遺物

L
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第 4号住居址

①

③

第 4号住居址宅

⑥
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第 5号住居址 (手前は第 6号住居址)(E)
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第 5、 6号住居址 (手前は第 5号住居址)(W)

第 7号住居址 (N)
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第 7号住居址出土遺物

A区航空写真
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第 8号住居址 (S)

第 8号住居址出土遺物
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第 9号住居址 (SE)

第 9号住居址寵 (SE)
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吼靴 ―夢

第 9号住居址出土遺物(I)
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第 9号住居址出土遺物(2)
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調査風景
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第11号住居址 (S)

第11号住居址電 (S)
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塩 蔭

③

韻③籍③Tを

1吼♭ ④

〇             咆麹騒攘攘饉違風み

第 II号住居址出上遺物(I)
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駕魔

C区遠景 (E)

第 11号住居址出土遺物(2)
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